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    　はるか昔、世界が秩序を失っていた時代があった。


    　世界は混こん沌とんとし、魔と呼ばれる存在が跋ばつ扈こしていた。


    　人はその存在に恐れをなし、活動の範囲を狭めざるを得なかった。


    　人を喰くらう魔から逃げ惑まどう、暗黒の時代。


    　やがて人のなかに自みずからを鍛きたえ上げ、魔に抗あらがう術すべを身につける者が現れる。


    　恐れを知らず、自由と冒険を愛し、失った世界を取り戻す者──。


    　人々はそのような存在を勇者と呼んだ。


    　勇気が勇気を呼びさます。


    　多数の伝説的勇者が現れ、人は徐々にその版はん図とを取り戻し、ついには魔王の城を世界から消失させるに至ったのだ。


    　人は豊かになり、夜に怯おびえる必要のない日々が到来した。


    　平和をもたらした勇者は、その役割を終えたかに見えた。


    　魔を恐れることを忘れた人間たち。


    　しかし人々は勇者の格好よさ。モテそうな感じ。そしてそれに絡からむ、権威と金の匂においを忘れることはなかったのである。


    　勇者の数はかえって増えた。

  


  
    ──大勇者〝あまり〟時代の到来である。
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    　──ルディ・シュミットは勇者である。


    　年齢は十八歳。剣術の訓練によって鍛きたえられた身体からだは引き締しまってはいるが、まだ線は細い。これからの活躍を夢見る駆け出し勇者である。


    　陽ひも昇りきり、すでに下り坂へとさしかかる午後二時、もぞもぞとベッドから這はい出る。


    　別に寝坊したわけではない。そもそも予定がないので寝坊の概念がない。


    　ベッドから這い出たルディは時計をチラリと見ると、頭を抱える。


    「なんてことだ……。嘘うそだろ」


    　ルディは目を覚ますと同時に落胆していた。一日の半分を失ってしまった喪失感にさいなまれているのだ。


    　そもそもまともな人間は目覚ましをかけて起床時間を決めるもの。しかしルディには予定がない。自然に目が覚めるまで眠るのだ。


    　その結果の午後二時起床──。


    　今日一日だけのことであればこれほど落胆はしない。ここのところ連日で起床時間が午後なのだ。その理由ははっきりしている。


    　──不安で眠れないのだ。


    　と言いつつ、ルディはきっちり八時間寝ている。矛む盾じゆんしているようだが、そうではない。要するに寝つきが悪いのだ。


    　ベッドに入り、目を閉じると襲おそいかかる自分の将来への不安。


    　このまま勇者を続けていくべきなのか？　それとも勇者を辞めて堅い仕事につくべきなのだろうか。


    　ルディは勇者になるべく勇者専門学校に入り、勇者以外の技能はなにも持っていない。いまさら学校に入り直して手に職をつけようとすれば、大きく出遅れてしまうだろう。運よく就職できたとしても同年齢の人間の部下になり、ずっと遅れたまま定年を迎えることだろう。


    　鏡に映る自分の姿を見てため息をつく。自慢の勇者カットも寝ね癖ぐせでヨレヨレ。なにより目に生気がない。鍛え上げた身体も勇者専門学校時代に比べると、少したるんだように思える。これは誰が見ても勇者ではない。完全にたんなる無職である。


    　もしかして自分の将来は悲ひ惨さんなことになるんじゃないのか……。人生の舵かじ取りを完全にミスってしまったんじゃないのか……。


    　間違った方向に出港した船はすでに岸から遠く、方向転換しようにも潮しおの流れは速い。人生の荒波を乗り越え航海しているつもりが、もはや漂流しているだけなのではないか……。


    　ルディは思う。


    　──なまじ才能があったからこんな状況になったのだと。


    　船にたとえるならば、ルディはボロ船ではなかった。ほかの人の才能を小舟であると思うほどには立派な推進力を持った船であったと思う。だから宝の島を目指して漕こぎ出してしまったのだ。大洋の波の荒さを知ることなく。


    　ルディ自身が小舟であればそんな気にもならなかったろう。


    　大洋の荒波の真っただ中、どちらの方向を見ても陸は見えない。


    　ルディは思う。


    　──売れない勇者にとって真の敵は不安だ。


    　こればかりはいかに剣の腕があろうとも倒すことができない。実体もなく、逃げようとも必ず回り込まれてしまう。難敵中の難敵だ。


    　しかし勇者とは勇気のある者。ここでもう一度勇気を振り絞らないと勇者ではない。


    　これまでのことを嘆なげいていても、失った時間を取り戻すことはできない。


    　なんとか今日一日を立て直すべく、寝ね癖ぐせを撫なでつけながら、シェアハウスするコーポ勇者の共有スペースであるリビングへと向かう。


    「あっルディ、おはよー」


    　リビングのソファーにはネネの姿があった。


    　──ネネ・コンティもまた勇者である。


    　ルディの何倍も大きな寝癖を作り、テレビを観賞中だ。


    　もぐもぐとスナック菓子を頬ほお張ばりながら、ワイドショーをザッピングしている。


    　そのあっけらかんとした姿からは、ルディと同じ不安を感じているようには思えない。
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    　置かれた状況はルディと同じなのに、なんたる危機感のなさ。


    　リッチな亭主を持ったセレブ妻クラスの余裕っぷりである。


    　ルディからするとネネが自分と同じ不安を抱えてないことが腹立たしい。


    　ルディの心中にむくむくと湧わきあがる説教欲。


    「なあ、ネネ、ワイドショー見てる場合かよ」


    「へっ？　おもしろいよ」


    　ネネはなんのことか理解できず、ぽかんとしている。


    「おもしろいかどうかじゃなくて。昼間からお菓子を食べながら、ワイドショー見てる勇者がいるのかよ、って話だ」


    「だって今日は仕事ないし。オフの日もあってもいいさぁ」


    「あってもいいじゃなくて、毎日オフじゃねーか。もっと危機感持てよ。俺たちはやべえ状況にあるんだぞ。もう一度しっかり足元見つめねーと、将来真っ暗だぞ。マジでこのまま終わっちゃうぞ。危機感がねーとさ。俺たちは羅ら針しん盤ばんを持たずに航海に出た船みたいなもんだ。波は高いし、目的地も見えない。よっぽど根性据えないと、難なん破ぱは確実だぞ」


    「へー、ルディって意外と真ま面じ目めだねぇ」


    　ネネの口調からは相変わらずなんの危機感も感じられない。ネネは気候の穏おだやかな南方の出身。お腹なかが空すいたら、その辺に生なってる木の実を食べればいいや、的なのんびりとした気性の持ち主なのだ。


    「全然、真面目じゃねーよ。ただ現状を冷静に判断しただけのことだ」


    　ネネを見下ろしながら、小さく舌打ちするルディ。


    「まったく、しょうがねーな……」


    　などと、ブツブツつぶやきながら、ネネの隣に座る。そして不機嫌そうな顔のまま、スナックに手を伸ばした。


    　危機感を持ったところで仕事はとくにないのだ！


    　ふたりして、結局、ワイドショーを見るしかない。


    　危機感を持ってのテレビ観賞である。


    　ワイドショーの番組内ではグルメレポートのコーナーがはじまる。


    　レポーターはアイドル的人気を誇る女性勇者、エリス。通称エリたんだ。


    　安くて美お味いしいランチを食べて、いまいちピントのずれたコメントをしている。このちょっとずれているところがウケているらしい。


    　エリたんはいまやグルメレポーターだけでなく、クイズの回答者、野菜ソムリエ、ファッションブランドのプロデュースと節操なく活動を展開し、勇者なのかなんなのかわからない状態になっている。


    　たしかエリたんの年齢はルディの一歳年下。年下の勇者が売れ終わってサイドビジネスに手を出しはじめているのに、いまだルディには目立った実績がない。


    　本格的にテレビ観賞している場合ではない。


    　いまこそこの怠たい惰だな暮らしと決別するときだ。今日、たったいまから生まれ変わる。


    　ルディはテレビのリモコンを手に取ると電源をオフにする。


    「ちょっと、見てるのさぁ」


    　ネネが抗議の声をあげるが、ルディは構うことはない。


    　すっくとソファーから立ち上がるとネネの正面に立つ。


    「ネネ。やっぱりこの状況はヤバいって」


    「そんな焦ってもなんにもなんないのさぁ」


    　改めてテレビの電源をオンにするネネ。


    「危機感持てよ」


    　電源をオフにするルディ。


    「ルディは焦ってるだけで、なんにもなってないのさぁ。どっしり構えなぁ。勇者が焦ってるの、格好悪いよぉ」


    　ネネはソファーの背もたれにだらりともたれかかり、またテレビの電源をオンにする。


    　その姿はじつにどっしりとしている。あきれるほどのどっしり感である。


    「構えてるばっかりで、なにも起こんないから問題なんだろ」


    　ルディはため息混じりに言う。もう根負けして電源オフにする気が起きない。


    　結局並んでテレビを見るふたり。


    　画面の中では年下の売れっ子勇者のグルメレポート。


    「いいなぁ、私たちも早く活躍したいねぇ。私も『すごーい、ジューシー。噛かまなくても溶けちゃいますねぇ』とか言いたいのさぁ」


    「別にグルメレポートなんかしたくねーよ。俺は勇者として活躍したいだけだ。別にテレビに出たいわけじゃない。スポンサーをつけて、冒険して、そこそこの知名度を得て、引退後は講演会とワークショップで稼ぐ。それだけ。ささやかなもんだ」


    「なれるといいねぇ」


    　ネネはテレビに半分意識を持っていかれているのか、生返事。


    「他人事じゃないぞ。ネネもちゃんと考えろよ」


    「うーん。苦手なんだよねぇ。考えるの。そもそもなにをちゃんと考えたらいいのさぁ？」


    「それは、まあ……あれだ。どうやったらこの状況から脱出できるかだ」


    「どうしたらいいのさぁ？」


    「だから………………」


    「なんかさぁ、ルディは〝考えてる感じ〟を出してるだけで、結局、焦ってるだけなのさぁ。それだったら、のんびりチャンスを待った方がいいよぉ」


    　自分の言葉の通り、のんびりとテレビを見ながらスナックに手を伸ばすネネ。


    　テレビの中ではエリスのグルメレポートコーナーは終了し、主婦向けのファッションコーディネートのコーナーに移っている。


    　主婦でもないのにこの夏トレンドの着こなしをしかめ面つらで見つめるルディ。


    「この夏の流行は白を中心としたコーディネートがトレンドです。エレガントでありながら爽さわやか、それでいて大人の気品を感じさせる。そんなセルフプロデュースがポイントです」


    　テレビの中では着飾ったモデルとお店の情報が詳しく表示される。


    　──セルフプロデュースか。


    　テレビを見つめるルディの目に生気が戻る。


    　そういまの時代はセルフプロデュースが大事だ。主婦ですらそうなのだから、勇者であれば当然である。たぶん、そう。


    　ルディはいままで自分の剣の腕を頼みに、見た目についてはほとんど無む頓とん着ちやくだった。助けを求める村人がルディの姿を見てどう思うか、そんなことについては考えていなかった。


    　ごく普通の勇者とエレガントでありながら爽やか、それでいて大人の気品を感じさせる勇者、どちらにクエストを依頼したいか、もはや考えるまでもない。


    　主婦向け番組、なかなかいいことを言うじゃないか。


    「ネネ、時代はセルフプロデュースだ」


    　ルディは力強くそう宣言するが、ネネはすでにテレビに飽き、スマートフォンで無料のゲームに興じているのだった。


    



    　その日の夕方。


    「大事な話がある」


    　ルディの暮らすコーポ勇者、その共用スペースであるリビング。ルディはテーブルを挟んで座る少女に話しかける。少女の名はナディーネ・クラーン。ルディと同い年の十八歳、派手さはないが整った顔。ソファーに姿勢正しくちょこんと腰掛ける姿は、食堂の看板娘といった雰囲気だが、彼女もまた勇者である。


    「どうしたの？　なに？　大事な話って」


    　ナディーネは不思議そうに小首をかしげる。ナディーネを見つめるルディの目は真剣そのもの。瞳ひとみの底から勇者らしい強い意志を感じさせる。


    「ナディーネ、金貸してくれ」


    　──勇者ルディは借金を申し込んだ！


    「えっ？　なに？」


    　ちょこんとかしげた小首がさらに角度を増す。


    「もう一度言おう、ナディーネ、金を貸してくれ。マネーだ。マネーを融資しろ」


    　ルディの語調はさらに強くなる。全身からみなぎる断固たる決意。


    「絶対に嫌いや！　私、シェアハウスしている人とお金の貸し借りはしないって決めてるから」


    　──しかし断られてしまった！


    　ぷいっと顔をそむけるナディーネ。ルディのそれを超える強い意志。


    　ルディとナディーネは駆け出し勇者たちがシェアハウス生活を送るコーポ勇者の住人。


    　住人たちはそれぞれ、将来、大勇者になることを夢見て、共同生活を送っている。


    　勇者であろうとも、勇者でなかろうとも、共同生活でのお金の貸し借りはトラブルの原因になる。真ま面じ目めなナディーネにとっては受け入れがたい申し出なのだ。


    　しかしルディも引き下がらない。ルディは勇者としての稼ぎはまったくない。それでいてアルバイトもしていない。言ってしまえば、事実上の無職である。無職かつ勇者。いわば、勇敢な無職である。


    　一方、ナディーネはアルバイトする勇者、しかも週五でシフトに入る勇者である。勇者は週二、五対二でフリーター、いわば、勇敢なフリーターである。


    　勇敢な無職は勇敢なフリーターにお金を借りるしかないのである。


    「ナディーネは勇者だろ。勇者が困っている人を見捨てるのか！」


    「ルディも勇者でしょ！　勇者がお金を借りようとしてるのが、おかしいから！」


    「格好いい剣を買いたいんだ。金貸してくれ！」


    「剣ならもう持ってるじゃない。絶対、絶対にダメ！」


    　ナディーネはますます態度を硬化させるが、しかしルディは引き下がらない。


    「もっといい剣に替えたいんだよ！　俺の剣はものすごく普通だろ。勇者たるもの剣のビジュアルにもこだわるべきなんだ。いいか、ナディーネ。時代はセルフプロデュースなんだ。もっと羽根っぽい飾りとか、格好いい宝石とかついてるのがほしいんだよ！」


    「なんで急にセルフプロデュースとか言い出したのかわかんないけど、私はそんな理由で人からお金を借りるって最低だと思う！」


    　ナディーネがルディを睨にらんでいる。


    　本人は本気で睨んでいるつもりなのだろうが、家庭的な雰囲気が邪魔して、ルディはちっとも迫力を感じない。お母さんに怒られている気分だ。


    「違う。これは重要なことなんだ。俺がなんで売れないのか、ずっと考えてたんだ。俺は剣の腕もすごいだろ。それでいて、ビジュアルもそこそこイケてる。なのに、なぜなんだと……。そしてようやく結論が出たんだ。それは俺が持っている剣が安っぽいからだ！　村人たちも格好いい剣の勇者に救われたいはずだ！　それがセルフプロデュース！」


    「絶対違う。そんな性格だから売れないんでしょ！　村人もお金を無心する勇者になんて救われたくないよ！」


    「剣が無理なら、せめて鞘さやだけでもどうにかならないか？　鞘だけ買ってくれ」


    「ダメ！　こっそり〝貸して〟から〝買ってくれ〟になってるし！」


    　ナディーネはルディと目も合わせようとしない。


    　そんなピリピリとしたリビングにネネが姿を現す。


    　緊張感漂ただよう、ルディとナディーネの様子にちらりと目をやるが、リビングを通過して、すたすたとキッチンへと向かう。おそらくお腹なかが空すいたのだろう。


    　すかさずネネを呼び止めるルディ。


    「おい、ネネ。折り入って話がある」


    「どうしたのさぁ？」


    　ネネは突然のことに目をぱちくりとさせている。


    「セルフプロデュースの件だ。金貸してくれ！」


    　──勇者ルディは借金を申し込んだ。


    「あー、そんな話？　ちょうどよかったのさぁ。ルディお金貸して！」


    「俺が貸すのか！」


    　──しかし、逆に借金を申し込まれてしまった！


    「すっごくかわいいポシェットを見つけたのさぁ。買ってぇ。ねえねえ、ポシェット買ってぇ」


    　ルディの腕にしがみつくと、甘えた声でおねだりするネネ。ルディと同様にこっそり〝貸して〟から〝買って〟に変更している。


    「お前は俺か！　せめて勇者関係の物をほしがれよ。勇者の持ち物は袋ふくろに入れると決まってるだろ。ポシェットなんか必要ない」


    「ルディのケチ！　ケチな勇者は人気出ないさぁ」


    「ポシェット持った勇者こそ人気出ないわ！　絶対に弱いだろ！」


    「そんなことないよぉ。個性があっていいと思うさぁ。ねえ、ナディちゃん」


    「ポシェットを持っててもいいと思うけど、お金借りる勇者はダメだと思うよ。自分の予算内で個性を出そうよ。持ち物とかじゃなくて、特技とか……」


    　生き真ま面じ目めな性格のナディーネ。実に真面目な返答である。


    「真面目にやってればどうにかなる時代じゃないと思うけどな」


    　借金を断られたから嫌いや味みを言っているわけではない。ルディは本気でそう考えているのだ。


    　大勇者フレイズによる魔王との激闘から二十五年。フレイズに憧あこがれ、勇者になる若者が大量発生、その結果、〝大勇者あまり時代〟を迎えている。


    　勇者あまりは過当競争を生み、オーディションを通らないとダンジョンにも行けない状況。従って、若手の勇者たちは業界ウケする個性を身に着けることに必死になる。


    　歌える勇者、モノマネが得意な勇者、オタクであることをアピールする勇者、身体からだが柔らかいことをアピールする勇者、辛からい物を食べるのが平気なことをアピールする勇者。天然ボケアピールの勇者、ボッチで友達がいないキャラの勇者。レズっぽさを売りにする勇者。もはや個性も飽和状態なのだ。


    　ルディはこの期ごにおよんで、真ま面じ目めにやればどうにかなるとは考えない。


    　あまりにも状況が悪すぎる。


    　だからこそ、だからこそ、格好いい剣なのだ。


    　勇者としての実力には自信がある。こんな、いつ建てられたのかすらわからない古ふる臭くさい家でシェアハウスなどしている存在ではないと自負している。


    　よって、ルディには格好いい剣がなければならないのだ。


    「ふたりとも俺に投資すると考えてみたらどうだ。俺が格好いい剣を手に入れたら、売れる可能性が高い。そうすれば倍にして返す」


    「ダメったらダメ！　一度貸したら、ルディはダメになっちゃうと思う。私はこれ以上ルディにダメ人間になってほしくないの」


    　やはりナディーネは断固拒否。しかもさらりとディスられた気がする。


    「ネネ、おまえ仕送りもらってるよな。貸してくれ！」


    　ネネはルディと同様にアルバイトをしていない。しかし田舎いなかから仕送りをもらっていて、生活に困っている様子はない。結構なペースでアクセサリーなどを買っているし、いつもお菓子などを買い食いしている。


    　勇者として鍛きたえられたルディの観察眼はそれを見逃さない。


    「ネネ、そこそこ余裕あるだろ。これは投資だ。損はさせない」


    　しかし、ぶんぶんと大きく首を横に振るネネ。


    「絶対にダメなのさぁ！」


    　ネネの言葉からはこれまでにないほど真剣味を感じる。


    　どうやら仕送りを融通するなどネネにとってはもってのほかの行為のようだ。


    　きっとルディを睨にらみつけるネネ。


    「私の仕送りは、大事な、大事なお金なのさぁ。おじいちゃんがゴブリン牧場で一生懸命作ってくれた大事なお金なのさぁ。気軽に人に渡せるものじゃないのさぁ」


    「なんだ、その変な職業！」


    　本気のネネには悪いが、つっこまざるを得ない。


    「なにがおかしいのさぁ！　うちの田舎ではおめでたい席でゴブリンを食べるのさぁ。立派な職業なのさぁ。ゴブリン長者として田舎ではちょっとしたもんなのさぁ！　村長との癒ゆ着ちやくも疑われるくらいなのさぁ」


    「食用かよ！　いいじゃないか！　俺はチャンスがあれば伸びるタイプの勇者だ」


    「お金はあげないよぉ！　ゴブリンの煮に凝こごりなら分けてあげるのさぁ」


    「そんなもんはいらん！　資金をよこせ！　ゴブリン資金を俺にも」


    「ダメったら、ダメさぁ！　今月の分、全部使っちゃって、もうないし」


    「無駄遣いをするんじゃない！」


    「ルディがそんなこと言う資格ないでしょ！」


    　すかさずまっとうな指摘をするナディーネ。


    「……まあ、そうなんだが」


    「人の家族の仕送りをたかるなんて、最低だよ。ネネちゃんに謝って」


    「……悪かった」


    「いいよぉ。お詫わびになんだけどぉ、近くに美お味いしそうなケーキ屋さんができたのさぁ。ルディ、奢おごってぇ」


    「金がないって言ってるだろ！　……クソッ。冒険にさえ行ければ……。宝箱の中から格好いい剣も見つかるかもしれないのに」


    　自由に冒険できれば結果を出せる。なんの根拠もないが、ルディにはそんな確信がある。


    「本当、そうだよぉ。宝箱にケーキも入ってるかもしれないさぁ」


    「それは腐くさってるだろ！」


    　すっかり話がそれてしまった。


    　ネネと話しているといつもこうなってしまう。


    　せっかく芽め生ばえた危機感もこうしてグダグダやっているうちにしぼんでしまうのだ。


    　たまにもたげる危機感ですら、いわば怠たい惰だな生活のスパイスみたいなものだ。


    　ヤバい、ヤバいと思いながらも、どこかではこの生活を楽しんでいる。


    　それがこのコーポ勇者でのシェアハウス生活のベースラインなのだ。


    　しかし、今回はそうではなかった。


    「せっかくだから、みんなで話し合おうよ」


    　ナディーネがじっとルディの顔を見つめながら言う。


    「お、おう」


    　ナディーネから向けられる真剣な眼まな差ざしに戸惑ってしまう。


    「ルディの言ってることは間違ってないと思うの。結局お金を借りようとするのは、最悪に間違ってると思うけど」


    「最悪……、俺はいまだにいい投資だと思っているが」


    　しかしナディーネはルディの言葉を完全に無視して話を進める。


    「こうやって一緒に暮らしてることが、私たちの最大の武器だと思うの。みんなで話し合おうよ。みんなで共有しよう」


    　ナディーネはどこまでも真ま面じ目めだった。


    　こうして、全員集合して危機感を共有することになった、コーポ勇者一同。


    　このときは、ルディに芽生えた危機感が大事に発展するとは、ルディ本人も予想だにしていなかった。
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    　その晩。


    　ルディとナディーネはコーポ勇者の住人全員に集合をかける。


    　日雇いのアルバイトに出かけていたヴォルフ。遊びに出かけていたクリストフ、そしてあろうことか陽ひが落ちてから目が覚めたアーニャ。そしてネネとナディーネを合わせて六人。ひとつ屋根の下に住んでいてもなかなか全員が顔をそろえることはない。


    　食事をとるためのダイニングテーブルを囲み、全員そろったことを確認すると、ルディは話を切り出す。一度はしぼみかけたルディの危機感だが、住人全員の顔を見ると、怒りにも似た感情となって復活している。


    「なあ、おまえら、バイトしてる場合か？　遊びに行ってる場合か？」


    　自みずからの危機感をぶつけるような強い言葉。


    　八つ当たり感が満載である。


    「遊びに行ってないだけで、テレビ観賞している人に言われたくないなあ」


    　クリストフは薄ら笑いを浮かべながら答える。


    「遊びに行くと危機感が減っちゃうから。俺は家で危機感と真剣に向き合ってたんだよ」


    「うーん。それは勝手にやっててくれればって感じだけど」


    　へらへらと笑うクリストフ。


    　どうにもルディの想いはクリストフには届いていない。


    　──ダメだ。こいつは売れないな。


    　ルディは心のなかで舌打ちする。


    　ルディはクリストフが嫌いではない、勇者というより遊び人といった風ふう体ていと軽いノリ。つき合っていて楽しくはある。いいヤツではあるが、この危機感のなさ。十年後にはひがな一日、毒消し草を吸う日々を送っているのだろう。


    　まあいい、売れたら、たまに毒消し草でも奢おごってやろう。


    　クリストフはあきらめ、ルディはほかのシェアメイトに自分の危機感をぶつける。


    　いまこの状況から脱するには力を合わせるしかない。せっかく勇者が集団生活をしているのだ、いまはみんながお互いの売れなさに安心し合っている状況。これを切せつ磋さ琢たく磨まするポジティブな状況に変えなければいけない。


    　──そう、もっとも才能のあるこの俺が！


    　ルディは真ま面じ目めな性格のナディーネに狙ねらいを変更する。


    「ナディーネ、危機感を持とうぜ。本気でやんないと将来ヤバいことになる。いつまでも若いわけじゃないんだぞ！」


    「お金借りようとしてた人に上から目線で言われても……」


    　ナディーネの反応は非常に悪かった。立ち上がり、熱弁をふるうルディを冷たい視線で見つめている。


    「だからあれは投資だ。お互い、ウィン・ウィンの金銭的取り引きだった。それこそ、現状を打破するための」


    「ウィン・ウィンとか言い出すと、ますます詐さ欺ぎ師しっぽい」


    「……金の話はやめておこう。それよりナディーネはなにかビジョンはあるのか？　バイトばっかりして、週五でバイトって、このまま異い民たみの社員になるつもりか？」


    『異民』とはナディーネがアルバイトしている異世界系の飲食店である。厳しい労働条件と洗脳的にやりがいと奉仕の精神を植えつける社員教育がやりがい搾さく取しゆと表現されることもある。そんなお店なのだ。


    　バイトばかりしているとの指摘はナディーネの心に刺さったようで、顔を真っ赤にして反論をはじめる。


    「私もオーディションはなるべく受けるようにしてるし！　週に何回シフト入っても、気持ちは勇者だし！」


    「気持ちだけじゃダメだろ！」


    「でも……頑張って続けていれば誰かは見てくれてると思うし……」


    「甘い。誰だよ、見てくれてる人って。ストーカーか？」


    「そんな……」


    「僕は見てるけどね。特にお風ふ呂ろ上がりなんかを。性的な目で」


    　クリストフは見ていた！　悪い意味で！


    「そういう風に見てくれてる人はいらないから……本気でやめてよ、シェアハウスが成り立たなくなるよ」


    　ナディーネは椅い子すから立ち上がるとクリストフの視線から逃のがれるようにネネの後ろに隠れてしまった。完全にドン引きである。


    　普段ならここから他た愛わいのない話に移行してしまうところだが、今日のルディは違う。なにせ危機感がある。セルフプロデュースの資金獲得に失敗し、ほぼ無一文の状況の現在、むしろ危機感しかない。


    「ふざけてる場合じゃないんだよ！　オーディションを受ける。それはいい。でもオーディション行っても落ちるだろ。それは具体的ななにかがないからだよ！　なんのコンセプトもなく真ま面じ目めにオーディション受けたって、なんとかなるほど甘くないんだよ！　勇者業界は」


    　ルディの厳しい檄げき。しかしシェアメイトからの反応は少ない。


    　生活を共にする間柄。ルディの性格も熟知している。


    　自分がだらしなく午後に起きちゃって、テレビでなんか見て、焦りだしたんだろうくらいのことだと見透かされてしまっているのだ。


    　ヴォルフにいたってはＤＶＤを起動し、昼間見逃したエリたん関係の番組のチェックをはじめる。ルディが昼間に見たグルメレポートをしているシーンだ。


    「おい！　なにやってんだよ」


    　ルディは慌あわててリモコンを奪い取るとテレビの電源を切る。


    　よく考えたら、今日一日リモコン奪う作業しかしていない。


    「だって、ルディが突然焦り出すのって、なんかいつものことって感じだし。エリたんのオンエアチェックしないと、そわそわして人の話も聞けないし」


    　──こいつもダメだ……。


    　ヴォルフはもともとアイドル勇者の追っかけ。どうにかしてアイドル勇者とお近づきになりたくて勇者になった人間。


    　そもそもの動機が不純すぎる。


    　ならば……ルディはヴォルフの隣に座るネネをちらりと見る。


    　──ダメだ。こいつは馬ば鹿かの子、おもしろ田舎いなかガールだ。


    　すぐにネネから視線を切るルディ。


    　残るは怠なまけ者のアーニャ。


    　コーポ勇者でもっとも怠たい惰だな生活を送る勇者。一日の五割以上を睡眠に充あてている。時間をドブに捨てることに関しては人後に落ちない。それでいて、勘は鋭く、要領がいい。頭とおっぱいの形状がいい女だ。


    「アーニャならこの危機感、わかってくれるよな。なにか打開策はないか？」


    「ないよ」


    　アーニャはふわわと小さくあくびをしながら、きっぱりと断言した。


    「ないって！　なんであきらめる！」


    　ルディはいまにも再び寝そうなアーニャの肩を揺さぶる。


    「ルディが一日考えて、なんにも出なかったんでしょ。……なんで打開策が出ないか。それは、……ないから」


    　アーニャはトロンとした目で誰を見ることなく言う。


    「だから、みんなで考えようってことだよ」


    　ルディの言葉に面倒そうに首を振るアーニャ。


    「違う。アイディアが出るかどうかって、状況だから。もし出ないんなら、いまは状況がダメってこと」


    　それだけ言い残すと、アーニャは席を立ち、部屋に戻ろうとする。


    　慌ててその手をつかんで引き留めるルディ。


    「なんで帰る！　起きて、ちゃんと説明しろ」


    　露骨に面倒そうな顔をするアーニャ。それでもしぶしぶ説明をはじめる。


    　アーニャによると、アイディアとはいわば状況判断。もし状況が整えば誰でもいいアイディアが出るもの。もしそれなりに考えて、なにも出ないということは、まだアイディアでどうにかなる状況に置かれていないということ。


    　お笑い芸人にたとえるなら、いいフリがくれば、いいボケも自然に思いつく。小説家であれば、いいテーマがあれば、いい作品が書ける。それは勇者も同じ。


    　事務所にも入っておらず、コネもない状況の勇者は、いわば、酷ひどいお題で大おお喜ぎ利りに答えるようなもの、どれだけ頭をひねってもまともな回答など出るわけはない。


    　むしろそのような状況で強引になにか出そうとしても、逆に状況を悪化させるだけ。無理のある計画にしかならない。


    「まあ地道にやりなよ」


    　アーニャは他人事のように言う。


    「一番地道じゃないクセに！　無理やりでもいいから、なんかアイディア出せ！」


    　ルディは目を覚まさせようと激しく肩を揺さぶる。されるがままのアーニャの頭はルディの腕の中でぐにゃんぐにゃんにシェイクされている。


    「ルディ、首が取れちゃうよ」


    　さすがに心配になったのかナディーネがルディを止める。


    　ルディとしてはそんな力を込めたつもりはないのだが、アーニャの脱力具合が度を超しているのだ。まったく抵抗する気がない。


    　ルディの熱意が伝わったのか、席に戻るアーニャ。


    「……気が進まないけど」


    　ため息をつくアーニャ。ようやくなにかアイディアを授さずける気になったようだ。


    　ルディとは違い、アーニャの発想力は信用されている。自然にみんなの視線がアーニャに集まる。


    「……売れてるフリだね」


    　アーニャの意見はまたもよくわからないものだった。


    「またわかんないこと言ってぇ！　アーニャちゃんの話はいっつもわかんないんだよぉ」


    　ネネが口をとがらせて抗議する。


    「ネネちゃん。もうちょっと聞こうよ。アーニャちゃんももっと詳しく」


    　それをなだめるナディーネ。


    「……売れてないから、売れないんだよ」


    　ぼそりぼそりとゆっくりとしたペースで語りはじめるアーニャ。


    　ネネがわからなくなる度たびに質問し、それに答える形で話が進む。


    　アーニャの解説によると、勇者あまりの現在、すべての勇者をチェックしている人などいない。だから仕事は売れている勇者に集中する。


    　結果、売れてない勇者はますます売れない。売れていないとの実績ばかりが積みあがり、もっと売れなくなる。これの繰り返し。


    　このスパイラルを抜け出すには一回売れているフリをするしかないのだと言う。実績があるフリ、実力があるフリからはじめるしかないとの意見だ。


    「なるほどねー。それで売れてるフリをするにはどうしたらいいのさぁ？」


    　アーニャはしばらく考えたのちにネネの問いに答える。


    「……まあ、船かな」


    　勇者にとって船を持つことは中級勇者のステータスである。


    　そこそこ実績を積んだ勇者といえば船を持っている。これはもはや共通認識なのだ。


    　質問を繰り返していたネネもついに理解できたようで、表情がみるみる明るくなる。まるで明かりのない真っ暗な洞どう窟くつを冒険して突如として地上へと出たかのようだ。


    「それだ！　船をゲットするのさぁ。ルディお金貸して！」


    「貸せるか！　ナディーネ、船を買ってくれ、いまこそ週五のパワーを解き放つときだ！」


    「週七でも買えないし！」


    「ネネ、じいさんにねだれ！　養殖のゴブリン全部処分しろ！」


    「こんな性格悪い勇者は船があっても売れないのさぁ！」


    　結局、お金借り合戦に戻ってしまうルディたちなのであった。
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    　翌日の昼。


    　売れているフリをするための船ゲット作戦は案の定つまずいていた。


    　船を得るためには当然ながら船のある場所へと行かなければならない。


    　コーポ勇者のある王都アリアからもっとも近い漁村、ヴェレドルフ村。船がある場所といえば漁村である。さっそくヴェレドルフへと出かけようということになったのだが……。


    「えーと、その日は……その……バイトのシフトが」


    　ナディーネのバイトのシフトによりスケジュール調整が難航していたのだ。ヴェレドルフ村まで出かけて、船を手に入れるとなれば二泊三日程度は必要。となると、バイトを休む必要があるのだ。


    「あのさあ。さすがにここは勇者業を優先させようぜ」


    　ルディはナディーネの勤める異世界系食堂チェーン『異い民たみ』のシフト表を覗のぞき込みながら言う。あるときは昼勤、あるときは夕勤、ナディーネの名前が神出鬼没である。


    　そして今日は夕勤のシフト。放っておくと、もうすぐバイトに出かけてしまう。


    「そうなんだけど……店長がいま大変で。過労でどんどん痩やせちゃって。それを見てると……」


    　ナディーネの優しい性格が邪魔をしてしまっている。


    　しかしルディにはそんな優しさはない。


    「店長はガリガリでいいんだよ！　勝手にガリらせとけ！」


    「ガリガリの店長を見捨てるのも勇者としてどうかと……」


    　身をくねらせて、もじもじするナディーネ。


    「どうかと思わない。むしろバイト休めない方がどうかと思う！」


    「でも……」


    　ナディーネはそれだけ言うと黙り込んでしまった。


    　本当はナディーネも休みたいのだ。しかしどうしてもそれを店長に言い出せないだけなのだ。


    　ルディからするとそれはいい人というより、ただの気の弱さに映ってしまう。


    「仕方ないな」


    　ナディーネの様子をぼんやりと見ていたアーニャがぼそりと呟つぶやく。


    　ため息をつきながら大儀そうにソファーから立ち上がる。


    　なにか秘策があるようだが……。


    「……必殺技を伝授するよ」


    「えっ、必殺技。この前の料理みたいな？」


    　ナディーネは不思議そうに目をしばたたかせている。


    「違う」


    「じゃあ、なに？」


    　アーニャはナディーネの問いに答えることなく、大きく伸びをすると柔軟運動をはじめる。前屈し、腕を伸ばし、首を回す。とても勇者とは思えない緩かん慢まんな動き。


    　締めつけのない、緩ゆるいワンピースを着ているため、柔軟で前かがみになる度たびにちらりちらりと見える胸の谷間、ルディの視線はどうしてもそこに注がれてしまう。


    　勇者にとっても柔軟とは大切なものである。とくに激しい必殺技の前に身体からだの準備ができてないと、敵ではなく自分が重傷を負ってしまうのだ。


    　そんな感じの難しい顔をしながら胸元を凝視するルディ。


    　ルディの視線などまったく気にする様子もなく、柔軟を終えるアーニャ。


    「本当はあんまり人に見せたくないんだけどね。特別だから」


    　アーニャは相変わらずぼそぼそした口調で言う。


    「うん……ありがとう」


    「私の必殺技。アルティメット・フェイク・シック」


    「フェイク……それって……仮け病びよう？」


    「そうとも言う」


    　アーニャは平然と答える。


    　呆ぼう然ぜんとするナディーネ。しかしアーニャはお構いなしに必殺技の伝授を進める。ナディーネにも柔軟運動で、全身の筋肉をほぐすように指示する。


    「私の真ま似ねして」


    　アーニャはナディーネにそう言うと、目を閉じ大きく息を吸い込む。ゆっくりと息を吐きながら、目を開く。


    　その眼光はどんよりと濁にごって、まるで生気を感じさせない。いつも眠そうな目つきではあるが、その比ではない。


    　ただのしかばねのようだ！


    　しかばねと見まごうまでに生気を失ったアーニャの手がゆっくりと動く。


    　どうやら、電話をかけているフリをしているようだ。


    「……あのぉ……すみませぇーん。ちょっと……熱がぁ……関節もぉ……痛くてぇ……ケホッ、ケホッ、吐き気も……して、さっきまでトイレにいたんですけど……」


    　いまにも倒れそうなほどの弱々しさ。言葉も苦しげな息遣いで途切れ途切れ。それでいて電話でも聞き取れる程度の声のボリューム。絶妙なコントロールである。


    「はい。ナディーネも」


    　突如として健康体に戻るアーニャ。先ほどまで、あれほど弱り切っていたのに、一瞬でいつも通り。演技とわかっていても心配になるほどだったのに……。


    　アーニャはじっとナディーネを見つめている。次はナディーネの番だ。


    　ナディーネは戸惑いながらも、アルティメット・フェイク・シックを繰り出す。


    「あ、あの……すみません……ちょっと熱が」


    「ダメ。照れがある。全身で表現して。……あのぉ……はぁ……さっき、びょう、病院にぃ……ぃったら……自律神経がぁ……よくわからないんですけどぉ……自律神経がぁ」


    　自分の身体からだを支えることができず、ソファーに倒れ込むアーニャ。


    　知らなかったら、慌あわてて助けに駆け寄ってしまいそうだ。


    　圧倒的なクオリティ。まさに仮け病びよう界のトップランナーだ。そんなトップランナーにはなりたくないが……。


    「あの……自律神経が……」


    　一方のナディーネはまだまだ躊ちゆう躇ちよしている。普段から真ま面じ目めで嘘うそがつけない性格。勇者にはふさわしい性格だが、仮病には向いていない。


    　どうしていいのかわからず、すがるような目でルディを見つめる。


    「大丈夫。ナディーネならやれる。自分を信じろ。信じるんだ！　お前は病気だ。自律神経を失調させろ！」


    　ルディは力強くうなずき、ナディーネを励はげます。


    　正直なところ馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思っているが、そんなことはまったく表情に出さない。勇者には仮病が必要なときもあるのだ。仮病こそが船をゲットする第一歩なのだ。シフト週五の荒波を突破して、まだ見ぬ大海へと漕こぎ出すのだ！


    「あのぉ……すみませぇーん。はぁ……ちょっと……熱がぁ」


    　繰り返すうちに徐々にナディーネの仮け病びようも真実味を増している。身体からだは平熱だが、演技には熱が入っている。


    「もっと声をくぐもらせて。もっと寒そうに！」


    　アーニャの指導は厳しい。呼吸のリズムすらチェックしてダメ出しを行う。


    「ね、熱が……」


    「ダメ、それじゃ微熱レベル。もっと意識を飛ばして、さまよって！　生死の境を！　今夜がヤマだよ」


    　まさに特訓！


    　繰り返すこと二時間。ついにアーニャが納得の表情を浮かべる。


    「こんなもんかな」


    「もしかして、私……？」


    「アルティメット・フェイク・シック、よくマスターしたね」


    「ありがとう」


    　ナディーネは喜びのあまりアーニャに抱きつく。


    　ルディは思う。


    　──これが仮病の特訓でなければ、美しい光景なのだが……。


    　しかし問題はここからだ。どんな必殺技でも身につけただけでは意味がない。アルティメット・フェイク・シックもまた実戦で使用できなければいけないのだ。


    　ルディはテーブルに置いてあったナディーネの携帯電話を手渡す。


    「えっ、いまやるの？」


    　不安げなナディーネ。ルディはそんなナディーネの肩にそっと手を置く。


    「鉄は熱いうちに打て。自律神経も熱いうちに失調させろ！　身につけた新たなる力を解放するんだ。いままでの自分を超えろ！」


    　ルディはとりわけ勇者っぽい言葉を選びナディーネを励はげます。


    　しかしナディーネは携帯電話を握りしめたまま、モジモジしている。


    　あとひと押しが必要なようだ。


    　ルディはナディーネの手を携帯電話ごと包み込むように両手で握る。


    「手に入れたくないのか船を。中級勇者の証あかしだぞ。イメージするんだ。船に乗って冒険の航海に出る自分を。海風を受けて、凪ないだ海を滑すべるように進む俺たちの船を。満面の笑顔で手を振って、その船を送り出すガリガリの店長を！」


    　ナディーネは目を閉じ、しばらく瞑めい想そうする。


    「ルディ、わかった。店長に電話するよ」


    「よし、じゃあ、続いては自律神経を失調した自分をイメージするんだ。過労でズタズタになり微熱が続く自分を」


    　ナディーネは目を閉じ、再度瞑めい想そうする。


    　目を開いたナディーネの表情は病人そのものだった。　もはや電話を持つことすら重そうだ。


    　フラフラになりながら、アルバイト先へと電話をかける。


    「あのぉ……すみませーん……」


    　アーニャ直じき伝でんの必殺技、アルティメット・フェイク・シックが炸さく裂れつする。


    　ルディには電話の向こうにいる店長の声は聞こえないが、ナディーネの声を聞いているだけで確信が持てる。


    　これを疑う人間はいない。


    　三連休や四連休は余裕だ。なんだったら入院を勧められていることだろう。


    　高原のサナトリウムでなぜだか外に設置されたベッドで毛布にくるまって寝かされるレベルとすら言えよう。


    　何度も謝罪の言葉を繰り返し、ナディーネは電話を終える。


    「お休みもらった……」


    　見事に病欠を勝ち取ったナディーネ。しかしその表情は冴さえない。


    　そう、人間の限界に迫る必殺技は使用する者に代償を与えるのだ。


    　──圧倒的罪悪感。
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    　アルティメット・フェイク・シックを使用した者への代償だ。


    「店長、ごめんなさいっ！　……もうやだっ！　私、お嫁に行けないっ」


    「お嫁に行けなくても、冒険に行ければいいだろ！」


    　ルディのつっこみもナディーネの耳には届かない。


    　顔を両手で覆おおうと、ソファーにつっぷしてしまったのだった。
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    　ヴェレドルフ村の街並みは王都のそれとは大きく違っていた。海辺に積み上げられた石垣、その上に立つ大きな倉庫と母おも屋や。石垣には海へと向かって階段が伸び、それぞれ小船が係けい留りゆうされている。いつでも自分の家から漁に出られる仕組みだ。


    「船いっぱいなのさぁ。どの船がいいかなぁ」


    　ネネは街並みを見渡しながら、なんとも楽しげに言う。


    　ルディたちは村に到着するとそれぞれがバラバラに行動することにした。


    　それぞれが村をくまなく調査して、船をゲットするイベントを探すためだ。


    　海賊船の襲撃で困っていたり、なにかモンスターが邪魔していて漁に出られなかったり、そんな感じのことがあれば、勇者として助けに入り、お礼に船を貰もらおうという算段だ。


    　一緒に行動していてはそういったイベントに遭遇する確率も下がる。ここは手分けしてイベントを探す方が効率的だ。


    「おーい。勇者だよぉ！　勇者が来たよぉ。こんにちはー！　こんにちはー」


    　ネネはすれ違う人に積極的に話しかけるが、みんな軽く会え釈しやくをするくらいで、そそくさと立ち去ってしまう。突如話しかけられても普通は会話などしない。


    　勇者であろうとなかろうと、知らない人にいきなり最近村で起こっている困ったことを打ち明ける人などいないのである。


    　それでもネネは熱心に歩き回り、村人たちに話しかける。


    　その様子をじっと見守るルディ。


    「なんでついてくるのさぁ」


    　ルディはネネの後ろをつかず離れず歩いていた。


    「別になんとなくだよ。行こうとした方角がたまたま一緒なだけだ」


    「あー、本当は私とふたりきりになりたかったのぉ？　ダメだよぉ。いまは勇者中だよぉ」


    　ネネはそう言うと、からかうようにルディの肩を突く。


    　それに対するルディのリアクションは冴さえない。ただ腕を振り払うだけ。


    「別にそんなんじゃない。だから、……なんとなくだ」


    　──ルディは人見知り勇者だった。


    　村人に話しかけることは勇者として基本中の基本。勇者専門学校でも最初に訓練する。しかしルディは知らない人に話しかけるのは大の苦手である。


    　コーポ勇者でもなかなか話しかけづらく、最初はナディーネにぴったりくっついて、ナディーネと他の住人との会話のリバウンドを拾う形で徐々に会話の足がかりを作ったものだ。ナディーネに話しかけているのだが、他のメンバーにも話しかけているようにも取れる曖あい昧まいな状況で会話を行うなど、人見知りならではの会話のテクニックを駆使し、徐々に徐々になじんでいったのだ。


    　シェアメイトでもそれだけ大変なのだから、知らない村人なら、なおさら難易度は高い。


    　今回はネネの気さくさに頼るしかないのだ。


    「別になんでもいいけどさぁ。お尻しりとか触らないでよぉ」


    　変な注意をルディに与え、さっそく村の探索を開始するネネ。


    　イベントの発生を期待し、ひたすら村を歩き回る……。


    「おーい、おじさーん。こんにちはー」


    　ネネは港に漁船をつけ、獲とれた魚を運ぶ中年漁師に声をかける。


    「なんだ、あんた？」


    「勇者のネネさぁ」


    「また勇者か」


    　露骨に面倒そうな顔をする漁師、しかしネネはまったく気にしない。


    「それクラーケン？」


    　ネネは漁師のバケツを覗のぞき込む。


    「これはホタルイカだよ。どこがクラーケンなんだよ」


    「倒すから船ちょうだい」


    「倒すもなにも、もう死んでるよ、塩漬けにしてるとこなんだから」


    「えー、じゃあ、倒せるイカいないのぉ？」


    「なに言ってんだ、あんた。あっち行ってろ。こっちは勇者の相手している暇ひまねーんだ」


    　ネネは追い払われてしまった。


    　──だからイヤなんだよ。


    　ルディは思う。


    　急に知らない人に話しかけるのは、危ない人か勇者。とくに勇者あまりの昨今では勇者による話しかけ事案が社会問題になっている。幼女なんかに話しかけると逮捕されてしまうこともあるのだ。


    「全然、イベント起こんないのさぁ」


    　気さくであるが、飽きっぽいネネ、すぐに音をあげ、海へと続く階段に座り込んでしまう。


    「まあ、見るからに平和な村だし、そんなに事件は起こらないもんだ。じっくりやろうぜ」


    　ルディは隣にしゃがむとネネの肩にそっと手を置く。


    「なんにもしてないのに、偉そうなのさぁ！」


    「……俺は見守っているんだ。ネネがトラブルに巻き込まれないように」


    「勇者だからトラブルに巻き込まれてもいいのさぁ！　早くなにか起こんないかなぁ。疲れちゃったさぁ」


    　ネネはモーニングスターを投げ出し、ぼんやりと海を眺めている。


    　目の前に広がる青い海。初夏の太陽を受けて小さな波がキラキラと輝いている。海風に乗ってふわふわと飛ぶ海鳥たち。


    　平和な光景である。なんのイベントも起こる気がしない。むしろなにも起こらない方がいい気すらしてくる。


    　──なんだ、お前、怪あやしいな。ここでなにやってるんだ！


    　そんな平和な村に突如として響き渡る怒声。


    　屈強な村の若者が声の方向へと駆けていく。


    「おおっ、揉もめ事発生なのさぁ！」


    　ネネは跳ねるように立ち上がると、背中にモーニングスターを背負い直す。


    　さっきまでの疲れた顔が嘘うそのように目に輝きが蘇よみがえっている。


    「みんなぁ、安心してぇ、勇者がすぐに駆けつけるのさぁ」


    　颯さつ爽そうと駆け出すネネ。ルディもその後を追う。


    　向かった先は村の中心部にある広場。


    　すでに人だかりができている。


    　ルディはその人の輪を掻かき分け、中の様子をうかがう。


    　輪の中心にいたのは、なんとヴォルフだった！


    　ヴォルフの周りには屈強そうな漁師が数人。逃げないように左右を塞ふさいでいる。


    「違うって。僕は勇者だよ。事案じゃないよ！」


    　ヴォルフは必死に弁解していた。漁師たちの後ろには幼い女の子の姿が。どうやら幼女に話しかけて疑われているようだ。ヴォルフ、声かけ事案になってしまったか……。


    「嘘つけ、おまえ、眼鏡じゃねーか！」


    「眼鏡でなにが悪い！」


    「眼鏡が女の子に話しかけたら怪しいだろ！　あれだろ、小さい女の子にあれしちゃうタイプの人だろ！」


    「失礼な！　僕はロリコンじゃない！　ドルオタタイプの眼鏡だし！　そんなの見たらわかるでしょ！」


    　ヴォルフもムキになって言い返しているが……、残念ながら、そんなことが見てわかる人間はいないだろう。


    　ついに発生したイベントがまさかヴォルフ発とは……。


    　ルディは脱力感を覚えながらも助けに入る。


    「あ、あの、彼は俺たちの仲間なんです。怪しい者ではありません」


    　ルディも人見知りが発動して、かなりの挙動不審。


    「ちょっとは怪しいのさぁ。本当はどうなのさぁ？」


    　その上、ネネが余計なひと言をつけ加える。


    「なんでネネが疑うんだよ！　僕のストライクゾーンは十一歳から十九歳までだ！」


    　どうも弁解の言葉がいちいち怪しさを増してしまっている。


    「と、とにかく、だ、大丈夫なんで、すみません。失礼します！」


    　ルディはヴォルフを引っ張って、逃げるように広場から退散する。


    「なんで僕が……。見た目で決めつけるなんて失礼だよ！　船に詳しそうな幼女がいたから、声をかけただけなのに」


    「船に詳しそうな幼女って、逆に怪あやしいな」


    「ルディ、仲間を疑わないでよ。本当はそこそこショックなんだぞ！」


    　眼鏡の奥の瞳ひとみが怒りに燃えている。


    「ヴォルフはかわいそうだねぇ。誤解されやすいのさぁ。悪い人じゃないのに」


    「でしょ、でしょ！」


    　ヴォルフがネネの発言に過剰に反応する。


    「ヴォルフは眼鏡をやめて、服装も変えて、ダイエットして、話し方を変えたら、結構、格好いいのさぁ」


    「うひぃ、そんな、格好いいって、ぐふぅ、ぬふぅ……やめてよ」


    「本当さぁ、それで、身長を十センチ伸ばしたら、完璧さぁ」


    「いやいや、照れるなー、うへぇ」


    　ヴォルフ……、すごく嬉うれしそうにニタニタ笑っているが、それはもはや別人だ。


    　まあなんにしろ、この事案すれすれの状況では耳寄りな情報を手に入れることは難しい。


    　それにもうそろそろ再集合の時間だ。


    　残念ながら成果はなし。他のメンバーに期待するしかない。


    　ルディたちは集合地点である村はずれの浜辺へと向かう。


    　浜辺に到着するとすでにアーニャの姿がある。


    　浜辺にレジャーシートを広げそこに横になっている。日焼け対策できっちりとビーチパラソルつきだ。サングラスまでして、完全にバカンスである。


    　……この準備万端っぷり、誰がどう考えてもまったく探索をしていないとしか思えない。


    　しかもルディたちに気がついてもサングラスをあげてちらりと視線を送るだけ。


    　なんてスタイリッシュなサボりなんだ。


    　ここまで堂々とされるとルディもなにも言うことはない。


    　アーニャは視界に入っていないことにして、ナディーネとクリストフの帰りを待つ。


    　待つこと数分。クリストフが姿を現す。


    「いやあ、なかなか船ってもらえないものだね」


    　クリストフはいかにもお手上げだといわんばかりに、やれやれと両手を広げて見せる。


    　その頬ほおには赤く掌てのひらの痕あとがついていた。


    「なぜビンタされている？」


    　ルディは怪け訝げんな顔で指摘するが、クリストフはまったく動じない。


    「いやあ、まずは女の子に声をかけようと思ってね。ほら、僕の個性を考えると女の子を落として、そこからね」


    　ルディに向かってウインクしてみせるクリストフ。


    　クリストフはいつも自分がモテて、女性関係も派手であるかのように振る舞っているのだが、ルディはいまだかつてクリストフがモテているのを見たことがないのだ。


    「……それで失敗して、ビンタされたと」


    「うーん。失敗したとまでは言えないかな。態度には出さないまでも、内心はときめいてたと思うよ」


    　やれやれと両手を広げてみせるクリストフ。


    　よく見るとクリストフの服は胸のあたりがぐっしょりと濡ぬれている。


    「水をかけられてないか？」


    「かけられたか、かけられてないかで言うと、かけられたね。僕みたいなイケメンに急に声をかけられて、どうしていいのかわかんなかったんじゃないかな？」


    「どうすべきか、はっきりわかったから、ビンタして水をかけたんじゃないのか？」


    「ははは、ルディくん、誤解しないでよ。ビンタした女の子とは別の女の子だし、それにかけられたのは水じゃなくて、熱湯さ！」


    「なんでそれを笑顔で言えるんだ！」


    「恥ずかしがりやの子猫ちゃんだったんだろうね。田舎いなかの村じゃ、こんな男はなかなかいないだろうから。照れちゃったんだろうね、顔を真っ赤にしてたよ」


    　クリストフはそう言うとファッションモデルのようにくるりと回る。その背中の部分には大きな足跡が……。


    「怒りで顔を真っ赤にしてたとしか思えないのだが。照れで人を蹴ける人間はいないぞ」


    　ルディの言葉はクリストフの耳に届いてはいるものの、脳には到達していないようだ。


    「やれやれ、僕は田舎が似合わない男なのさ。洗練されすぎてるのかな？　ねえヴォルフくん。そう思わないかい？」


    　クリストフはルディを避けて、ヴォルフに話を振る。


    「僕もそうだよ。田舎の人は僕みたいなタイプを理解しないんだよ！」


    　ヴォルフはクリストフが困惑するほど、勢いよくまくし立てはじめる。


    　なにせ事案化されかかったのだ。ナンパして追い払われただけのクリストフとは、質、量、ともに怒りのレベルが違う。


    　ヴォルフはいつもよりもワントーン声を上うわずらせながら、自分の受けた仕打ちに対しての抗議の言葉をまくし立てる。


    「人を見た目で判断するって失礼な話だよ。なんで僕が幼女に話しかけると犯罪なんだよ！　完全に偏見だよ。普通の人がやればなんの問題もない行為でしょ！　それを僕がほんのちょっとだけ普通の人とは違う雰囲気をまとっているってだけで、取り囲まれちゃってさ、見た目で犯罪者予備軍にされちゃたまんないよ。本当はちゃらちゃらしてる奴やつこそ犯罪を行うんだよ。いわゆるオタク、あんまりこの言葉を僕は好きじゃないけど、とにかくそうカテゴライズされる人間は規律をしっかりと守るんだよ。ライブとかだってきっちりルールを守るし。僕は誇りを持ってエリたんを推おしてるからね。犯罪なんて、エリたんの名を汚けがす行為だからね、絶対にしないよ。エリたんを悲しませることになるからね。僕は絶対にエリたんを裏切らない！　そんな男さ。それなのに見た目のなんとなくの印象で気持ち悪いとか、怪あやしいとか、決めつけて、なんにもしてないのに取り囲んで！　身分証出せとか！　しかも三回も！」


    　──三回も!?


    「あの一回だけじゃなかったのか！」


    　ルディの言葉に当たり前だと言わんばかりの勢いでうなずくヴォルフ。


    　なんてことだ……。それは怒るのも無理はない。


    　それにしても、なんて誤解を受けやすい見た目なんだ！　個人的な趣しゆ味み嗜し好こうに文句をつけるつもりはさらさらないが、勇者としてどうなんだ？　やっていけるのか？


    　ルディは他人事ながら猛烈に不安になる。


    　しかしいまはヴォルフに同情しているときではない。船の入手が問題なのだ。


    「とにかく、あとはナディーネしか残っていないってことだな」


    　ルディは現状を把握し直す。


    　やはり船を入手するハードルは高い。さすがは中級勇者のステータスなだけはある。


    　しかしナディーネはバイト先でも看板娘的な評判を得ている、いわば、人好きするタイプだ。ほかの奴らと違って性格にも難がない。


    　もしかしたらやってくれるんじゃないのか、ルディは淡い期待を抱きつつ、ナディーネの帰還を待つ。


    　……ナディーネが戻って来たのはそれから一時間ほど経たってからだった。


    「ごめん。遅くなっちゃった」


    　疲れと充実感が入り混じった表情。どうやら遅くなっただけの成果はあったようだ。


    　なにより朝には持っていなかった布の袋を抱えている。


    「どうだった？」


    「えーとね。牡か蠣き小屋をしているおじさんがいてね、その人が牡蠣の養殖用の船を持っているんだけどね。そのおじさんがすごく気に入ってくれて……」


    　ナディーネはそう言うと布の袋の口を開ける。


    　なかには牡蠣がたくさん詰まっている。


    「頑張って働いてくれたお礼だって」


    「なぜ働いている！」


    　ルディは思わず声をあげる。


    「牡か蠣き小屋の店員さんが辞めちゃって人手が足りないんだって言ってたから……。採とれたての牡蠣が食べ放題で、他の魚介類も網焼きし放題だし、とってもいい店なんだよ。できれば週五で入ってほしいって……」


    「なんで店に愛着湧わいてるんだよ！　この働き者！　週五の権ごん化げ！　ナチュラルボーン接客業！　お嫁さんにしたいタイプ、ナンバーワン！」


    　ルディは自分でもなにを怒っているのか不思議な気分になるが、とにかくナディーネにあきれているのだ。


    「そ、そんな、ナンバーワンって言うほどじゃ」


    　ナディーネはなぜか顔を真っ赤にして照れている。


    「なんで照れてるんだ！　悪口、悪口！　ディスってんの」


    　しかし、ナディーネはいまだ照れっぱなし。ルディの話を聞いていない。


    　──まさか働いて帰ってくるとは……。


    　しかもバイト代をお金ではなく、現物支給で貰もらってくるとは。人がいいにもほどがある。そもそも上う手まいことやって船を手に入れてやろうと思ってこの村に来たんだぞ。しかも船を手に入れて、売れているフリをしようとしているんだぞ。


    　我々はやましい集団であるということを忘れてもらっては困るのだ。


    　しかし勤労者を叱しつ責せきしっぱなしなのはいかにひねた性格のルディといえども心苦しい。


    「まあ、あれだ、お疲れ」


    　ねぎらいの言葉で強引にしめる。


    　こうして、漁村の探索初日は残念ながら、成果なしで終わってしまったのだった。
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    　漁村での三日目。


    　ルディたちはついに入手した船で海へと漕こぎ出していた。


    　手に入れた船は牡か蠣き養殖用の小船。残念ながら海風を帆に受けて颯さつ爽そうと進むというわけにはいかない。


    　交代で艪ろを漕ぎ地道に進む。


    　向かう先は港から程近い小島。通称乙女おとめ島である。


    　現在は無人で訪れる者はいないらしいが、かつてはドラゴンの住すみ処かであったらしく、それにまつわる古いほこらがあるらしい。


    　ルディたちはそのほこらで新発見や財宝を見つけることができるとは思っていない。


    　とりあえずそれっぽいところに行って、船で冒険しているっぽい画像を撮りまくって、それをブログにでもアップして、アピールする。その結果、実力がありそうだと勘違いされてクエストの依頼がくればいい。そんな目的である。


    「もっと、さわやかな笑顔できないの？」


    　ブログ用の画像を撮影していたアーニャがルディに注文をつける。


    　艪を漕ぐルディはたしかに不機嫌であった。


    　別に艪を漕ぐことが嫌いやなわけではない。


    　昨日のことを思いだしていたのだ。


    　漁村での二日目、ルディは牡蠣小屋の裏で牡蠣の殻からを剥むいていた。


    　両りよう脇わきにはクリストフとヴォルフ。女子たちは牡蠣小屋内で接客業務をしている。


    　ルディが急に働き者になったわけではない。


    　牡蠣小屋を経営する店主が、店を手伝えば牡蠣養殖用の船を使用していないときに限って、レンタルさせてくれると言ってくれたのだ。


    　支給された小型のナイフを牡蠣の殻の間に入れ、軽くひねり、殻を開ける。ナイフで牡蠣の身を殻から外し、バケツへと入れる。朝からこの作業を延々と繰り返している。


    「あんちゃん、上う手まいね。どうだい、うちでもうちょっと働いてみないか」


    　店主がルディのナイフ捌さばきを絶賛する。


    　ナイフの扱いは勇者としての基本的な技能のひとつ。ルディにとっては牡蠣の殻を剥くなど造作もないのだが……。


    　努めて不機嫌そうな表情を作るルディ。


    　牡蠣の殻剥きが辛つらいわけではない。


    　ルディはちょっと充実感を覚えてしまったのだ。


    　専門学校を出て以降、シェアメイト以外とはほとんどかかわりを持つことがなかった。


    　そして売れない勇者としての怠たい惰だな日々。


    　もちろん褒ほめられることなどまったくなかった。


    　仕事っていいものだ。ルディはそう思ってしまったのだ。


    　ルディは怖いのだ。自分が普通の人間であることを認めることが……。若いゆえの過あやまちで自分は才能あると思っちゃっただけの普通の人だと認めることが。


    　このまま就職してしまいたいと思う気持ちがあることが……。


    　ひねくれているものの、普通の人間とは違う特別な男。そんな自己イメージが壊れてしまう。ルディはそれを恐れたのだ。本当は普通の人間と思われたくないから、無理してひねくれてるだけなのかもしれない。そんな気すらしてくる。


    　このまま気に入られて、牡か蠣き小屋の支店を任せてもらって、そこにちょっとタチの悪い客が来て、それを軽くひとひねりして、バイトの女子店員にびっくりされて。


    「実は、俺、昔は勇者やってたんだよね」


    　とか言って、バイトの店員に告白されたりして……。


    　ちょっとバイトの女の子に手を出したりして、バイトって入ったり辞めたりの回転速いから、そこそこ、とっかえひっかえできて……。


    「おい、あんちゃん、手が止まってるぞ」


    　店長の声で慌てて作業に戻るルディ。


    　丸一日、ルディは牡蠣の殻からを剥むきながら、自分の弱い心と戦い続け、結果、船のレンタルに成功したのだが……。


    　──違う！　これは勇者の船の手に入れ方じゃない！


    　ルディは心の中で絶叫する。ここはもう少し冒険的ななにかがあるところだろう。海賊とはいかないまでも、なにかバトルが……。少なくともバイトではないはずだ！


    　そんなやるせない想いがますますルディを不機嫌にするのだった。
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    　数時間の航海の後、ルディたちの乗る小船は小島に到達する。


    　さっそくテントの設置に取りかかる。


    　海が満ちることを想定して、水辺から十分に距離を取り、男子用と、女子用、ふたつのテントを立てる。


    　全員が勇者、テントの設置は基礎中の基礎、あっという間に設置が完了する。


    「わぁああああい、海なのさぁ」


    　テント設置直後、待ちきれないとばかりにネネが渚なぎさに向かって駆けていく。


    　この島はかつて、うら若き少女がドラゴンに恋をし、かなわぬ恋に悲観してこの島の崖がけから身を投げ、それ以来、乙女おとめ島と呼ばれるようになったらしいが、そんな悲劇的な伝説を感じさせないほど、島はのどかで、浜辺は白く美しかった。


    　燦さん燦さんと降り注ぐ太陽。渚に打ち寄せる清らかな白波。気候が穏おだやかなためか、餌えさが大量にあるのか、やたらとデカくて毒々しい紫色の蟹かに。


    「この感じ懐なつかしいのさぁ！　うおおおおおぅ、思い出すのさ、うおおおおおっ！」


    　ネネは奇声をあげながら犬のように渚を駆け回っている。


    　ネネの故郷は南国の海辺の村。島の風景が懐かしさを感じさせるのだろうが、懐かしがり方が少々大げさだ。


    「懐かしい。懐かしいよぉ。思い出すなぁ。こっちに出てくる前はいっつも海に行ってたのさぁ。毎日、泳いだのさぁ。……楽しかったなぁ。溺おぼれたなぁ」


    「溺れたのかよ！」


    　ルディの言葉に当然であるといわんばかりに大きくうなずく。


    「うちの田舎いなかの海は波が半はん端ぱないのさぁ。こっちの人だったら、一瞬で沖までさらわれちゃうんだよぉ。沖に流されたらクラーケンの餌え食じきなのさぁ」


    「そんな海を懐かしがるな！」


    「ほっといてほしいのさぁ！　海の匂におい、海の味、懐かしいのさぁ」


    　ネネは海水に手を浸ひたし、ペロリと舐なめる。海水の味が懐かしいのは、溺れて海水を飲んだからなのだろう。


    「遊びで来たんじゃないんだから。はじめるよ」


    　アーニャは海水を手ですくっては舐めているネネの腕を引っ張る。


    　そう、今回の冒険は船を入手して中級レベルの勇者に見せる旅。


    　となると船を所有していることをブログでＰＲしなければいけない。


    「本当にやるの？」


    　ナディーネは不安げな表情を浮かべている。


    「当然。抜け感のある風景、水着。……アクセスアップ」


    　ギラリと輝くアーニャの目。


    　普段は怠たい惰だの極みであるアーニャだが、こういったことには非常に積極的になるのだ。


    　おそらく将来的により楽ができそうなことだけは頑張るということなのだろう。


    「男子たちも、ぼやっとしてないで」


    　水着の画像に男子は不要。


    　アーニャが男子に命じたのは、島の風景の撮影である。


    　海辺ではなく島の中央部を探索して、木々や岩、あれば古びた人工物なんかを撮影して回るのである。要するに素材用の画像撮影である。


    　女子は海辺で波と戯たわむれ、男子は森の中を這はいずり回る。本来なら抗議の声があがってもおかしくないのだが、ルディをはじめとしてひとりも文句を言うものはいない。


    　大人しく指示に従い、浜辺を離れる三人。


    　浜辺から島の奥へと入るとその先は島の中央部を頂点とした丘陵地帯となっている。


    　苔こけむした岩と大きな葉を持つ広葉樹林。数歩足を踏み入れれば砂浜からルディたちの姿は消えてしまっていることだろう。


    　自分たちの姿が遮さえぎられたであろう数歩で申し合わせたようにぴたりと歩を止める三人。


    「まあ、覗のぞくよね」


    　クリストフはさも当然のように宣言する。


    　深々とうなずくルディとヴォルフ。


    　そんなことはいまさら確認する必要もない。


    　ルディは勇者である。シェアメイトの着替えを覗のぞくことに罪悪感を覚えないわけではない。


    　というか勇者じゃなくとも人間としてダメである。もう全然ダメだ。


    　そんなルディの気持ちの揺らぎを察したのか、ヴォルフが優しく語りかける。


    「ルディ。僕が勇者になった理由を話していい？　僕は子供のころ、勇者モノのアニメが大好きだったんだよね」


    「ああ、俺もだ」


    　異世界アニメーターの転生によってもたらされたアニメーション技術。異世界アニメーターが一枚５Ｇゴールドで描き出すアニメーションは瞬またたく間にこの世界の子供たちを虜とりこにした。


    　その中でも勇者モノは人気のジャンル。幼いころのルディも夢中になって観みたものだ。


    「結局いまでも観てるんだけど、勇者モノのアニメの一話か二話あたりでは主人公が部屋に入ると基本的にヒロインは着替え中だよね」


    「深夜にやってるのはそうだな」


    「でもあんなに着替え中って不自然だと思わない？」


    「まあ、そうだな」


    「だから僕は思うんだよね。あのヒロインたちは『キャー』とか言ってるけど、本当は着替えの途中の姿でずっと待機して、主人公の登場を待っていたのではないかなって。女子って覗かれたいって気持ちがどこかにあるんじゃないのかってさ」


    「そうとるか……」


    「ヴォルフくんの言うとおりだと思うよ。僕は確信を持って言える。着替えって覗いてもＯＫなんだよ」


    　クリストフは力強くそう断言する。


    「やっぱりそうだよね。そんな気がしてたんだよ」


    「よく、自分の力でこの結論を導き出したね。すばらしいことだと思うよ」


    　がっしりと握手するクリストフとヴォルフ。


    　どう考えても強引な結論。いかようにもその矛む盾じゆんを指摘することはできるが、ルディはそんなことはしない。


    　なぜならルディはヴォルフの言葉に心を動かされてしまったのだ。


    　なんというご都合主義、なんという拡大解釈。


    　ルディは思う。


    　──いまの俺に必要なのはこの図々しいまでの自己肯定力なんじゃないのか。


    　売れない日々に悩んだり、牡か蠣き小屋への就職に心が揺らいだりと、なにかと弱りがちなルディの気持ち。


    　かすかではあるが、蘇よみがえる瑞みず々みずしい初期衝動。ここのところルディの心には厚い雲がたれこめていた。その雲に隙すき間まができ、陽ひの光が差し込んだ。覗のぞきという名の光が。


    「さて、問題はどうやって覗くかだね」


    　クリストフは顎あごに手をやり、思案顔を作る。実に真剣味溢あふれる表情だ。


    　女子たちは当然ながらテントの中で着替える。着替え姿を見るためにはテントをどうにかしなければいけない。


    　近づいてテントの隙間から覗けば確実に気配を察知されてしまう。かといって遠くからテントの中を見る方法もない。


    「こんなときアニメの主人公はどうするんだい？」


    　クリストフがヴォルフに話を振る。


    「アニメで着替えシーンに遭遇するときは、だいたい部屋を間違えるパターンか、緊急事態で部屋に入るしかないパターンだね」


    「なるほど。いまはテントを間違えるのはありえないから、緊急事態ってことになるね」


    「そうなるね。なにかテントに飛び込んでいける緊急事態が……」


    　ヴォルフは鋭い眼まな差ざしで周囲を見渡す。


    　まだ女子たちは着替えをはじめていない。


    　テントの外でどんな撮影をするか話し合っている。


    　着替えをするベストのタイミングで緊急事態を起こさなければいけない。そんなことがはたして可能なのか。


    「正直、難易度高いな」


    　ルディの何気ないひと言にヴォルフの眼鏡がギラリと光る。


    「あきらめちゃダメだよ。勇者は最後まで絶対にあきらめない。僕たちはヒーローになるんだ。子供のころに憧あこがれたアニメの主人公のように」


    　熱い言葉をぶつけるヴォルフ。ヒーローのラッキースケベシーンを模も倣ほうしようとしている男とは思えないほど真剣な眼差しだ。


    　しかし熱い思いだけでは不足だ。具体的なアイディアが必要なのだ。


    　三人はこれまでになく真剣に考えこむ。この真剣さをもって日々過ごしていれば少しはマシな状況になっていたのではないか？　そんな思いがルディの頭をよぎるが、いまはそんなことを考えている場合ではない。


    　ルディはなにかヒントはないかと木陰からテントをじっくりと観察する。青い海、白い砂浜、そして気持ちの悪い紫色のデカい蟹かに……。


    「デカい蟹だ！」


    　ルディの脳のう裏りに突如浮かぶアイディア。思わず叫んでしまう。


    「どうしたんだい、ルディくん？　たしかにそれなりに大きいけれども、倒して自慢できるほどじゃあないよ」


    　クリストフは不思議そうに言う。


    「そうじゃない。これはたんなる蟹じゃない。こいつは獰どう猛もうかつ有毒の蟹、グレート・デス・ポイズン・パープル・キャンサー・鬼ＭＡＸだ」


    「へえ、そんな名前だったのか？　ルディくん、蟹マニア？」


    「いや、いまそう名づけた。つまり、この島に生息する恐ろしい毒蟹、グレート・デス・ポイズン・パープル・キャンサー・鬼ＭＡＸの群れがちょうど着替えているタイミングでテントに接近する。激しい戦いの中でもつれてテントに突入する。これは緊急事態と言えないだろうか」


    「すばらしいよ。ルディくん」


    　クリストフとヴォルフから自然と拍手が沸わき起こる。


    「このとっさの機転。粘ねばり強い思考。ルディ、さすがだよ。やっぱり君こそが覗のぞき界のヒーローだ」


    　ヴォルフはそう言うとルディに握手を求めるが、ルディはそれを拒否する。


    「やめろ。さすがにその称号は冠かんされたくない」


    「恥ずかしがることじゃないだろ」


    「十分に恥ずかしいことだ」


    　称号は却下したものの計画はさっそく実行に移さなければならない。


    　ルディたちは先ほど名づけたばかりのグレート・デス・ポイズン・パープル・キャンサー・鬼ＭＡＸ（ただの大きい蟹）の捕獲を開始する。


    　なにせもういつ着替えに入ってもおかしくない。ルディたちに時間の猶ゆう予よはないのだ。


    　グレート・デス・ポイズン・パープル・キャンサー・鬼ＭＡＸは実に大人しい蟹だった。


    　ルディたちが近づいても、のんびりとした動きで蟹歩きをしている。ハンティングと言うほどのこともなく普通に両手で甲羅をつかんで抱え上げる。


    　ひとりに一匹。あとは着替えのタイミングで蟹ともみ合うフリをしながらテントに突っ込むだけだ。


    　小こ脇わきに蟹を抱えて、そのときを待つ三人。


    　女子たちは浜辺を歩きながら、どんな風に撮影するかシミュレーションを続けている。


    　ネネがいろんなポーズをとっては、アーニャの指示を仰いでいる。


    　その様子を、固かた唾ずを飲んで見守る男子メンバーと蟹かに。


    　ついに構想がまとまったのか、女子たちがテントへと戻りはじめた。


    「よし……いよいよだ」


    　ルディは拳こぶしを握りしめる。全員がテントに入って数分後が勝負だ。全裸になっているタイミングは短い。ベストタイミングで蟹ともみ合わなければならない。ルディは脳内で綿密にイメージトレーニングという名の妄もう想そうを繰り返す。


    「ルディ……あれ」


    　ヴォルフの声でルディは妄想から我に返る。


    　ヴォルフの眼鏡はテントではなくそのはるか上に向けられている。ヴォルフの眼鏡が捉とらえたものは……。


    　──ドラゴンだ。


    　空を舞うドラゴン。旋回をしながら、ゆっくりと下降している。


    「すごいね。初めて見たよ」


    　ヴォルフの声が上うわずっている。もちろんルディもドラゴンを見るのは初めての経験。


    　ドラゴンはモンスターの中でも特に希少価値が高く、その爪つめや鱗うろこだけでも高値で取り引きされる。


    　当然ながら、ドラゴンと戦い、倒したものは一流の勇者として認められる。また知性を持つ上級のドラゴンはコミュニケーションが可能で冒険者にさまざまな知見を与えてくれるとも言われている。


    　いずれにせよ、一般の勇者では滅めつ多たに遭遇することもない、非常にレアな存在なのである。


    　ヴォルフが上ずった声で「すごい」と口にしたのも無理はない。


    「うん。すごい……けど、邪魔なんだよね」


    　クリストフはドラゴンを睨にらみつけながら呟つぶやく。


    　その言葉に大きくうなずくルディ。


    　三人の気持ちは一致していた。そう、非常にレアな存在ではあるが、いまはドラゴンが邪魔なのである。


    　女子たちはまだテントに入ったばかり。


    　このタイミングでドラゴンがテントの前に着陸したら、着替える前に気がついてしまう。


    「どけ、ドラゴン！　あっち行ってろ」


    　ヴォルフの声はドラゴンには届かない。


    　どんどんドラゴンは高度を下げ、着陸態勢に入る。


    「馬ば鹿か、羽ばたくな！」


    　ルディも思わず声をあげる。


    　ドラゴンが着陸のスピードを緩ゆるめるために羽ばたきはじめたのだ。


    　羽ばたきが巻き起こす風でテントがたなびく。


    「石投げろっ！」


    　ルディは近くにあった小石を拾うと、ドラゴンに向かって投げつける。


    　それに続く、ヴォルフとクリストフ。


    　しかし距離が遠すぎる。石はドラゴンにまで届かず、ドラゴンのはるか下を通過し、むなしく砂浜に落ちる。ドラゴンは石など意に介さず、ゆっくりと高度を下げていく。


    「くそっ、もう限界か。早すぎるが仕方ない。いくぞっ」


    　ルディは身を隠していた岩陰を飛び出す。


    　女子がテントに入ってからまだ間がない。十分に着替えの時間はなかったが、これ以上は羽音でテントの中からでもドラゴンの存在に気がついてしまう。


    　テントに向かって全力で駆け出すルディ、その後ろに続くクリストフとヴォルフ。


    　頭上には高度を下げ続けるドラゴンの姿。


    　テントはドラゴンが巻き起こす風圧で吹き飛ばされんばかりだ。


    　こんな状況で水着に着替える人間はいない。


    「くらえっ！」


    　ルディは走りながら、グレート・デス・ポイズン・パープル・キャンサー・鬼ＭＡＸと名づけた蟹かにを投げつける。
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    　意味などない。純粋な怒りの発露である。自分たちの計画を邪魔された怒りを蟹かにに込めたのだ。蟹はドラゴンの腹部に当たり、ぽとりと砂浜に落ちる。


    　それを拾い、また投げつける。クリストフ、ヴォルフも同様に蟹をぶつけている。もはや自分たちがなにをしているのか、誰も理解していないだろう。計画が頓とん挫ざした悔しさと間の悪いドラゴンへの怒りだけがルディたちを動かしているのだ。


    　騒ぎに気づいたネネがテントから顔だけを出す。


    「なんだこれぇ！　大変なのさぁ。ルディたちがドラゴンにでっかい蟹投げてるよぉ！」


    　目の前で繰り広げられる光景に目を丸くするネネ。


    「気にしないで！　いいから、着替えて！　なんでもないから」


    　ヴォルフはまだあきらめていなかった！　


    　誰がどう考えてもなんでもないことはない。むしろ気になるなにかしかない状況だ。


    　騒ぎに気づいて、アーニャとナディーネもテントから出てきてしまう。


    「……なに、これ？　悪夢？」


    　理解を超える光景にさすがのアーニャも呆ぼう然ぜんとしている。


    「そう、これは幻まぼろしだよ。いいから着替えて」


    　なおもあきらめないヴォルフ。


    　しかしこの期ごにおよんで着替える女子などいないのであった。
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    　かつてはドラゴンの生息地だったといわれている乙女おとめ島。


    　その島でルディたちは幸運なことにドラゴンとの遭遇を果たしていた。


    　ルディたちのやましい気持ちが頂点に達していたために、大変取り乱した形での遭遇となってしまったのだが……。


    　ルディたちの前に現れたドラゴンはすでにかなりの老齢に達しているようだった。人の十人や二十人ならゆうに乗せて飛ぶことができそうな巨体。身体からだを覆おおう鱗うろこには、うっすらと苔こけがむしている。


    　人間の体、数人分の太さはあろうかという首をもたげ、ルディたちのことを覗のぞき込んでいる。


    　深いグリーンの瞳ひとみは神秘的な輝きを放ち、見つめられただけで、身体に緊張が走る。


    　怒りで我を忘れていたとはいえ、よく蟹を投げつけられたものだ。


    　ルディは自分で自分が信じられない気持ちになる。


    「こんにちはドラゴンさん。元気ぃ？」


    　最初にコミュニケーションに挑戦したのはもっとも物もの怖おじしない性格のネネだった。


    　つかつかとドラゴンに歩み寄るとぽんぽんと巨大な前足を叩たたく。


    



    　──いつ以来の　　　ことだろうか　　


    　　　　　　　　　　人間と　　　　　　　　　　　　　　　　接触するのは。


    　　　五十年、いや　　　　百年は　　　　　すぎたろうか　　懐なつかしき　　　ことよ──。


    



    　ルディの脳のう裏りに響く、重々しい声。


    　ドラゴンは声を発してはいない。まるで自分の思考に割り込んでくるように、直接ドラゴンの意識が流れ込んでくる。


    「おおっ、すごいのさぁ！」


    　ネネの頭の中にもドラゴンのメッセージが届いたようで、驚きの声をあげている。


    　他のみんなにも声というか思考が届いたようで、目を丸くしながらお互いがお互いの顔を見合わせている。


    「ねえ、ねえ、どっか痛いとこない？　棘とげとか刺さってたら抜いてあげようか？」


    　ネネは本当に物もの怖おじしない。友達と話すかのようにドラゴンに馴なれ馴れしく話しかける。


    



    　──人間よ　　　　地を這はう者よ。


    　　我は　　お前たちの声ではなく　　　　意識を読んでいる。　


    　　　刺さってる棘でも抜いたら　　　　　　　　　　　　


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　背中に乗っけてくれないかな　　　　


    　　　　　　　　　　　　　　　　そんな下心　　　丸出しでこられても　


    　　困るのだ──。


    



    　脳内に響き渡るドラゴンの意思。ネネの下心が完全にバレてしまっている。


    　しかしネネはまったく悪びれる様子はない。


    「いいじゃん。棘抜かせてよぉ。人の親切は受け取るものなのさぁ」


    　ぺしぺしとドラゴンの前足を叩たたき、ますます親しげに接する。もしドラゴンの機嫌を損ねて、尻しつ尾ぽを振るわれたらひとたまりもないだろうに。命知らずというか馬ば鹿かというべきか……。


    



    　──人間よ　　　　　素直さを履き違えた　　　　　　　　　浅ましき者よ


    　　　あいにく　　　棘は刺さっていない　　　　　　　　　　　仮に刺さっていたとしても


    そんな気持ちで抜かれたら　　　　感謝はできない　　　　それから　　　　我は


    　蟹かにを投げつけられて　　　　機嫌が　　　良くない──。


    



    　巨大な首をもたげ、ドラゴンが最後まで蟹を投げ続けていたヴォルフを睨にらみつける。


    　ヴォルフの顔の前に迫る、鋭利な牙きば。ひと噛かみされたら、背中のひのきのぼうごと身体からだを引き裂かれてしまうだろう。


    「ひいっ、あれは、ち、違うんですよ。嫌いやだなぁ。歓迎のセレモニーですよ。最近の人間ってこうなんです」


    



    　──人間よ　　　　　性欲に捕らわれし　　　　男どもよ　　　


    　　　　　　　　我に　　言葉での　　　　言い訳は　　　　　無用　　　　　


    　蟹かにを投げし時の　　貴様らの意識　　　　　　すべて　　　　　　　　　　伝わっておる


    　　女たちに　　　バラしたろか──　　　


    



    「ドラゴンさーん。それは止やめてくださいよー。ちょっとドラゴンさーん。ドラゴンジョークきっついっすよー」


    　狼ろう狽ばいするヴォルフ。必死になってドラゴンの機嫌を取ろうとしているが、そもそもドラゴンの機嫌の取り方がまったくわからない。その先輩に接する風の態度でいいのか？


    　まさかドラゴンに覗のぞきの計画をバラされかけることになるとは……。ルディにとっても意外。意外すぎる展開である。


    「そういえば、ドラゴンさんモテるんですよね。この島の伝説聞きましたよ。乙女おとめがどうのこうのって……いいなあ」


    　ヴォルフは露骨に話題をそらす。うら若き乙女がドラゴンに恋をし、かなわぬ恋に悲観してこの島の崖がけから身を投げたことがこの島の異名、乙女島の由来。古いほこらもその乙女の魂たましいを鎮しずめるためのものだという。


    　ドラゴンはグルルと小さく唸うなり声をあげる。首をもたげ、遠い目をしているようにルディには見える。


    



    　──我々と比べ　　　　人間の命は短く　　　はかない


    



    　脳内に響く、ドラゴンの声もどこか寂し気に聞こえる。


    



    　──命が短いが故ゆえ　　　命の炎は激しく燃える。　


    　　　　　　　　　　　　　そして命が短いが故　　　話が間違って伝わる


    　我に恋をした人間　　うら若く　　　なかった


    　　　　　　　　　　小太りの　　　　　　　　おばさん


    　身を投げた場所も　　　崖ではなかった　　　　ちょっとした台だった


    　　飛び下りては上り　また飛び下り　上った　踏み台昇降　　　　ダイエット


    　スリムになり　　　　人生をまっとうした　　　人間の情報伝達のいい加減なことよ──。


    



    　伝説は内容がまったく異なって伝わっていた！


    　ドラゴンの声が寂し気に聞こえたのも気のせいだったようだ。もともと異なる種族、感情の推測は難しいのだ。


    「なんにしろ、モテたんだからよかったのさぁ。自慢話聞いたげたんだから、乗せてよぉ。空飛んでみたいのさぁ」


    　相変わらずネネは猛烈に馴なれ馴れしい。


    　その態度に露骨に面倒そうに頭かぶりを振る。ドラゴンの感情は推測しにくいとはいえ、これには確信が持てる。明らかにウザがっている。


    



    　──百年ぶりの　　　　　人間との接触　　　もう少し　　有用な　　　　知見を


    　もたらしてくれるものと　　　　期待して　　　いたのだが……　　　


    　　　　　　　　　おい　娘　　　勝手に　　　写真を　　　撮るのではない──。


    



    　アーニャが勝手にドラゴンをフレームに入れてスマートフォンで自撮りを敢行している！


    



    　──貴様の　　セコき　　意識が　　　流れ込んで　　　　　くる


    　　　　ブログ　　アクセスアップ　　　人気　　　　　　爆上げ　　　


    　　　バナー広告　　　　　アフィリエイト　　　　　　　　　　　情報商材


    　人間よ　　　　怠なまけ者よ　　額ひたいに汗して　　　働くべきでは　　　　ないのか──。


    



    「えー……。ドラゴンには勇者業界のことはわかんないから」


    　アーニャは恐ろしいことに口答えをしている！


    



    　──そのような人間の　　　さまつな　　　問題に　　　　興味はないが


    　貴様らは若い　　　　若き者は　　功を　　逸はやる　　　実力なき者が　　　


    　　　我が姿で　　世間の耳じ目もくを集めようとも　　　無駄なこと


    　それから　　　　　　　　　　肖像権──。


    



    　脳内にこれまでになく強く響き渡る〝肖〟〝像〟〝権〟の三音節。頭ず蓋がいのなかで反響するかのように、何度もこだまする。


    　その意識の流れが強すぎ、意味がないとわかっていながらも思わず身体からだをかがめ、耳を塞ふさぐルディたち。


    　直接的に攻撃されなくとも、これだけでも十分に身体からだをすくませることができる。ドラゴンの肖像権をおびやかすことがいかに危険かを思い知る。


    　しかしまったく懲こりていない者がひとり。


    「だったら、どうやったら売れるか教えてほしいのさぁ。ドラゴンさんはどうやったら私たちが売れると思う？　長生きしてるんだから、なんかアドバイスしてよぉ」


    　ネネである。もはや完全に友達扱いである。


    



    　──我に　　　　　　　　それを訊きくか　　　　まあ　　　よかろう


    　未熟な　　勇者よ　　　まずは　　　　プロフィールと


    　　　　　　　　　　　企画書を　　　作り


    　　プロダクションに　　　　　送るがよい　　　自分たちの　　　　　　売りを


    　　しっかりと　　　まとめるのだ──。


    



    　意外と普通のアドバイスが返ってきた！　ドラゴンなのに……。


    「えーっ、企画書？　どうやって書いたらいいのぉ？　私そういうの、わかんないのさぁ」


    　ネネは企画書の書き方をドラゴンに尋ねた！


    　誰に聞いてるんだよ！　あまりの図太さにルディは感心してしまう。


    



    　──若き勇者よ　　　貴様の　　素直さは　　　　　度を過ぎている


    　　仕方あるまい　　　これを　　　　　　　授さずけよう


    　　　企画書のフォーマットだ──。


    



    　そう言うと、ドラゴンはネネに向かって顔を近づける。


    　どうやらネネにだけ、なにかしらの知識を授けているようだが……。


    「いたーいっ！　痛いよぉ。なんか難しいのが、頭のなかに入ってくるよぉ！　難しいよぉ。頭が割れちゃうよぉ」


    　頭を抱えてネネがその場にうずくまってしまった。


    　よほど頭が痛いのか、脚あしをバタバタさせて、浜辺をゴロゴロと転げ回っている。


    



    　──若き勇者よ　　　　アホの子よ　　


    　どうやら　　身の丈たけを　超えた　　　　　　　　知識を　　　授けてしまったようだ


    　企画書フォーマットは　　貴様には　　　　　　荷が重かったか──。


    



    　ネネはドラゴンの知識を受け止めきれない！


    　脳に直接情報を伝えることができるドラゴンの特性を生かして知識を授けてくれたようだが、残念ながらネネの理解力が及ばなかったのだ。


    　ドラゴンには表情はないが、小首をひねって、あきれているようにも見える。


    　こんなはずではなかったのに、とでも言いたげだ。


    



    　──眼鏡の勇者よ　　　眼鏡ならば　　　受け取れよう　　　　


    　　　　　　　代わりに　　受け取るがいい　　　企画書フォーマットだ──。


    



    　ドラゴンはヴォルフに顔を向ける。ドラゴンと視線が合うと、ヴォルフの表情が一変する。


    　眼鏡の奥のヴォルフの黒目が激しく動く。


    「おおっ、これは……なるほど……」


    　ヴォルフは頭痛を起こすことなく、企画書フォーマットを受け入れた。


    「どうなんだ？　ヴォルフ」


    　ルディの問いに、ヴォルフは自信に満ちた笑みを返す。


    「いますぐに部屋に帰って企画書を書きたい気分だよ」


    　どうやらばっちりと知識を授さずけられたらしい。


    「いいなあ、ヴォルフくんだけ。ドラゴンさん。僕にもなにかひとつお願いしますよ」


    　クリストフがすかさずドラゴンにおねだりする。


    



    　──汚けがらわしき勇者よ　　　貴様が　　　欲しているような　知識は　　持ち合わせていない　我と　話すときは　　　性的なことを　　　　考えるのを　　　やめてもらおうか


    　　　　　エロき　　　妄もう想そうが　　　　流れ込んで　　　　　　　気分が　　　　悪い──。


    



    「ちょっと、変なことを言わないでよ。誤解されちゃうじゃないか」


    　クリストフの弁解に対して、返答はない。


    　人間とのコミュニケーションに満足したのか、ドラゴンは翼つばさを広げ、ばさりと羽ばたく。


    　吹き飛ばされそうなほどの風圧を残し、ドラゴンが宙に舞い上がる。


    



    　──おもしろき　　　ひとときであった　　　　　　　


    　　　　　勇者と珍しき者よ　　　　　　　また会おう


    　それから女たちよ　　　　　注意を怠おこたるな　　　　彼の近くにある限り


    　　　　　　　　大いなる　　　セクハラが　　　　　　　待ち受けているだろう──。


    



    　嫌いやな予言を残しその姿はみるみるうちに小さくなる。一度大きく旋回すると、ドラゴンは島の反対側へと消えていってしまった。


    「あーあ、行っちゃったか。ヴォルフだけ知識を授さずけられて、うらやましいなあ。ねえ、ナディーネちゃん」


    「さわらないでください」


    　隣のナディーネが後ずさりして、クリストフから距離を取る。


    「やだなあ。誤解だよ。ドラゴンミステイクだよ」


    　クリストフが一歩近寄ると、それに応じて一歩下がるナディーネ。怯おびえるような目。


    　──間違いない。これはガチだ。ガチで怖がっている。


    「ちょっと、ちょっと、たしかに僕はスキンシップを重んじるタイプだけど、程度はわきまえてるつもりだよ。ねえ、ネネちゃん」


    「その目……私をさらう気なのさぁ」


    「おいおい。シェアハウスしてるのにどこにさらうんだよ」


    「近づいたら、殺すのさぁ！」


    　ナディーネに比べれば、スキンシップにかなり寛かん容ようなネネまで後ずさりして、クリストフから距離を取る。


    　こうしてドラゴンとの遭遇はネネには頭痛を。ヴォルフには企画書のフォーマットを。そしてクリストフには生理的嫌悪を与えたのだった。
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    　なにも得られなかったルディであったが、一歩間違えればクリストフ状態になっていたと思うと、むしろ安あん堵どの気持ちが湧わき上がってくるのであった。
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    　夕方、ルディたちはグレート・デス・ポイズン・パープル・キャンサー・鬼ＭＡＸを茹ゆでていた。


    　夕陽が海を赤く染める。同じくらい赤々と燃える焚たき火。


    　その焚き火の上に簡易のかまどを作り、鍋なべを設置し、グレート・デス・ポイズン・パープル・キャンサー・鬼ＭＡＸを切り分けて放り込む。


    　どうして男子たちは蟹かにを抱えていたのか？　そしてその蟹を投げたのか？


    　その問いが女子たちから投げかけられるのに、それほど時間を必要としなかった。


    　というか、ドラゴンが姿を消してすぐにその点をつっこまれた。


    「ドラゴンとの遭遇にテンションがあがっちゃって。驚きのあまり軽いパニックになっちゃってさ。人って本当にびっくりしたときは蟹を投げちゃうもんだよ」


    「そもそもなんで蟹を持ってるの？」


    　ナディーネは猜さい疑ぎ心たっぷりの目をルディに向ける。


    「……それは、ナディーネに蟹料理を食べてもらいたくって。昨日、聞いたんだよ。牡か蠣き小屋のおじさんに。ここの蟹は本当に美お味いしいって。いつも作ってもらってばっかりだから、こんなときくらいは作ってあげたいなって。なあ」


    　ルディはクリストフとヴォルフに同意を求める。


    　機械仕掛けの人形のようにかくかくうなずくふたり。


    　ナディーネはまだ疑っているようだが、三人の結束力でつけ入る隙すきを与えない。


    「さあ、料理をしよう。日ごろの感謝を込めて！」


    　ルディはそう宣言すると、焚き火を準備し、かまどを作る。いつになくテキパキと働く、ルディ、ヴォルフ、クリストフ。


    　──食えるのか……？　すげー紫だけど。


    　完成したかまどの前でルディたち男性陣は目配せし合っていた。


    　口からでまかせで美う味まいと言い張ってしまった、グレート・デス・ポイズン・パープル・キャンサー・鬼ＭＡＸ。毒々しい紫色の甲こう羅ら。口からは粘着質な泡を吹いている。


    「ルディ……。僕、食べたくないよ」


    　ヴォルフが小声で囁ささやく。


    　もちろんルディも食べたくはない。一切、知識のない生物を口にするなど危険きわまりない。専門学校でも、冒険中どんなに空腹になっても知らないモンスターを食べてはいけないと教わっている。


    　しかし、すでに今日のメインディッシュは蟹かにであると決定してしまった。すでに女子たちは副菜のサラダを作るために山菜を採とりに出かけている。


    　いまさら蟹はなしとなると夕食はサラダのみとなってしまう。


    「一回、茹でるだけ茹でてみよう」


    　ルディは鍋なべに海水を汲くみ、そこにぶつ切りにしたグレート・デス・ポイズン・パープル・キャンサー・鬼ＭＡＸを投入する。


    「なんかお湯が紫色になってるよ」


    　ヴォルフの怯おびえた声。たしかにお湯がゆっくりと紫に染まっていく。しかもなんだか粘ねばり気が出てきた。グロい。完全に食べ物の領域を超えている。


    「転ばぬ先の杖つえだ。薬草を入れておこう」


    　ルディはお湯に薬草を投入する。食べてダメージを受けても少し回復するはずだ。


    　ぐらぐらと煮えたぎる紫色の粘液。


    「ちょっと臭くさみがあるね。どうにかしないと」


    　クリストフは次々と手持ちのハーブを投入する。ぐらぐら煮える蟹と様々な植物。


    　なんだかわからないが、毒の沼地のような見た目だ。


    「ルディ、正直に言って謝ろうよ。なにも死ぬことはないよ」


    　ヴォルフは鍋の中に展開される悪夢のような光景に弱音を吐く。


    　しかしルディの考えは違った。


    　モンスターを調理するときは見た目と味に大きなギャップが発生することもある。猛毒に見えて無毒なことも、逆に無毒に見えて猛毒なことも多々ある。だからこそ勇者は動植物に対して広範囲な知識が必要なのだ。このグロい蟹のスープが食べられないと判断するのは早計である。たしかにグロい。グロいのはたしかだが、まだあきらめたくはない。


    　ルディはこの口から出まかせの発言者である。「結局食べられなかった。この蟹じゃなかったっぽい」的な展開にするためには、誰かがせめてひと口は食べないといけない。


    　──俺以外の誰かが。


    　そんな想いを胸に秘め、ことさら朗ほがらかな笑顔を浮かべるルディ。


    「とりあえずヴォルフがひと口食べてみたらどうだろう」


    「なんで僕が！　いまものすごく勝手なこと考えてたでしょ！」


    　やはり激しく抵抗されてしまった。


    「ならクリストフが」


    「ルディくん。言い出した君が自分で食べたらどうなんだ？」


    　怪あやしい蟹のスープを囲んで揉もめに揉める三人。


    　実に不毛な議論の末、結局くじ引きによって決めることになる。


    　その結果選ばれたのはクリストフ。


    「よしっ」


    　ルディはここ最近ないほど自然にガッツポーズが出る。そそくさとお椀わんにスープを注そそぎ、クリストフに手渡す。


    「うーん。勇気がいるなあ」


    　クリストフはひと口すする。


    「どうだ？」


    「あれ……意外と……最初はちょっとぴりっとするけど、悪くないね」


    　クリストフはさらにひと口、もうひと口とスプーンでスープを口に運ぶ。


    　どうやら美お味いしいみたいだ。やはりモンスター料理は見た目で判断してはいけない。グロいけど、イケるパターンか。


    　ついにクリストフはお椀わんによそった分をすべて平たいらげてしまった。


    「これは本当に美う味まいね。ルディくんも食べてみなよ」


    「クリストフ、それは俺じゃない。木だ」


    　クリストフは砂浜に落ちていた流木に向かって話しかけていた。


    「なんだ、木か。本当にルディくんは木に似ているねえ」


    「似てないわ！　面おも影かげすらないわ」


    　しかしルディのつっこみにクリストフからの反応は少ない。


    　ぼんやりと恍こう惚こつの表情を浮かべている。なんとも幸せそうなとろんとした目。これは……毒消し草を吸っていたときのクリストフの状態に酷こく似じしている。


    「おい、大丈夫か？」


    「うーん？　なにが？　なんの問題もないよ。なんだか懐なつかしい味だね。昔を思い出すよ。こうやって木に話しかけたころのことを」


    「それは前回の湖みずうみ行ったときのことだろ！　わりと最近じゃねーか！　懐かしい味っていうのはそういうピンポイントなことじゃないから」


    「うーん、これは……。毒消し草とはまた違ったテイストだね。毒消し草はダウナーだけど、こいつはアッパー寄りのダウナーって感じ？　すーっと横にずれていく感覚？　深みのある味わいだね」


    「それは味じゃない。症状だ」　


    「うーん、そうなの？　ああ、あれに似てるね、体力が減っていないのに、ありったけの薬草を連続して使い続けてる感じ？　あー、もう全開なのにーっ！　って感じの、アガる感じ？」


    「これならわかるでしょ？　的に言われても困る。そんなことしないから」


    「あれ？　そうなの？　ルディくんはイケる口だと思ってたけどな。ルディくんも、たまには息抜きした方がいいよ。危機感もいいけどさ。息抜きも大事よ。たまには毒消し草かじりながら毒沼に入ったりさ。息抜きできてないから、木みたいな顔になっちゃうんじゃない？」


    「だから俺は木似じゃねーよ。母親、父親ともに木に似てない」


    　残念ながらクリストフは完全にキマってしまっているようだ。


    　よろよろとした足取りで鍋なべに近づき。さらにおかわりしようとするクリストフ。


    　ヴォルフがそれを羽は交がい絞じめにして、なんとか止める。


    「もうあきらめようルディ。素直に話してさ」


    　羽は交がい絞じめをしたまま、ヴォルフがあきらめの言葉を発する。


    「おーい。男子どもぉ、美お味いしそうなの採とれたのさぁ」


    　振り返るとネネの姿が。野草でいっぱいの籠かごを抱えて嬉うれしそうに手を振っている。アーニャとナディーネの姿もある。


    　……もう帰ってきてしまったか。


    「ごめん。ネネ、じつはこの蟹かには食べるためじゃなくて……」


    　ヴォルフが事実を告白しようとする。


    　ルディは慌あわててヴォルフの背後に回り込み、口をふさぐ。


    　クリストフを羽交い絞めするヴォルフ、その口をふさいでいるルディ。


    「なにやってるのぉ？　仲いいねえ」


    　ネネはこのヘンテコな状況を仲よくじゃれ合っていると判断したようだ。


    　──鈍感で助かる。


    　続いてネネの興味は鍋へと移る。


    　小首を傾かしげながら、しげしげと鍋を覗のぞき込んでいる。


    　こうなったら仕方ない。古典的ではあるがあれを繰り出すしかない。


    「おっとつまずいたっ！」


    　ルディはワザとよろけると鍋を蹴け飛ばし、中身をすべてぶちまける。


    　勇者専門学校でも序盤に習う、勇者のごまかし術の初歩の初歩、けつまずいてちゃぶ台返しである。


    「ちょっとー、なにやってるのさぁ」


    　ネネが猛烈な勢いでルディに突っかかる。


    　お腹なかを空すかせていたのだろう。目の前で夕食が消え去ったことにかんかんだ。


    「違うんだ。石があって、それに足が」


    「石なんてないさぁ！　あーあ、こんなに美味しそうな色のスープなのに！」


    　──美味しそう!?


    　ネネの食べ物に関する感覚には疑念しか湧わかないが、いまはそのことについて触れている場合ではない。


    「どうしたのルディ？　なんだか今日はずっと変だよ」


    　ナディーネは心配そうにルディの顔を見つめている。


    「本当だよ。悪い薬でもやってるんじゃないの？」


    　なぜかナディーネに同意するクリストフ。


    　──それはお前だ！　悪い蟹かにのスープでキマっているくせに……。


    　しかしルディはなにも言い返すことができない。ただただクリストフを睨にらみつけるしかないのであった。
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    　夜、ルディはテントを抜け出る。


    　初夏とはいえ、夜は少し冷える。ルディは使い古した愛用のマントを羽は織おる。就寝時には掛け布団ぶとんにもなる勇者必携のグッズのひとつである。


    　ルディは神経質なタイプの勇者。テントの中にはクリストフとヴォルフ。狭いスペースに三人すし詰め。どうにも気になって眠れないのだ。


    　見上げると満天の星。夜空に砂糖菓子をまき散らしたかのような星空である。


    　すでに時間は午前一時を回っている。ルディも勇者の端くれ、星の位置でだいたいの時刻はわかるのだ。


    　これは寝不足になりそうだ。ルディはあくびを噛かみ殺しながら波打ち際を目的もなくぶらぶら歩く。


    　ルディは砂浜の先にぽつりと灯ともる火の光を見つける。


    　近づいてみると、小さな焚たき火。膝ひざを抱えて座って、ぼんやりと焚き火の炎を見つめるナディーネ。


    　揺れる炎に照らされるナディーネの横顔。どこか寂し気に見える。


    「どうした？」


    　ルディはなんとなく気にかかって、声をかける。


    「うん……。なんだか眠れなくて」


    「そっか」


    　ルディも生返事をしながら、ナディーネの隣に座る。


    　海辺で焚き火を囲んでふたりきり。


    　いかにも青春っぽいシーン。さすがに気恥ずかしい。


    　それをごまかすように、近くにあった小枝をつかむと焚き火に放り込む。


    「ネネのいびきでもうるさいのか？」


    「そんなことないけど。……なんだか眠れなくて」


    「なんかあったか」


    「別に……」


    　ナディーネの態度は口ぶりとは裏腹。なにか言いにくいことがあるようだ。


    　無言で先ほどより少し勢いを増した炎を見つめるふたり。


    　ナディーネは自分を勇気づけるかのように、小枝を焚たき火にくべると話しはじめる。


    「あのね、私ね……。ちょっと自信がなくなってるの。これから先も勇者やっていけるのかなって」


    　ルディにとって意外な言葉であった。


    　ナディーネはシェアメイトのなかでももっとも勇者への思い入れが強い。


    　現実の厳しさを考えれば、コーポ勇者の住人全員が勇者として食っていけるとは思えない。いずれはひとり辞め、ふたり辞めと減っていくだろう。しかし、最後まであきらめないのはナディーネだと、ルディは思っていたのだ。


    「私、才能ないよね……。ルディは剣が使えるけど、私は……料理くらいしか得意なことないし。前も勇者なのにみんなに助けられちゃったし……」


    　ナディーネはもどかしさをぶつけるように小枝を焚き火に投げ込む。


    　実に焚き火の前で語り合うにぴったりの話題である。


    　むしろ焚き火があるから、ナディーネもそんな気分になっているのかもしれない。


    　ルディは雑誌かなにかで読んだことがある。


    　女の悩み相談は、本当は悩み相談ではなく、自分が話をしたいだけ。なにかしら結論を出してほしいわけではなく、ただ聞いてほしいだけなのだと。


    　そしてうんうんと聞いてあげると、あとでとってもいい感じになるということを。


    　幸いにして、テントからここまで十分な距離がある。


    　誰かが起きたとしてもここに気がつく可能性は低い……。


    　こんなときはどうするべきなんだ……。


    



    　　たたかう


    　　にげる


    　　適当にうんうんうなずいておく


    　　優しい言葉をかける


    　▽キスで唇くちびるをふさぐ


    



    　ルディは自分の脳のう裏りに浮かんだ選択肢を掻かき消すように、小枝を焚き火に投げ込む。


    　いかん。想像が飛躍しすぎた。


    　まずはうんうんうなずくことだ。


    　ルディがろくでもない妄もう想そうを頭の中から振り払っているうちにナディーネの悩み告白は先へと進んでしまっている。


    　うなずきながら、聞き逃のがしていた部分を整理すると、シェアメイトの中で自分がもっとも勇者に向いていないのではないか。兄の遺志を継ぐために志した勇者であるが、このまま続けても、才能のなさから逆に兄の名を汚けがすことになるのではないか。そんな内容のようだ。


    　そう言ったことを、ぽつぽつと小枝をくべながら話し終えるナディーネ。


    　思いのたけをぶつけたのち、じっとルディを見つめている。


    　……どうやら返答を待っているようだ。


    　──ガチの相談じゃねーか！


    　うんうん、と話を聞いていればＯＫの類たぐいではなかった。


    　多少やましい気持ちと、雑誌の情報に心を乱されたものの、ルディもナディーネの悩みを解決したいとの気持ちがないわけではない。


    「上う手まく言えないけどさ……才能ってさ、そんな簡単にあるとかないとか言えるもんじゃないんじゃないかな。とことんやってみて、初めて自分に才能があるかどうかわかるっていうかさ……。それに俺はナディーネに才能がないと思わないよ。ナディーネのまっすぐな気持ちって勇者に一番大事なものだと思うんだ。素直で正義感があって、純粋でさ……俺、その……ナディーネのそういうところ……す」


    「私、ルディが思ってるほど、いい子じゃないっ」


    　ナディーネは感情を爆発させるようにそう言うと両手で顔を覆おおってしまった。


    　もしかして泣いているのか？


    「……おいおい」


    　ルディはかなり勇気を出して、自分の恥ずかしさを乗り越えての発言のつもりだった。


    　ちょっとクサいのは重々承知。それでもいま、この焚たき火チックなムードならば、と思っての一大決心だったのに。ルディは駆け出しの勇者、まだまだ女心はわからないのだ。


    「私は……私は……、本当は……そんなんじゃないの。みんなの前では……」


    　泣き顔を見せたくないのかずっと顔を覆ったままだが、声は明らかに涙声。


    　かける言葉が見つからないルディは、そっとナディーネの肩を抱く。


    　ナディーネもそれを受け入れ、ルディの胸にそっと身体からだを寄せる。


    　さて、ここからどうするべきか……。　


    



    　たたかう


    　にげる


    　優しい言葉をかける


    　キスで唇くちびるをふさぐ


    ▽そこかしこ揉もむ


    



    　また一瞬誤あやまった選択肢が脳のう裏りをよぎってしまったが、もちろんルディはそんな無茶苦茶な選択はしない。本当にただ頭のなかに選択肢が浮かんでしまっただけなのだ。


    「まあ、あれだ……。人間、いろいろあるよ」


    　いかにも冴さえない台詞せりふであるが、ルディにとってはこれが精一杯。


    　その代わりにさらに強くナディーネを引き寄せる。


    　間近に迫るナディーネの顔。


    　普段は透き通るように白い肌が赤みを帯びている。


    　涙で潤うるんだ瞳ひとみが炎に照らされてなまめかしく輝く。


    　顔をもうちょっと傾ければ届きそうなほど近くにある艶つややかな唇くちびる。こういうときは……。


    



    　たたかう


    ▽にげる


    　優しい言葉をかける


    　キスで唇をふさぐ


    　そこかしこ揉もむ


    　青あお姦かん
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    　いや違う！　逃げてどうする！


    　もちろんルディは逃げようとは思っていないし、増えた余計な選択肢もやるつもりなどない。緊張でちょっと混乱しているのかもしれない。


    　ルディは一度小さく深呼吸して気持ちを整える。


    　──そう、キスだ。


    　距離はほんのちょっとであるが、その距離を縮ちぢめるためには莫大な勇気を必要とする。しかしルディは勇者である。いかなるときも勇敢であらねばならない。


    　すでに雰囲気的には最高潮といえる状況。


    　──大丈夫。いけるはずだ。


    　ルディは自分を奮ふるい立たせる。


    　ルディは自分の顔の火ほ照てりを感じる。おそらくルディの頬ほおもナディーネと同じように赤くなっているのだろう。


    　──全身が熱い。まさか自分がこんなに照れるとは……。


    　ルディが最後の勇気を振り絞ろうとしたときだった。


    「ルディ、燃えてるよ！」


    　ナディーネがルディの腕の中から飛び出して叫ぶ。


    　ルディ愛用のマントが燃えている。


    　最初と火の勢いがまったく違う。


    　ルディとナディーネ、それぞれが照れと間をつぶすために焚たき火に小枝をくべすぎたのだ。


    「うおおっ、くそっ」


    　ルディは慌あわててマントを脱ぎ捨てると、親の仇かたきのように踏みつけ、消火する。


    　残念ながら端はしの部分が完全に焦こげて欠けてしまった。


    　そしてそれよりも悲しいことにムードが台無しである。


    　これは焦げたマント以上に修復不能である。いかなる回復魔法でも戻ることはない。


    「めそめそしてても、どうにもなんないぞ。寝ろ、寝ろ！」


    　ルディはやけくそ気味に焚き火に砂をぶっかけ、火を消すと、テントへと戻ったのだった。
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    　船を持っている感、海で冒険している感を出すための旅。


    　ドラゴンとの遭遇もあり、その目的は十分に果たせたように思える。


    　あとはアーニャが海で撮影しまくった画像を掲載したブログを作るだけだ。


    　ルディ自身はまったくパソコンに関する知識はない。あとは完成を待つしかない。


    　海から戻ってきて三日、その間、アーニャはほとんど自室から姿を見せない。


    　きっと集中してブログ作りに励はげんでくれていることだろう。


    　そしてもうひとり、日々の大半をパソコンに向かっているメンバーがいる。


    　ヴォルフだ。この三日間、リビングで共用のノートＰＣを睨にらみつけてすごしていた。


    　しばらく考えこむと、猛烈な勢いでタイピングを開始し、また真剣な顔で悩み、またタイピングを再開する。


    　これまでは眼鏡のダメな側面だけを抽ちゆう出しゆつしたような男だったヴォルフ。


    　知的、理性的、機械に強い、そのような眼鏡のポジティブ面を一切感じさせず、変態っぽさ、暗そう、性格がねちっこそうなど、眼鏡のネガティブ面を一身に引き受けていた男、それがヴォルフであったのだが……。


    　まさに人が変わってしまったとの表現がぴったりだ。


    　いまや、眼鏡のポジティブ面しか感じさせない。


    　ノートＰＣの液晶を反射してヴォルフの眼鏡が青白く光る。赤い炎よりも、青白い炎はさらに温度が高い。その輝きはまさにヴォルフの情熱が青白き炎となって、眼鏡を発光させているかのようだ。


    　その熱量もすごいが持続力もまたポジティブ眼鏡そのものである。


    　猛烈な勢いでキーボードを叩たたき続ける。昼食もとらず、夕方を過ぎ、夜になっても休むことはない。ドラゴンより授さずかりし新たなる知識が、ヴォルフの眠っていた情熱を爆発させているのだ。


    　──これがドラゴンにより授けられし企画力か……。


    　ルディのイメージではドラゴンが力を授けるときは、もう少し物理的な力を授けられるものだと思っていたが……。まあ事務処理能力だとしてもドラゴンの授けし力には違いない。


    　もはやこれまでのヴォルフではない。新たに生まれ変わったヴォルフ。


    　いわば、ドラゴンズ・フォース・ヴォルフだ。


    「よし……できた」


    　深夜になってついにヴォルフの手が止まる。


    　満足げな笑みを浮かべるヴォルフ。三日間ぶっ通しの作業を共にした眼鏡からも明らかに疲労の色が浮かんでいるが、それに勝る充実を感じる。


    　ドラゴンズ・フォース・ヴォルフの力を確かめるべく、ルディはそっと肩越しにモニターを覗のぞき込む。


    　企画書の一ページ目にあたる部分のようで大きなフォントでタイトルが表示されている。


    



    　～エリたんシェアハウスに挑戦～


    



    　「どんどん企画が浮かんできちゃってさ。何本も書いちゃったよ」


    　ヴォルフは自慢げにほかの企画書も見せてくれるが……。


    



    　～エリたんと眼鏡の勇者が眼鏡屋さんで一日デート～


    　～エリたんのファン交流イベント。眼鏡の勇者とご対面～


    　～エリたんＶＳ眼鏡～


    　～エリたんがファンと一緒に食べ歩き～


    　～エリたんと眼鏡勇者が相撲すもう対決～


    　～叩たたいて、かぶって、眼鏡をかけて、じゃんけんぽん～


    　～箱の中身は眼鏡かな？～


    



    「おい、ヴォルフ、なんだ、これは？」


    「エリたんの新企画だよ。コーポ勇者にエリたんが来て、売れない勇者と共同生活するの。どう？　こっちはエリたんがファン代表である僕のお勧めのお店を食べ歩く企画。どう？　いけそうな気がしない？」


    　残念ながら生まれ変わったヴォルフ、ドラゴンズ・フォース・ヴォルフは、ドラゴンに授さずけられし企画力を私利私欲のために使用していた。


    「お前がエリたんに会いたいだけじゃねーか！」


    「それのなにが悪い！」


    「なに開き直ってるんだよ！　私利私欲のために全身全霊を捧ささげやがって！」


    「これをエリたんがレギュラーをやってる番組全部に、送りつける。ダメで元々、やらないで後悔するより、やるだけやってみるべきだ」


    「私利私欲にポジティブになってんじゃねーよ！」


    　ヴォルフはそもそもネネの代理でドラゴンより企画力を授けられた。当然ながらみんなを代表してその能力を受け取ったはずだ。まさかいきなり個人的な目的のために使うとは……。


    　明らかにドラゴンズ人選ミスである。やはり人を眼鏡だけで判断してはいけないのだ。


    　──せっかく前途が開けたと思ったのに……。


    　ルディはがっくりと肩を落とす。


    　ヴォルフのこの無反省ぶり、というか、むしろ誇らしげな様子を見るに、改心する見込みはない。そもそもヴォルフの勇者としてのモチベーションは、アイドル勇者とお近づきになりたいという一点だけなのだから、改心しようがない。万が一改心に成功したら、ヴォルフは勇者を辞めるだろう。


    　ヴォルフの眼鏡を粉々に破壊したい衝動にかられながら、ルディはリビングを離れる。


    　ドラゴンに授さずけられた企画力が無駄になったいま、こうなったらアーニャの開設するブログにかけるしかない。


    　ドラゴンに遭遇したのは偶然であり、ヴォルフに企画力が授けられたのは、いわば副産物。海感、船を持ってる感が満載のブログの開設こそが、今回の旅の目的だったのだ。


    　──もう三日が経過している。そろそろなにかしらできているはず。


    　ルディは進展具合を聞くべく、アーニャの部屋へと向かう。


    



    　アーニャの部屋は螺ら旋せん階段を上った二階の一番手前にある。


    　ドアの鍵かぎはかかっていない。鍵どころかドアがうっすらと拳こぶし一個分ほど開いている。


    　なぜもうちょっとなのにちゃんと閉めないのか……。部屋の前に立つだけで中の住人がだらしない性格であることがわかる仕様だ。


    「おーい、アーニャ入るぞ」


    「……どうぞ」


    　まったく歓迎の意思のない返事。


    　ルディはひと呼吸おいてから、部屋へと入る。


    　部屋の中は案の定、散らかっていた。脱ぎ散らかした服が本当にランダムに配置したのかと思うほどバラバラに放置されている。


    　アーニャはベッドの上で横になっていた。面倒そうにルディの方向に顔だけ向ける。その姿は無防備そのもの、キャミソール一枚。一応隠れてはいるものの、パンツが見えてしまうぎりぎりの丈たけだ。


    「なぜ、この状態で、どうぞ、なんだ」


    「なにが？」


    　本当に隠すべき部分がギリギリ隠れた状態のアーニャ。面倒そうに身体からだを起こす。


    「だから、どうぞの前になにか羽は織おるとかさ」


    　逆にしなをつくって、胸元を強調すると、グラビアのようなポーズをとる。


    　ルディは思わず視線をそらしてしまう。覗のぞくことには非常に積極的なルディではあるが、ここまで堂々とされると、むしろ恥ずかしくなってしまうのだ。


    　アーニャはおそらくそのあたりもわかったうえでルディをからかっているのだろう。


    「なんか用？」


    「いや、だから、ブログどこまでできたかなって」


    　一瞬、マズいといった風の表情を浮かべたアーニャ。


    「……あんまり」


    　目をそらすとぼそりと言う。


    「あんまりってどのくらい？　俺あんまりブログとかよくわかんないんだけど」


    「……ふぅ」


    　アーニャは説明するのも面倒なのか、小さくため息をつくと、言葉を続ける。


    「ブログってアカウント作って、デザイン作って、記事を書いて、画像を載っけて……、それからリンク貼はったり、ＳＥＯ対策して……、ＳＮＳと連動させて……ふぅ」


    「それでどこまで？」


    「……アカウントを作ろうかなって気持ちに……もうすぐなるとこ」


    「なにもやってねーじゃん！　いまの説明のどこにも引っかかってねーじゃねーか！」


    「だって、せっかく撮った画像、消えてるし……なにかやったんだよね。ドラゴンのやつ……」


    　どうやらドラゴンはなんらかの能力を使ってアーニャのスマホの画像を消去したらしい。ドラゴンは肖像権を守らない人間には容よう赦しやをしないのだ。


    「そこは画像なしでもさ、なんとかなんないのか？」


    「画像なしじゃね。モチベーションが……」


    　アーニャはちょっとだけあげていた首も横たえ、完全に大の字になってしまう。　どうやら、もうやる気がなくなってしまったようだ。
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    　コーポ勇者の住人はどいつもこいつもどうしようもないが、なかでもアーニャは酷ひどさが頭ひとつ抜けている。


    「あのさあ、なんでそんなに怠なまけ者になっちゃったんだ？　まだ若いのに」


    　ルディはため息をつきながら言う。


    　ルディにとってはいつも通りの何気ない軽口のつもりだったのだが……。


    　アーニャの目がマジになっている。さっきまで横たえていた身体からだを起こすと、ベッドの上で胡坐あぐらをかく。


    「忙しくすることで、失うものもあるんだよ」


    　長いブロンドの髪をかき上げると、ぽつりと言う。


    　珍しくアーニャの口調に真剣味を感じる。


    　その雰囲気にルディも眉まゆ根ねを寄せて、真ま面じ目めな顔を作る。


    「なにかあったのか？」


    　ルディはいつもより少し優しい口調で尋ねる。


    　本気で話すのが恥ずかしいのか、アーニャは微妙にルディの目から視線を外しながら語りはじめる。


    「……うちの家族はね。忙しさでバラバラになったんだよ。……私の父親は会社経営者で、仕事に追われてて、家族のことはほとんど顧かえりみなかったんだよね。母はその反動なのか、教育熱心で私と私の兄弟に塾と習い事と…………ふぅ」


    　アーニャはそこまで話すと、ベッドに倒れ込んでしまった。


    「おい、自分語りくらい面倒臭くさがるなよ！」


    「……飽きた」


    「なんで自分の話に自分が飽きるんだよ。気持ち悪いから最後まで話せ！」


    「怒りつつも、話は聞くんだ。……いいヤツじゃん」


    「そういう分析はいい」


    「えーと。とにかくうちの家族はみんななにかに追われるような暮らしでさ。裕福だったけど、ちっとも幸せじゃなかった。……で、限界が来たわけ。……両親は離婚。私は父に引き取られたんだけど、家にいづらくて、で……ここに来たってわけ。まあ反動ってこと」


    「……そうか。うん、いろいろあったんだな」


    　ルディはアーニャの肩でも叩たたいて励はげましてやりたいが、キャミソール一枚で寝そべる女子の身体にはさすがに触れない。


    　寂しさと自じ嘲ちようが入り混じったように小さく笑うアーニャ。


    「家族の思い出なんてなんにもなかったよ。家族写真もたった一枚だけ」


    　アーニャはよろよろと立ち上がると机に向かい、引き出しを開ける。ごちゃごちゃとした引き出しの中を引っかき回す。


    「どっかいっちゃった」


    　アーニャはあきらめてベッドに戻った。


    「いいのか？　唯一の家族写真なんだろ？」


    「……別に。写真映り悪かったし」


    「そういう問題じゃないだろ。大事にしろよ」


    　アーニャのだらしなさはルディの想像をはるかに超えるレベルだった。


    「写真はなくしちゃったけど、大事にしてるのもあるから」


    　アーニャはそう言うと、耳の脇わきあたりで髪を留めていたヘアピンを外す。アーニャがいつもしているルディにとってもお馴な染じみのヘアピンだ。


    「これ母からもらったヘアピン……」


    「そっか、いつも肌身離さず使ってるもんな」


    「うん…………あれ？　これ違うかも。道具屋で１００Ｇゴールドで買ったやつか……」


    「おい！　お母さんのはどうしちゃったんだよ！」


    「……そのうち出てくるよ」


    　アーニャはそう言うと再びベッドの上に戻り、女の子座りをする。


    　その姿からは大切な物を失くしてしまった焦りのようなものを一切感じない。


    　──こいつ、昔の反動でいまはだらしない性格になったようなことを言っていたが、元々こういう人間なんじゃないのか？


    　ルディにはそうとしか思えない。しっくりきすぎているのである。


    「俺が言うのもなんだけどさ、もう少しちゃんとしようぜ」


    「たまたまだし。……私は大事なポイントはちゃんと押さえるタイプだから……」


    　突然、アーニャの言葉が止まる。


    　無言で自分のふとももをじっと見つめるアーニャ。


    「どうした？」


    「……パンツ穿はくの忘れてた」


    「一番、大事なポイント押さえてねえじゃねーか！」


    　と言いつつも、ルディの視線はアーニャの下半身へと向かわざるを得ない。


    　キャミソールの裾すそがぎりぎり肝心の部分を隠している。


    「たまたまだよ」


    　アーニャでもさすがにまずいと思ったのか、白いむっちりとしたふとももを女の子座りのまましっかりと閉め、キャミソールの裾をぎゅっと引っ張る。


    「まったくどうしようもないな」


    　ルディはあきれながらも、この類たぐいのミスはもっと起こしてもらって構わないと思ったのであった。
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    　それから数日後。


    　コーポ勇者は大混乱となっていた。


    　ナディーネの指揮の下、急きゆう遽きよ大おお掃そう除じが行われているのだ。


    「この木の盾たて、誰の？　いらないなら捨てちゃうよー。これいつの薬草？　賞味期限、過ぎてるからもう捨てちゃうからね」


    　エプロンに三さん角かく巾きん姿のナディーネ。お母さんモード全開である。


    　リビングに雑然と散らかっていた所有者不明のアイテムたちが、どんどんごみ袋へと放り込まれていく。


    「この木の実はなに？　捨てるね」


    「ナディちゃん。それは私のなのさぁ。たぶん賢かしこくなるやつさぁ」


    「でもこれ、シンクの下の棚に半年くらい置きっぱなしだよ」


    「じゃあ、いま食べちゃうのさぁ」


    「やめときなよ。ちょっと芽が出ちゃってるし。こんなのいま食べたら、逆に馬ば鹿かになっちゃうよ。捨てるね」


    　謎なぞの木の実もごみ袋へと投入されてしまう。


    「こっちにも木の盾。これは誰の？　それから、えーと……これも木の盾。なんで冷蔵庫に木の盾入ってるの！」


    　誰？　と言いながらも、ナディーネの視線はネネに向けられている。


    　そして、それは図星だったようで、恥ずかしそうに頭を掻かく、ネネ。


    「木の盾ってほしいときに限って出てこないのさぁ。だから何回も買っちゃうよねぇ」


    「……あるある風に言われても。木の盾はそんな耳かきみたいな感じじゃないよ」


    　そんなやり取りを聞きながら、ルディは黙々と床の拭ふき掃除中。


    　普段ならなにか理由をつけて逃げ出すところだが、今回はそうもいかない。


    　なぜならば、ヴォルフの企画、～エリたんシェアハウスに挑戦～、が採用されたのだ！


    　エリたんがコーポ勇者でシェアハウス体験を行い、その模様が深夜番組で放送されるらしいのだ。


    　おそるべし、ドラゴンより授さずけられし企画フォーマット！


    　おそるべし、ヴォルフの執しゆう念ねん。


    　というわけで、コーポ勇者にテレビのカメラが入ることになったのだ。


    　企画意図からすると、雑然としている方がリアルな感じがしていいのかもしれないが、それにも限度がある。


    　今後のルディたちの運命を左右するビッグイベント。テレビを通して自分たちの姿を初披露するのだから、やはりそれなりに爽さわやかなイメージを持ってもらいたい。


    　よって、あまりにも汚い部屋をさらすわけにはいかないのである。


    



    　リビング、キッチン、風ふ呂ろなど共用スペースの掃そう除じを終えると各人自分の部屋の掃除へと取りかかる。ルディもまた自分の部屋に戻り、掃除をする予定なのだが……。


    　ルディの手はまったく動いていない。腕組みをしたまま、厳しい表情。視線はベッドの下へと定められて動かない。


    　ルディには掃除の前に取り組まなければならない問題があったのだ。


    　その問題はルディの視線の先、洋服ダンスの一番下の段に眠っている。


    　そう、ルディ秘蔵のエッチな漫画である。


    　ルディも勇者である前にひとりの若い男子である。当然ながらエッチな漫画の一冊や二冊、二百二十五冊や二百二十六冊は所有している。


    　エリたんがホームステイすることになったら、シェアメイトであるルディのお部屋拝見的な流れもあるかもしれない。そのときにエッチな漫画を発見されてしまう。これも十分に想定できるシチュエーションである。とくに勇者は他人のタンスを調べることに躊ちゆう躇ちよがないものなのだ。


    　ならば、あらかじめエッチな漫画を廃はい棄きするべきなのか？


    　ルディは思う。


    　──それは素しろ人うとの考え方だ。


    　逆に若者の部屋にそういったものがあるのは当然のこと。それをアイドル勇者に発見されてしまうのは美お味いしい展開なのである。捨ててしまってはその美味しい展開を失うことになる。なによりお気に入りのコレクションだ。


    　──それを捨ててしまうなんてとんでもない！


    　ルディは秘蔵コレクションをベッドの下から取り出し、仕分けをはじめる。


    　エロ度、マニアック度、変態度、カバーイラストのまだ許してもらえそうな感じ、ありとあらゆる角度から考慮しながら、見せる用のエロ漫画と本当に見せてはいけないエロ漫画に分けていく。


    　大切なのは発見されるエロ漫画をルディの側でコントロールすることなのだ。適度な量、適度なジャンルで発見されなければいけない。


    　ルディは自みずからのコレクションからもっともライトでポップな絵柄のエロ漫画五冊を選抜し、タンスの一番下の段へと戻す。そして残りのある意味本体を、段ボールで梱こん包ぽうしたうえで、ベッドの下、奥深くへとつめ込む。


    　こちらのいかにも見つかりやすい部隊が見つかることによって、エッチな本探しのイベントは終了するだろう。そうすればベッドの奥の本体は探されることなく、ルディの名誉も守られるのだ。


    　名づけて〝スプリット・エロティック・コミック〟。


    　勇者のエロ本関係の必殺技である。


    　しかも、ルディはそれだけで終わるつもりはない。


    　選抜した五冊、エロ度でライトなものから選んでいるのはもちろんのこと、そこからさらに盛り上がる展開すら想定している。その要となる一冊が、この〝イけないアイドル〟だ。


    「僕もちょっとアイドル好きなんですよね。どことなくエリたんさんに似てませんか？」


    　ルディがこう言えば、エリたんは顔を真っ赤にして恥ずかしがるだろう。


    　テレビを見ているエリたんファンにとっては見たいシーンとなることだろう。


    　自みずからがあえて愚おろかな行いをすることにより、逆説的に好感度をアップさせる。リスクのある大技、これぞ勇者のセクハラ方面の必殺技。〝コミュニケーション・フロム・ダークネス〟である。


    　──勝ったな。


    　コミュニケーション・フロム・ダークネスが炸さく裂れつし、ルディの好感度がうなぎ上り、エリたんのファンが大量にルディのもとへと流れ込む。ルディの脳内ではすでに起こったことのようにはっきりとイメージできる。


    　本来、勇者とは世界の秘密を解き明かす冒険者。テレビでの人気やファンの数など関係ないはず。しかし現状に文句を言ってもなにも変わらない。ならば人気も勝ち取るしかないのだ。


    　そのためにはこのビッグチャンスですべての技を出し尽くすしかない。スプリット・エロティック・コミックからのコミュニケーション・フロム・ダークネス、さらにマジカル・フライング・リアクションからのマジカル・フライング・リアクション・零ゼロ式しき。


    　もはや名前先行でルディ本人もどんな技なのかわからないが、とにかくすごくキレのあるリアクションだ。キレがありつつ、それでいてチャーミング。動きは大きいのに、あざとさを感じさせないそんなイメージ。


    　ルディは巧たくみなリアクションを行う自分を夢想し、ひとりほくそ笑むのであった。
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    　撮影当日。


    　エリたんの到着は午後からであるが、ルディは珍しく朝早く目覚めた。


    　正直なところ、興奮と緊張で眠れなかったのだ。ビッグチャンスである。


    　ルディは朝から念入りに勇者ヘアをセットする。ワックスで毛先を遊ばせて、立たせる。勇者らしさを強調したヘアスタイル。


    　番組スタッフからは普段通りにしてほしいと指示があったが、さすがにいつもの無造作ヘアでテレビに出るわけにはいかない。


    　いまできる精一杯のセルフプロデュースである。


    　髪のセットを終え、リビングに出ると、すでにクリストフの姿があった。


    「やあ、おはよう」


    　クリストフは朝食を終え、食後の紅茶を飲んでいるが……。タキシード姿である。わざわざ蝶ちようネクタイ、胸元には真っ赤なポケットチーフまで。パーティーにでも出かけるつもりか。


    　こいつ……セルフプロデュースが過ぎるぞ！


    「おい、クリストフ、普段通りって言われたろ」


    「なにが？　僕は普段からこうじゃないか？」


    　クリストフは平然と答える。


    「鬼のようにドレッシーじゃねーか！　このアパートでその格好は違和感が半はん端ぱないぞ」


    「そうかな？　普段通りのつもりなんだけど」


    　クリストフは頑がんとして譲ゆずろうとしない。


    　本当にこの格好でやるつもりなのか……。まあ、普段からそれなりに派手なファッションではあるけれど……。


    「いやあ、いよいよこの日が来たね」


    　次にリビングに現れたのはヴォルフだった。


    　なぜか法はつ被ぴ姿。背中にはでかでかと〝エリたんラブ〟の文字。法被の中もエリたんＴシャツ。両手にエリたん団扇うちわ。ファングッズをフル装備である。


    「おい！　いい加減にしろよ。いつも通りって言われたろ！」


    「なにが？　ただの勝負服でしょ」


    「なんの勝負だ？　勇者の勝負服はそんなんじゃないぞ。いいから普段着に着替えろ！」


    「いいでしょ別に！　これがエリたんファンとしての普段着だよ。普段の普段着は偽にせの普段着なんだよ。これが本当の僕だ」


    「意味がわかんねーよ」


    　ヴォルフは胸を張って誇らしげに言うが、ルディにはまったくなにを言っているのか理解できない。とにかくヴォルフが本気の本気であることだけは理解できる。


    　とにかくマジだ……。なにがなんだかわからないが、あんまり深入りしちゃいけない人であることだけはたしかだ。


    「マジでふたりとも着替えてこいって。セルフプロデュースが空回りしてるって。あとで絶対恥をかくぞ！」


    　ルディはふたりを強引にリビングから追い払う。ルディの迫力に負けて、しぶしぶ退場するふたり。


    　変な目立ち方をされると、綿密に立てたルディのプランもぶち壊しになってしまう。


    　はっきり言って、迷惑なのだ。


    　ひとりになったリビングでルディはようやく人ひと心ごこ地ちつく。


    　お茶を飲みながらもう一度イメージトレーニングをしようとするが……。


    「みんな、おはようなのさぁ。今日はリラックスして自然な感じで頑張ろうねぇ」


    　次にリビングに現れたのはネネだった。


    　その言葉とは裏腹にネネの服装もまた不自然極まりないものだった。


    　純白のロングドレスである。


    「おい、結婚でもするつもりか？」


    「え？　なにがなのさぁ？」


    　白々しくとぼけるネネ。


    　クリストフとヴォルフも酷ひどかったが、まだ意い図とがわかった。ネネに関してはなんでこうなったのか意味がわからない。


    「なにがじゃないよ。なんだ、その格好は？」


    　ネネはドレス姿を褒ほめてもらえると思ってたのか、ルディの態度に口をとがらせて、ぶすっとしている。


    「かわいいでしょ！　せっかくのチャンスなんだから、ちょっとくらいオシャレしたいのさぁ。セルフプロデュースなのさぁ」


    「それはオシャレで着る服じゃない。お前の世界にはＴ・Ｐ・Ｏの概念は存在しないのか？　ちょっとは考えろよ」


    　ルディは憤ふん慨がいしながらも、ひとつの疑問が浮かぶ。


    　──このドレス、どうやって手に入れた？


    　ネネは仕送りを送ってもらっているものの、衝動買いの連発。ルディほどではないにしろ、まとまった貯金などあるはずがない。こんな高級そうなドレスを買えるはずがないのだ。


    「ネネ、これ、どこから持ってきたんだ？　追いはぎでもしたのか？」


    「武器屋のおじさんが優しい人で、10Ｇゴールドで売ってくれたのさぁ。いい買い物だったのさぁ」


    　ネネは誇らしげにくるりと一回転して見せる。


    　いくらなんでも安すぎる。それに本来は清純の象徴である純白のドレスをまとっているにもかかわらず、ネネから感じるどす黒いオーラ。


    「……ネネ、呪のろわれてないか？」


    「そ、そんなことないよぉ」


    　急に視線をそらすネネ。先ほどよりもさらに白々しい。


    「またやっちゃったか」


    　以前、ネネは格安の兜かぶとを購入して、呪われたことがある。どうせ今回も同じ店で買ったのだろう。


    「そんなことないさぁ。私がかわいいから、おまけしてくれたのさぁ」


    　ネネはぶんぶんとちぎれそうな勢いで首を振って否定しているが……。


    　よく見るとドレスのお腹なかのあたりに赤黒いシミのようなものがある。


    「それ血じゃねーか？」


    「違うよぉ。模様さぁ」


    　不思議なことに赤黒いシミは徐々に大きくなっている。最初は気づかないほどの小さな点でしかなかったのに、こうして話している間にはっきりと血けつ痕こんと認識できる大きさになった。


    「早く脱げ！　やばいって」


    「せっかく買ったのに。今日だけ。テレビに映ってから」


    「そんなこと言ってる場合か！　どうなっても知らないぞ」


    　ルディはネネの背後に回ると強引に背中のファスナーを下ろそうとする。


    「ルディのエッチ！」


    　身をくねらして拒否するネネ。


    「ふざけてる場合か！」


    　ルディだって恥ずかしいが、明らかな非常事態だ。


    　しかし力を込めてもファスナーはびくともしない。ルディは、ただのドレスであれば引き裂いてしまうほどの力を込めるが、それでもファスナーは固く固定されたまま。

  


  [image: ]


  
    　──やはりこれは呪のろいの力に間違いない。


    　ルディはさらに強い力をファスナーに込めようとするが、突如としてネネが身をひるがえす。


    　ファスナーを持っていたルディの手を振り払うと、驚くほど大きな跳躍を見せ、ルディを睨にらみつける。これまで一度も見たことのない表情。背せ筋すじが凍こおるような眼まな差ざしだ。


    「ゲゲゲゲ……許さない。私を……裏切った……男……結婚するって……約束したのに……ウエディングドレス……準備したのに……ゲゲゲゲ」


    　明らかにネネの声ではない。低く、かすれた声。


    　ルディにはなんのことだかわからないが、結婚寸前に裏切られた花嫁の怨おん念ねんのようなものに取り憑つかれているらしい。


    「おい、ネネ、落ち着け！」


    　しかしルディの声はネネの耳には届いていない。


    　ごみ箱を蹴け飛ばし、キッチンのテーブルに飛び乗ると、食器をルディに向かって投げつける。


    「ギギギ……男は……獣けだもの……みんな……私の身体からだ目当て……」


    「ネネ、なにを言ってるんだ。誰もお前の身体なんて目当てにしてないぞ」


    　ルディはゆっくりとネネに近づこうとするが、ちょっとでも近づくとあたりかまわず物を投げつけられてしまう。


    「ギギギ……どうせ男なんて……釣った魚に……エサはやらない」


    「なんのことかわからんが、ネネはそんな男性経験ないだろ！」


    「カルーアミルク……よこせ……カシスオレンジも……よこせ」


    「ここにはそんな甘めのお酒はおいてない」


    「ギギギ……結婚するって……言ったのに……ゼクシィ代……返せ……トロトロの……オムライス……喰くわせろ」


    　言動から察するにネネは、結婚をほのめかされて、つき合ったものの結局逃げられてしまった、お酒とオムライスが好きな女の怨念に取り憑かれているようだ。


    「まったく変なのに取り憑かれやがって……ネネ、教会行くぞ。おとなしくこっちに来い」


    　ルディがネネの方に一歩進むと、ネネは一歩下がる。


    　ルディを男の代表だと思っているのか、憎しみのこもった目で睨みつけている。


    「ギギギ……嫌いやだ。……教会行かない……女子会行く……」


    「呪われた状態でテレビ出るつもりか？　チャンスを無駄にするのか？　教会行くぞ」　


    「……ギギギ……嫌だ……エステ行く……料理教室行く……フィットネスクラブに行って…イケメンのインストラクターと出会う」


    　ネネに取り憑いているなにかは女子力アップに余念がない。


    　どうやら正攻法では説得できないようだ。


    　ならば、とルディは一計を案じる。


    　ネネが来る前に飲んでいたお茶のカップを手に取り、ネネに向かって見せる。


    「おい、カルーアミルクだ。よく探したらあったぞ」


    「……カ、カルーア……ミルク」


    　ネネのというか、ネネの身体からだを乗っ取っている、恋に破れた怨おん霊りようの態度が急変する。


    　警戒しながらも一歩、また一歩とルディに歩み寄る。


    「甘くて、美お味いしいぞ。あとロコモコもあるかもしれないぞ」


    　ロコモコとは異世界からもたらされた女ウケしそうな料理である。


    「ロコモコ……」


    　さらに一歩、フラフラと近づくネネ。もう少しでルディの間合いへと入る。


    「あとあれだ……猫もいるぞ。女は猫好きだろ。あとなんか芋いものスイーツもあるかもよ」


    「お前……女の……扱い……雑！」


    　ネネの歩みが止まってしまった。


    　ルディには女心はわからない。女の気を引くグッズもよく知らない。しかし、その分、剣術の修行で鍛きたえられた脚力がある。


    　──ならば脚力を使うのみ！


    　ルディは跳躍して一気に間合いを詰めると、ネネの身体の背後に回り込み、羽は交がい絞じめにする。ネネの抵抗は激しい。腕のなかで身体をよじり、脚をバタバタさせる。


    　普段からパワーには自信のあるネネ、しかも呪のろいで身体のリミッターと女子力のタガが外れてしまっている。


    「誰か、ロープ持ってきてくれ！」


    　ルディの声を聞きつけ、ナディーネがリビングに姿を現す。


    　ウエディングドレス姿のネネを羽交い絞めするルディ。


    　あまりにヘンテコな状態だからだろうか、ナディーネは呆ぼう然ぜんとしている。なおも暴れるネネをぼんやりと見つめて……、がっくりと膝ひざから崩れ落ちた。


    「……せっかく掃そう除じしたのに」


    「そこか！　そうじゃない。ネネがまた呪われたんだよ。ふん縛って、教会連れてくぞ」


    「……あんなに頑張って片づけたのに」


    「ヘコんでる場合か！　早くしてくれ。押さえてるのも大変なんだから」


    　しかしナディーネは強いショックを受けているようで、ぐちゃぐちゃになってしまったリビングを見つめながら、呆ほうけている。


    「ギギギ……もっと……女の子には……優しくしないと……女の子って……抱きしめるときは……そうじゃなくて……背中から……ぎゅっと……包み込むように」


    「お前はうるせえ！　ナディーネ、気をしっかり持て。あとで片づけ手伝うから。いまは……本当に手が限界だ」


    　暴れるネネを押さえながら、懸命にナディーネを励はげますが、ルディの声はナディーネに届いていない。ナディーネが立ち直るまで、ルディは自分の筋力の限界に挑戦するはめになったのだった。
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    　教会で呪のろいを解いてもらうとすぐにルディはリビングの掃そう除じをやり直す。


    　割れた皿を片づけ、倒れた植木鉢を戻し、土を入れなおす。


    「二度と変な安いアイテムは買うなよ！」


    「まさか、呪われているとは思わなかったんだよぉ。私も被害者なのさぁ」


    　ネネは床を雑ぞう巾きんで拭ふきながら、頬ほおを膨ふくらませてむくれてみせる。


    　その口調からは反省の色は感じられない。おそらく運が悪かったくらいにしか思っていないのだろう。


    「お前は勇者のいかのおすしを知らないのか。最初の授業で言われたろ」


    　ルディは自分らしくないと思いながらも、専門学校時代に習った授業の話を持ち出す。


    　勇者のいかのおすしとは全国勇者協会が提唱する、勇者活動における基本を示す標語である。専門学校にも啓発ポスターが貼はってあり、勇者なら誰でも知っているものだ。


    



    勇者のいかのおすし


    



    いか　いかない　（無理な冒険にはいかない）　


    の　のろわれない　（変なアイテムで呪われない）


    お　おうちゃくしない　（冒険中に横着をしない）


    す　スライムをなめない　（スライムをはじめとする弱いモンスターに油断しない）


    し　しんでしまうとはなさけない　（死なない）


    



    　異世界からもたらされた大人気グルメ、お寿す司しになぞらえた標語である。いかの部分だけ二文字使ってしまっているなんだか雑な感じも逆に標語っぽいのだ。


    「なにさぁ。真ま面じ目めぶって。誰だってミスはあるのさぁ」


    「そもそも、目立とうとしてウエディングドレスって、どういう発想しているんだよ。結婚式じゃねーんだぞ！」


    「私の田舎いなかでは、結婚式であんなの着ないのさぁ。花嫁は基本甲かつ冑ちゆうと鎖くさり帷かた子びらなんだよぉ。ドレスじゃ大怪け我がしちゃうよぉ。肩から先をごっそり持ってかれちゃうのさぁ」


    　ネネの田舎いなかは結婚式でいったいなにを行うんだ……。なぜ肩から先が持っていかれちゃうんだ。よっぽどのことだぞ。


    　しかしルディはあえてその疑問を口にしない。


    　そんなことについて話している時間はないのだ。もうすぐエリたんと撮影クルーがやってくる時間だ。


    　ルディは散乱した植木鉢の土を箒ほうきで回収しながら思う。


    　それにしても、どいつもこいつも程度を知らない。目立ちたいのはわかるが、全員が奇抜な格好をしたら、もはやカオスである。


    　まったく馬ば鹿かばっかりで疲つかれるが、掃そう除じを間に合わせればどうにか普通にはじめられそうだ。


    　ルディがそう思ったときだった。


    「ダメだよ。アーニャちゃん！」


    　螺ら旋せん階段の上、二階からナディーネの声が聞こえる。


    「……なにが？」


    　続いてアーニャの寝ぼけた声。おそらく起きたばかりなのだろう。


    「なにがって、だらしなさすぎるよ」


    「普段のままって言われたし……」


    「アーニャちゃんそこまでだらしなくないでしょ。見えちゃってるから！」


    　……どうやら、なにかが見えちゃっているらしい。


    「視力があれば、なにかしら見えるものだよ」


    「アーニャちゃんはおっぱいが見えちゃってるから！」


    　なんとおっぱいが見えてしまっているようだ。


    　ルディはいますぐ階段を駆け上がりたい衝動にかられるが、いま行くと絶対に怒られてしまう。ここはぐっとこらえるしかない。


    「アーニャちゃん。見えちゃってるのはダメだよ！」


    「角度によっては……だよ」


    「私、いま真正面に立ってるよね。それで見えてるんだけど。どの角度でも見えてるよ！」


    「角度によってはね……。うしろからだと見えないし」


    「うしろからおっぱい見える人いないよっ！　着替えて！」


    　これまで、ほかのメンバーが目立とうと奇抜な格好をすることに反対してきたルディであったが、アーニャに関しては賛成したい気持ちになっているのであった。
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    　馬ば鹿かな衣装、呪のろわれたウエディングドレス、そしておっぱい丸出しなど、数々の乗り越える必要がない障害を乗り越え、ついに収録の本番の時間となる。


    　本来は船をゲットするために出た冒険で、結果、エリたんを連れてくるはめになるとは……。


    　まったく勇者の冒険とは展開が読めないものだ。


    　しかし、これが売れるための大チャンスなことは間違いない。


    　そして日々悩んできたセルフプロデュースを発揮する場でもある。


    　勇者のバトルは、いまや剣と魔法を使ったものだけではない。テレビカメラの前でいかに自分を魅力的に演出するか、それもまた勇者の戦いなのだ。


    　撮影クルーはカメラマンがひとりとディレクター、音声さんがひとりと小規模。


    　そしてもちろん主役であるエリたんの姿。


    　テレビで見るとほとんどノーメイクに見えるが、しっかりとナチュラル風のメイクがなされている。素そ朴ぼくで飾り気のないように見える衣装も、近くで見ると生き地じは高級。靴くつから、さりげないアクセサリーまでバランスが計算されつくしていることがわかる。


    　そして普通の女性よりもはるかに華きや奢しや。驚くほど顔も小さい。


    　連日のハードスケジュールで疲れているのか、いかにもダルそうな態度。


    　ルディたちが挨あい拶さつしても、生返事、ほとんど無視に近い状況。目すら合わそうとせずに、マネージャーさんにドリンクなどを運ばせている。


    　まったくルディたちは馴な染じめないまま、段取りの説明が開始される。


    　ポケットに手を突っ込んだまま、ディレクターの説明を聞き流すエリたん。


    　こうして、撮影が開始されたのだが……。


    「うわー、ここでみなさん共同生活してるんですねー。すごーい」


    　カメラが回ると急にハイテンションになった！


    　さっきまでリビングでルディたちの挨拶を受けていたにもかかわらず、一度外に出て、ドアから中を覗のぞき込むと、まるで初めて室内を見たかのようなリアクションをする。


    「わー、思ったより、臭くさくなーい。なんかこの貧乏くさいシンクとかかわいいー」


    　エリたんはリビングからキッチン、お風ふ呂ろ、と順番にレポートをしていく。


    　流れるように澱よどみなく出続けるコメント。


    　どうも適当に聞こえるが、とにかくテンポがいいことはルディにも理解できる。


    「えーと、君がメールくれたヴォルフくん？」


    「は、ははい。そそそ、そうです」


    　ヴォルフはガチガチに緊張していた。


    　憧あこがれのエリたんが目の前にいるのである。無理もない。


    　エリたんの目を見ることもできず、うつむいたまま、直立不動で小刻みに震えている。目が合わないようにたまにちらちら顔を見るが、すぐにまた目を伏せる。


    　かつてないほどに、挙動不審である。男であるルディからみても怪あやしい。こんな挙動不審な勇者がいていいのだろうか。


    　しかしエリたんはこの手の誤作動ギリギリの人間の扱いに慣れているのだろう。にこやかな笑顔で対応する。


    「あー、このＴシャツ。この前のライブの限定グッズだね。ありがとー」


    　結局、普段着に着替えたヴォルフだったが、どうしても譲ゆずれないとのことで、エリたんＴシャツを身につけている。


    　エリたんに声をかけられたヴォルフ。一気に不審者度が上昇する。１や２の上昇じゃない。ルディの見立てでは〝ヴォルフのあぶなさ〟が68くらいはあがった。


    「は、は、はい。これはエリたんのあたってくだけろサマーツアーの限定Ｔシャツで……。ほかにも、エリたん団扇うちわ、エリたんタオルマフラー……」


    　ヴォルフは自分の思いをぶつけるべく、顔を真っ赤にして、早口でまくし立てているが、残念ながらエリたんは聞いていない。「ありがとー」のあとにすぐにヴォルフの前を立ち去ってしまった。うつむきっぱなしだから、気づいていないのだ。


    　くるりときびすを返すと、ちょこんと身体からだを前傾させて、後ろ手に手を組み、クリストフとルディを上目遣いで見つめる。


    「えーと、君がクリストフくんね。うわー、やばそー、変態っぽくてかわいいー。そして君がルディくん。すごーい目が死んでる！　かわいいー」
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    　こいつ……、かわいいをつければなにを言っても大丈夫だと思ってないか？


    　エリたんの言動に疑念を覚えるルディ。しかしルディもヴォルフほどではないにしろ、緊張の真っただ中、そんなことを口に出す余裕はない。


    「そして、女の子も三人なんだねー。ネネちゃん。すごーい。馬ば鹿かそう。かわいいー」


    「えへへ。ありがとうなのさぁ」


    　ネネに至ってはなぜか嬉うれしそうだ。


    「そしてナディーネちゃんだね。すごーい。なんか地味。かわいいー。そしてアーニャちゃん。すごーい、全体的にあざとーい。かわいいー」


    　ものすごく雑な感想……。ナディーネたちもどうリアクションしていいのかわからず、ただ苦笑いを浮かべている。


    「よーし。これから三泊四日の共同生活だね。お家も思ったより臭くさくないから、エリたん、頑張っちゃうぞー」


    　カメラに向かって小さくジャンプすると拳こぶしをあげて見せるエリたん。


    　じつにかわいい仕草であるが、さっきから思ったより臭くないってなんなんだ……。ちょっとは臭いのか？


    「よーし。お仕事するぞ。私なにしたらいい？　ねえ、地味な子、エリたんどうしたらいいかな？」


    　エリたんは相変わらずの上目遣い。


    「えーと、じゃあお風ふ呂ろ掃そう除じを……」


    　ナディーネは自分のことかと戸惑いながらも答えるが……。


    「それは絵え面づらが地味だから却下。お料理するね。エリたん得意のエリたんスペシャルを作っちゃうぞい！　いえーい」


    　間かん髪はついれずに風呂掃除を却下！


    　カメラに向かってピースサインをすると、キッチンに向かって駆け出していってしまう。


    　おそらく、エリたんははじめから料理をするつもりだったのだろう。


    　フリルつきの露骨にかわいいエプロンを装着して、カメラの前でくるりと一回転、早速、冷蔵庫を物色しはじめる。


    　日々の節約生活のために、コーポ勇者では食材は全員でお金を出し合い、特売日にまとめて共同購入している。


    　最近、まとめ買いをしたばかりのはずなので、ハンバーグを作るくらいの材料はあるはずだが……。


    「エリたん特製ハンバーグだよ。エリたんがお母さんから最初に教わった料理なんだぞ。お母さんもまたおばあちゃんから教わって、おばあちゃんは、おばあちゃんの友達のシェフから。そのシェフは流る浪ろうの剣士から、流浪の剣士は修行の末に天地と一体化することによって神から授さずかったレシピなんだよ」


    　……流浪の剣士、どうして修行の末にハンバーグの作り方を編み出す！


    　由来はまったく理解できないが、とにかくそういうことらしい。


    　エリたんは慣れない手つきで玉ねぎを刻む。本来ハンバーグの玉ねぎは細かくみじん切りにするはずなのだが、かなりの大ぶりのカット。


    　手つきも由来もどうにも不安が拭ぬぐい去れないところであるが、現在売れっ子勇者の手料理が食べられるとは貴重な体験である。


    　その喜びはルディよりもヴォルフが何十倍も強く感じていることだろう。


    　いつの間にか、ルディの背後に立つヴォルフ。


    　エリたんのクッキング姿をじっとりと肩越しに覗のぞき込んでいる。


    　その眼め鏡がねの奥からとめどなく流れる涙。感激でむせび泣いているのか、それとも玉ねぎが目にしみているのか……。


    　いずれにせよ泣きながら、エリたんの料理姿を見守っている。


    　慣れない手つきで玉ねぎのみじん切りを継続するエリたん。


    「目が痛いよー。エリたん泣いちゃうー」


    　ちょっと丈たけをあまらせ気味の袖そでで目頭を拭いながら、懸命に玉ねぎを刻む。ルディの剣術で鍛きたえられた観察眼は見逃さない、エリたんは泣いてない。泣いているフリである。


    　そして、その真後ろで号ごう泣きゆうするヴォルフ。エリたんの泣いちゃってるシーンにかぶっている上に、圧倒的にそれを上回る勢い。


    　ルディの剣術で鍛えられた観察眼は見逃さない。


    　カメラでも捉とらえられないほどの一瞬であったが、エリたんが殺意のこもった目でヴォルフを睨にらみつけたことを。


    　──てめえが泣いてんじゃねーぞ。ここは私だろ。


    　そんな意思を感じる視線であった。


    　玉ねぎひとつを半分ほど切ったところでエリたんの手が止まる。


    　どうやら、ディレクターからＯＫが出たようだ。


    　カメラが止まったことを確認するとエリたんの包丁さばきが加速する。残像が見えるほどの高速みじん切り。瞬またたく間に玉ねぎ三つのみじん切りを完了する。


    　どうやらカメラが回っている間は包丁さばきが不器用なキャラを演じていたらしい。そもそもエリたんは勇者。刃物の扱いは慣れていて当然なのだ。


    　エリたんはカメラマンに自分を撮る際のベストの角度について指示を出しながら、てきぱきとハンバーグのタネ作りを進める。


    「じゃあ、エリたん、焼いちゃうよー。頑張るぞーいっ！」


    　エリたんは自分のエプロン姿がしっかりと映るようにカメラの前で再度くるっと一回転すると、フライパンに油を引き、ハンバーグを入れて加熱する。


    「エリたん特製ハンバーグは火加減が命なんだよ。油断大敵だぞっ、エリたんっ」


    　そう言うと、エリたんはコンロの火力をＭＡＸにあげる。


    　もうもうと煙をあげるフライパン。もはや業ごう火かと呼べるような火力である。フライパンごと溶かすつもりなのか……。


    　その様子を、料理が得意なナディーネが見かねて声をかける。


    「あの……エリスさん。火が強いんじゃ……」


    「かぶってる！　カメラと私の間に立たないでくれる？」


    　エリたんは鬼のような形ぎよう相そうでナディーネを睨にらみつける。


    　スタッフが慌あわててナディーネを下がらせる。


    「このド素しろ人うとが」


    　エリたんは吐き捨てるようにそう言ったかと思うと、急速に笑顔に戻る。


    「まだかな。まだかな。ハンバーグまだかなぁー」


    　手を後ろに回し、身体からだを左右にゆするとオリジナルソングを口ずさみはじめる。


    　その姿は純粋にハンバーグを楽しみにしている腹ペコのピュアな女の子。そうとしか見えない……。


    　しかしエリたんの目の前では煙をあげながらハンバーグが焦こげている。


    　それに気づいてないはずはないのだが……。


    「まだかなー。ハンバーグまだかなー」


    　身体を左右にゆすりながら歌い続けるエリたん。


    　黒煙をあげるハンバーグ。それでもご機嫌で歌うエリたん。


    　ハンバーグはもはやどす黒い炭の塊かたまりと化してしまった。


    　エリたんはそのハンバーグを恐ろしく冷たい目で見つめる。まるで熟練の殺し屋がターゲットを見つめるかのような目だ。


    　殺し屋の目でじっと焦げ具合を観察したのちに、満を持してカメラに視線を向ける。


    「いっけなーい。焦げちゃったかもー！　エリたん失敗っ！　てへっ」


    　ワザとである！　


    　一点の曇くもりもなくワザとである。威風堂々、正面突破、誰に恥はじることない、英雄的な風格すら感じるほどのワザとである。


    　しかしペロッと舌を出す姿は抜群にかわいい。頭に手を当てる角度、姿勢、舌も出しすぎず、それでいて、カメラにも捉とらえられる程度の出し具合。


    　素人のルディにもわかる。完かん璧ぺきだ。完璧なテヘペロである。


    「こんなときはこれこれっ！　ケチャップでごまかすんだぞ。お母さんも、おばあちゃんも、おばあちゃんの友達も、流る浪ろうの剣士もみんなそうしたんだってっ！　エリたん、ケチャップ大好き！」


    　エリたんは冷蔵庫からケチャップを取り出す。まるで伝説の宝剣を手に入れたようにケチャップを両手で掲げる。


    　そして、それを焦こげたハンバーグに投入するわけであるが……。


    　ルディの剣術で鍛きたえられた観察眼は見逃さない。


    　驚異的な速度でケチャップの中なか蓋ぶたまで外したことを。


    　そして豪快にボトルを握りしめる。


    「あれーっ！　中蓋が外れちゃってるよー　どうしてどうして、エリたんついてなさすぎだよー。えーん」


    　いつの間にか頬ほおにケチャップをちょこんとつけている。


    　ルディの剣術で鍛えられた観察眼は見逃さない。


    　カメラがケチャップまみれになったハンバーグを映している隙すきに、目にもとまらぬ速さで、エリたんがボトルに残ったケチャップを指ですくい、自分の頬につけたことを。


    　その速度は常人の目にはとても捉とらえられない。鍛えられた勇者だけが到達できるすばやさである。


    　ルディは確信する。


    　──こいつ、まったくドジッ娘こじゃない。


    　勇者としての能力をドジに見せるために注そそぎ込んでいる狡こう猾かつな人間だ。


    　そして勇者としての能力はかなりのもの、まさにエキスパートである。恐るべし、エリたん！　偽にせドジッ娘アイドル勇者。これまで何人のライバルをこのスキルで葬ほうむり去ってきたのだろうか。


    「とにかくできたよ。ヴォルフくん、食べてー」


    　エリたんはハンバーグの成分からなる炭を皿に盛ると、フォークに突き刺し、ヴォルフの口元へと持っていく。


    「はい、あーん」


    　あのエリたんからの〝あーん〟である。ファンであるヴォルフからしたら現実世界ではなく、夢の中だけでしか見られないはずの光景である。


    　しかし残念ながら、フォークの先にあるのはケチャップまみれになった炭の塊かたまり。もはや食べ物ですらない。


    　そんなことはヴォルフも重々承知しているはずだが……。


    「あーん」


    　ヴォルフがいった！


    　炭でもあーんを選んだ！　しかもまったく躊ちゆう躇ちよなくいった！


    　ヴォルフの口の中でゴリゴリと音を立てる炭の塊。


    「お、美お味いしい……」


    　ヴォルフは泣き顔と笑顔が入り混じった複雑な表情を浮かべている。


    　ルディはそのファン魂だましいに不覚にも感動を覚える。


    　ヴォルフはエリたんが〝あーん〟をしてくれるなら、おそらくマンドラゴラでもいくだろう。ある意味男の中の男である。さすがエリたんを裏切らない男。


    　ヴォルフの覚悟のこもった〝あーん〟。


    　しかし、それをエリたんは喜んでいない。焦こげたハンバーグを見つめていたときと同じ冷たい表情。


    　すっとヴォルフに詰め寄り、何事かささやく。


    「あっ……はい……すいません」


    　ヴォルフがぺこぺこと頭を下げている。ヴォルフの引きつった顔から察するに、相当厳しいダメ出しがあったらしい。


    　改めて、元ハンバーグである炭を差し出すエリたん。


    「はい、あーん」


    「うわー！　まずいー」


    　ヴォルフがハンバーグを咥くわえたまま、そのまま真後ろに、すてーんとずっこけた。どうやら不ま味ずい方面のリアクションがほしかったらしい。


    　ヴォルフなりの精一杯のコミカルなリアクション。


    　しかし残念ながらエリたんはまた一切の感情を感じさせない殺し屋の目だ。


    　確実に何人か本当に殺やっているとしか思えない目。ドジのためなら、手段を選ばない、冷徹かつ非情なドジッ娘……。


    　そんなエリたんは小さく舌打ちすると、カメラマンにリテイクの指示を出し、自みずから炭を口に運んだ。


    「ぷぎゃああー、にがぁあああああいっ！　ぷぎゃあああす。ぷべろぱぷびｇｄｆしょいｈげ」


    　エリたんは勇者として鍛きたえられた膝ひざのバネで、軽やかに横回転して、ひっくり返る。


    　大げさとしか言いようがないが、身体からだのキレがそれ以上の不思議な説得力をもたらしている。


    　これはマジカル・フライング・リアクション・零ゼロ式しき！


    　ルディはこの撮影に際して、いかに自分を魅力的に見せるか綿密にシミュレートしていた。マジカル・フライング・リアクション・零式、それはルディが名前先行で考えていた必殺技。


    　しかし、エリたんのリアクションのキレ、かわいさを見たいま、これこそがマジカル・フライング・リアクション・零式だと認めざるを得ない。


    　ルディの頭のなかにぼんやりとあった、こんなリアクションできたら、人気出るんだろうな的なイメージ。


    　それがいまエリたんによって具現化されたのだ。


    　まさか本当にやってのける人間がいるとは……。


    　──エリたん恐るべし。


    　エリたんが吐き出した炭化したハンバーグが、キッチンの床を絶妙なコミカルさで弾みながら転がっていく。


    　ルディはそれを見つめながら、戦せん慄りつを覚えるのであった。
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    　エリたんハンバーグに挑戦編は終了。


    　カメラマンがコーポ勇者の内観や家具、小物などをひと通り撮影、いわゆるブツ撮りを終えると今日の撮影は終了となる。


    　カメラが回っている間は徹底してプロのエリたん。厳しい面もあるが、それはよい番組作りのために必要なこと。カメラが止まれば期間限定ではあるが、コーポ勇者の新しいシェアメイトとして接してくれる……。


    　ルディたちのそんな思いは一瞬にして打ち砕かれた。


    　カメラが回っていない間のエリたんは最悪だった。


    　今日の分の撮れ高がＯＫになり、番組スタッフが退去するとエリたんの態度はさらに悪化したのだ。


    　リビングでテレビの正面にあたるソファーの特等席に身体からだを投げ出すと、そこから一歩も動かない。


    「お茶」


    　誰かが持ってきてくれることが、当たり前の口ぶり。自分は平然とテレビのリモコン片手に番組のザッピングをはじめる。


    　慌あわてて、ナディーネがお茶の用意をしにキッチンに走る。


    　まるで小間使いである。


    　その姿にルディは苛いら立だちを覚える。


    　ルディたちとエリたんではたしかに勇者としての知名度は雲うん泥でいの差。しかしルディたちはエリたんに弟子入りしたわけではない。


    　それにナディーネを雑に扱われるのは、無性に癪しやくにさわるのだ。


    「あのですね。これは共同生活なんで、自分のことは……」


    　ルディの言葉はエリたんに届くことはなかった。


    「ほ、ほら、ルディ、エリたんは疲れてるんだよ。エリたんはひとつひとつの番組に全力で挑むタイプだから」


    　慌ててヴォルフが止めに入る。


    　ルディとしては納得がいかないが、とにかくそういうタイプらしい。


    　エリたんはお茶のお礼を言うどころか、ナディーネの顔すら見ない。


    「ご飯は？」


    　エリたんはテレビをザッピングしながら言う。


    「あの、さっき、エリスさんが料理の当番をやるって……」


    　ルディの言葉をエリたんは鼻で笑う。


    「馬ば鹿かじゃないの？　テレビ用に決まってるでしょ。なんで私があんたらの料理作んないといけないの？　立場の差わかってんの？　エリたん、ちょっとびっくりだぞ」


    「おい、ちょっと……」


    　立場の差はルディも重々承知だが、面と向かって言われると、さすがにカチンとくる。


    　口答えのひとつもしたいのだが、またしてもヴォルフがそれを遮さえぎる。


    「ほ、ほら、エリたんは不器用で素直なタイプだから。ちょっと素直になりすぎちゃっただけだと思うんだよ」


    「あっそうだ。宅配ピザとって」


    　エリたんはヴォルフのフォローすら聞いていない。


    「ほ、ほら、エリたんはピザを食べたいタイプだから」


    「俺も食べたいタイプだわ！　金ないから、頼めねーよ！」


    　ルディはヴォルフ越しにエリたんを睨にらみつける。


    「ダッサ。奢おごってあげるから注文して。売れない貧乏勇者に、エリたんが恵んであげちゃうぞー！」


    「俺は施ほどこしなんか受けない。勝手に注文して勝手に食ったら」


    　立場の差、明日以降の撮影への影響、気に入られれば、プロダクションに入れるかもしれないこと、そんなことは重々承知なのだが、ルディは自分の気持ちを抑えきれない。


    　ルディは少し声を荒らげてみるが、エリたんはまったくたじろがない。逆に不敵な笑みを返す。


    「あーあー、そういう態度、いいのかな？　エリたんすねちゃうかも？　エリたんすねて、お前のこと業界から干すように、偉い人にお願いしちゃうかもー？」


    「ほ、ほら、ルディ、エリたんは干すタイプだから」


    「ヴォルフはいちいちうるさい！　……にしても、干すのはなしだろ？」


    「どうかなー？　ほら、ピザ買ってきてよー。エリたんお釣りはあげちゃうタイプかもよー？」


    「くっ……いや、俺は……それは違うと思うし」


    　ルディはそう言うと、エリたんから顔をそむける。


    　普段なら猛烈な嫌いや味みで返しているところだが……。


    　ヴォルフの余計なフォローと心のどこかにある干されたくないとの気持ち、それが相まって、ルディの怒りの熱は微妙な地点で止まってしまう。


    　エリたんはそんなルディの様子を見て鼻で笑う。


    「そこの、生意気な人はもういいよ。なんかつまんないしー。そっちの気持ち悪い眼鏡、ピザとってー」


    　エリたんはそう言うと、ヴォルフに向かって自分の財さい布ふを投げてよこす。


    「は、はい、どちらのピザを……」


    「ヴォルフ、断れよ。気持ち悪いって言われてんだぞ」


    　ルディはヴォルフに耳打ちする。


    「ほ、ほら、エリたんは、思ったことをつい言っちゃうタイプだから」


    「だとしても気持ち悪いって思われてるってことじゃねーか。断れって。これはお前のようなファンから巻き上げた金だ。それでピザ買ってもらって、喜んでたら、馬ば鹿かみたいだろ」


    　ルディはヴォルフの手から財布を取るとエリたんに投げ返す。


    「僕は別に見返りを求めて〝推おし事〟してるわけじゃないし……」


    　どうやらエリたんのファン活動を〝推し事〟と表現しているらしいが……。


    「見たろ、エリたんの本性。あいつはファンなんか馬鹿にしてるぞ」


    　知らず知らずのうちにルディの声が大きくなってしまったのか、発言をエリたんに聞かれてしまう。


    「あー、酷ひどいこと、言ってるー。エリたん、ファンのこと馬鹿になんかしてないよー。お金を運んでくれる働き者の妖精さんだと思ってるよー。気持ち悪めの妖精さん」


    　またはっきりと気持ち悪い発言！


    　ヴォルフはその言葉に露骨にショックを受けている。


    　しかしエリたんはまったくそんなことを気にも留めない。


    「あれれ？　眼鏡も使えないヤツなのかなー。せっかく気持ち悪いからちょっと気持ち悪いくらいに考え直してあげようと思ったのになー」


    「ヴォルフは気持ち悪くなんかないさぁ」


    　そう反論したのはネネだった。


    　不穏な空気を察したのか、いつの間にかリビングに姿を現している。


    「ヴォルフはいいヤツなのさぁ。いざというときには勇気もある眼鏡なのさぁ」


    　その口調はどこかのどかで、エリたんを非難しているというよりは、素直な感想に聞こえる。


    「へー、エリたん、あんまり興味ないかもー」


    「この前だって、一緒にアンデッドと戦って、すごく頼りになったのさぁ」


    　ネネはエリたんに向かってつかつかと大おお股またで歩み寄る。


    　その勢いに思わず身構えるエリたん。


    　ネネはエリたんの二歩手前まで歩み寄ると、ぴたりと止まる。


    　エリたんに向かってまっすぐに伸びるネネの手。


    「私が買うのさぁ。お釣りくれるんでしょ」


    　ネネが察知したのは不穏な空気ではなく、お金の匂においだった。


    　別にヴォルフをフォローするつもりだったのではなく、普通に自分のイメージを伝えていただけのようだ。


    　まっすぐに伸びるネネの手。


    　エリたんはいぶかしげな顔をしながらも、財さい布ふを渡す。


    



    　こうしてこの日の夜はエリたん奢おごりのピザパーティーとなる。


    「私の田舎いなかにはピザなんてオシャレな食べ物なかったのさぁ。これがピザかぁ。丸いなぁ。こんな丸いもの田舎にはないさぁ」


    　テーブルを埋め尽くさんばかりに並ぶいろんな種類のピザ。ネネはそれを交互に見比べて、大興奮していた。


    　人数から考えて、明らかに注文しすぎである。ひとりにつき、Ｌサイズが二枚ずつくらいはある。どう考えても食べきれない。


    　おそらくエリたんは自分の財力を誇示しつつ、シェアメイトたちを手なずけているのであろう……。


    　そして、案の定、手なずけられるネネ！


    　ピザを両手に持って、交互、交互、で口に運んでいる。まさにピザパーティー満喫である。


    「夢のようなのさぁ！　でっかいキノコのモンスターに魔法かけられて寝ちゃってるときに見る夢がこんな感じなのさぁ」


    　そう叫ぶとまたしても交互、交互。


    「遠慮なんかいらないんだぞ。エリたんの時間あたりの単価は驚くほどなんだぞ」


    「ありがとうなのさぁ」


    　──ピザなんかで懐かい柔じゆうされやがって……。


    　ルディももちろんピザが好きである。


    　しかし施ほどこしは受けないと宣言した以上は参加するわけにはいかない。


    　ひとりテーブルを離れ、ソファーでテレビを見る。


    「ルディ？　エリたんの奢りだよ。食べなよぉ。こんなに丸いのにもったいないさぁ」


    「食欲がない」


    「そっかぁ。もったいないさぁ。美お味いしいのにぃ。すごーい、ジューシー。噛かまなくても溶けちゃいますねぇ」


    「それはピザに言うコメントじゃねーよ！　ピザを噛まずに溶かすって、どんな唾液してんだよ！」


    　ピザの匂においに囲まれながら、空腹に耐えることは拷問のようである。


    　ルディは吐き捨てるようにつっこみ台詞ぜりふだけを残すと、自分の部屋へと姿を消すのであった。
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    　翌日の午前中。


    　午後には撮影クルーが到着し、二日目の撮影が開始される予定である。


    　コーポ勇者のリビングにはルディ、ネネ、そしてエリたんの三人だけ。


    　ナディーネとヴォルフはアルバイト。クリストフもどこかに遊びに出かけてしまっている。


    　アーニャは撮影があるなしに関係なく本気で寝ているのであろう。


    　アーニャをのぞけば、もちろんカメラで撮影されるために、家に残っていたいところであろう。しかしドキュメンタリー風の番組であるために、いつも通りの生活をするよう指示されているのだ。


    　結果、リビングで展開されるのは、いつものルディとネネにエリたんが加わっただけの、怠たい惰だな日常である。


    　ソファーの中央、テレビの真正面の席に陣取り、身体からだを投げ出すエリたん。


    「ルディ、ルディ、ナディーネが『トイレ掃そう除じお願い』って言ってたよぉ」


    　ネネはエリたんに特等席を奪われ、その隣にちょこんと座っている。


    「なんで俺なんだよ。ここにもうひとりまったく働いてないのがいるだろ」


    　ルディはソファーに堂々と横になるエリたんを睨にらみつける。


    　相変わらず、エリたんはカメラがいない間はまったく動こうとしない。


    　ピザの一件もあり、ルディのストレスは限界に達していた。


    　エリたんはテレビを見ながらぽりぽりとスナック菓子をつまんでいるが、そのスナックはルディが買ったものだ。エリたんにはタダみたいなものだろうが、ルディにとってはスナック菓子も貴重品である。ここぞというときに食べようと取っておいたものだ。


    「あの、トイレ掃除、誰がやるか決めませんかね」


    　ルディは憮ぶ然ぜんとした態度で言う。


    「エリたんはまっぴらごめんだよー。死んだ目のお前か、そこの馬ば鹿かの子か、どっちがやってもエリたんは文句ないぞ。あとゴミ捨てといてー」


    　エリたんは空からになったスナック菓子の袋をぽいっとルディの足元に投げる。


    「あの、ＴＶの企画とはいえ、シェアハウスしてんだから、もう少し協力してくれてもいいんじゃないですかね。俺たちはあんたの付き人じゃないんで」


    　一応、敬語で話しているのが、ルディにとってはぎりぎりの配慮である。


    　鈍感なネネであるが、さすがにこのエリたんの態度には、ちょっとおかしいと感じたようで、


    不満げな顔をしている。


    「そうなのさぁ。もっとエリたんと仲良く共同生活したいのさぁ」


    「お前らと仲良くなってもエリたんにメリットないもーん。そういうことはもっと売れてから言ってくれるー？」


    　はっきりと仲良くなることすら拒否するエリたん。


    　ネネもあまりのことに目を丸くしている。


    「酷ひどいのさぁ。こんなに性格の悪い人だとは思わなかったのさぁ。うちの田舎いなかでは〝丸い食い物くれる人に悪い人なし。レバーが苦手な人にウニ食べられる人なし〟ってことわざがあるのにぃ。ちょっとだけがっかりなのさぁ」


    　なんだ、そのことわざ！　なんの教訓が含まれているのか、まったくわからない。


    　しかしいまはネネの田舎のことわざは問題ではない。


    　問題はエリたんの傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度である。


    「エリたん、ちゃんとした人の前では性格いいんだぞー。あんたらも売れなー。売れてない勇者ってゴミだからねー。エリたんゴミには丁てい寧ねいにしないんだぞっ」


    　──もう限界だ。


    　ルディにも、この企画でエリたんと関係者に気に入ってもらえれば、プロダクションに入れてもらえたり、仕事をもらえるんじゃないかとの期待はあった。それゆえ、エリたんの態度にもギリギリ耐えてきたのだが、しかし我慢にも限界がある。


    　もはやルディは自分の怒りを制御することができない。


    「うるせえ！　この偽にせドジッ娘こ！　人工天然キャラ！　枕まくら営業で売れたくせに偉そうにするんじゃねー！　この枕」


    　ルディは胸の中に溜たまりに溜まった感情を「ま・く・ら」の三文字に込めて吐き出す。


    　なにかしらエリたんが枕営業をしているとの情報をつかんでいるわけではない。


    　ぶっちゃけ、ネットの掲示板に書いてあったのを目にしただけだ。


    　しかしルディにとって事実かどうかは関係ない。売れているヤツは枕認定するのがルディの基本方針なのだ！


    　ルディの攻撃「枕認定」によってエリたんは大ダメージを受け、血相を変えて怒るなり、泣くなりすると思っていたのだが、エリたんはルディの予想に反して冷静だった。


    「あーあ。そうやって、ネットの情報鵜う呑のみにする人、エリたん嫌いだな」


    　エリたんは変わらず余裕の態度を崩さない。どうやら、そういったレッテル貼ばりには慣れているようだ。


    　ありとあらゆる罵ば倒とうの波を乗り越えた百ひやく戦せん錬れん磨まの手て練だれ。そんなオーラを感じる。


    　しかし、その余裕ぶった態度がますますルディの頭に血を上らせる。


    「嫌いで結構。ルディたんは露骨なパワハラが大嫌いなんだよ！　この枕まくら勇者！　低反発ピロー勇者！」


    　これほどの罵倒を受けてもくすくすと笑うエリたん。


    「エリたん思うの。枕ってのはね。したら、終わりなんだよ。しそうでしないのが本当の枕営業だと思うなー。〝ここで使ったらヤラせてもらえるかも〟って思わせるのがポイントで、本当にヤっちゃったら、向こうは目標達成でしょ。そこで仕事ももらえなくなっちゃうって、エリたん思うなー」


    「お前の枕の哲学なんか知らねーよ！」


    「エリたん、腐った魚みたいな目のお前は、プロを舐なめてると思うなー。売れてる人はコネと枕だと思って、自分が実力不足なことから目をそらしてるだけなんじゃないかなー。エリたんそういう人は好きじゃないかもー。すっごい、ダサいと思うかもー。そんな人はかかとを粉砕骨折してほしいかもー」


    「誰が実力不足だよ……勝手に決めてんじゃねーぞ」


    「エリたん、ドジっ娘こキャラだけど、モンスターがうようよいるダンジョンでドジッ娘やるの大変なんだよー。お前らだったらガチのドジで死んじゃうと思うなー。とくにそっちの馬ば鹿かの子。素しろ人うと丸出しだよねー」


    　エリたんはソファーに寝転んだまま、馬鹿にするような目でちらりとネネを見る。
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    　ネネもムッとして頬ほおをぷっと膨ふくらませている。


    「そんなことないのさぁ。私だってやればできるのさぁ！」


    「エリたん、いいこと考えちゃったぞ。実力で働かせてみたらー？　もし、エリたんのこと気に入らないんだったら、実力行使しちゃったらいいと思うよー。ふたりとも一応はギリで勇者なんでしょ？」


    　エリたんはそう言うと、ソファーの肘ひじかけに頭を載せ、テレビをザッピングする。これ見よがしのリラックスである。


    　猫の鼻先で猫じゃらしを揺らすかのように、テレビのリモコンをひらひらと揺らせている。


    「むきーっ！　取り上げてやるのさぁ」


    　まんまと挑発に乗るネネ。リモコンを取り上げるべく右手を伸ばす。


    　しかしネネの手よりもはさらに早くリモコンが右にスライドする。


    　ネネの手はむなしく空くうをつかんだ。


    　ネネは左手でもう一度、奪取を試みるが、やはり空を切る。


    「このぉー」


    　右、左、右、左、ムキになったネネが猛もう烈れつな勢いでリモコンを奪いにかかるが、その手をリモコンはひらりひらりとかわし続ける。


    「ほらほら、リモコン取り上げて働かせてみなよー。もしできたらエリたん、トイレ掃そう除じでもなんでもやってあげるよー」


    　ネネは立ちあがって、追い回しているのに、エリたんはソファーで横になり、視線はテレビに向けられたままである。


    「ほらね。でかい口利きくのは百年早いとエリたん思うなー。引退して、わけのわかんない田舎いなかにでも帰ったらいいと思うなー」


    　エリたんが勝利宣言したその時だった。


    　ルディはすっと一歩前に出ると、エリたんのリモコンを奪う。


    「お前、うるせえよ。いいから、働け」


    「えっ、ウソ……」


    　エリたんはリモコンがなくなった自分の手を見て呆ぼう然ぜんとしている。


    　しばらくして我に返るとルディの手にあるリモコンを奪い返そうと手を伸ばすが、ルディはひらりと身体からだをかわす。


    　エリたんはすでにソファーから立ち上がっている。さっきまでの余裕はまったくない。


    　手だけではなく蹴けりまで繰り出している。


    　さらには体当たりまで。それでもルディは空あいている手でそれをいなす。


    「さすが、ルディなのさぁ！」


    　ネネが感嘆の声をあげる。


    「ルディはねぇ、風の塔クエストのオーディションの最終まで残った実力の持ち主なのさぁ！　エリたんなんか目じゃないのさぁ！」


    　自分のことのように誇らしげにネネが言うが……。


    　残念ながら、そのオーディションの主催はエリたんのプロダクションだ。正規に所属しているエリたんに最終まで残ったことを自慢するのは非常に恥ずかしい。


    「へー、最終まで残ったんだ。あー、君、資料の動画で見たことあるかも。知ってるー！　性格悪そうだから落ちた人だ！」


    　エリたんはルディを指さし、嬉うれしそうに言葉を続ける。


    「なんか叫んで、回ってたよね。ファナティックなんとかかんとかって」


    「ファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３スリーなのさぁ。こうやって、こうやって、脛すねを狙ねらうのさぁ」


    　ネネが代わりに実演して見せる。


    「やめろ、やめろ、恥ずかしい」


    　怒っていても、こういうところでちゃんと、やって見せちゃうのが、いかにもネネらしい。


    　しかし、このネネらしさはルディの精神に大きなダメージを与える。


    　ルディは顔、真っ赤である。


    「恥ずかしがることないのさぁ。格好いいのさぁ、こうやって、こうやって……」


    　ルディがネネとのやりとりに気を取られたときだった。


    　エリたんの手がルディの握るリモコンへと伸びる。


    　すんでのところで、リモコンを上にあげる。すれすれを通過するエリたんの拳こぶし。


    　──危ないところだった。


    　しかし、エリたんはルディに安あん堵どする暇ひまさえ、与えない。


    　再開される、リモコン争奪戦。


    　繰り出される、エリたんの左右の手を、ルディはひょいひょいとかわし続ける。


    「もうっ、なんでっ、なんでっ！　こっちは正式所属なのにっ！」


    　もはやリモコンというよりはプライドを取り戻す戦いである。


    　撮影中の身のこなし、それから察するに、エリたんの勇者としての戦闘能力はルディも認めるところである。


    　しかしそれでもルディはこの戦いで負ける気がしない。


    　ルディはつね日ごろからエリたんの番組を見たがるヴォルフとリモコン争奪戦を繰り広げている。ことリモコンの奪い合いに関しては実戦の経験値が違うのだ。


    　やがて攻め疲れて、エリたんの動きが止まる。


    　ルディはついにリモコンを守りきったのだ。


    　はぁはぁと荒い呼吸をしながらルディを睨にらみつけるエリたん。


    　これまでなにを言われても、余裕の態度を崩さなかったエリたん。それが疲れ果て、屈辱にまみれた表情を浮かべている。


    　片かた膝ひざをつき、ルディを見上げるエリたん。吐き捨てるようにルディに言う。


    「お前……もしかして……すごい……テレビマニア？」


    「テレビマニアじゃねーよ！」


    　つっこむルディの呼吸も乱れている。


    　ルディとて余裕があったわけではない。もう少しエリたんの体力が続けば、リモコンを奪われていたことだろう。


    　ルディの経験したリモコン争奪戦の中でももっとも激しく、もっともハイレベルで、もっともくだらない戦いだった。


    「じゃあ、やってもらおうか。トイレ掃そう除じ」


    　ルディの心のなかには全力でバトルした相手としてある種のリスペクトが生まれているが、それでも約束は約束。これを果たしてもらわないと、このバトルも無意味になってしまうのだ。


    　しかしエリたんは大きく首を横に振る。


    「いや！　エリたんやらないっ」


    「おい、このバトルへの敬意を払え」


    「ないよー！　ばーか」


    「負けたら前言撤回とは、売れっ子勇者も大したことねーな。ああダサいー。これはダサダサだー！」


    　これまでの仕返しとばかりに、嫌いや味みを込めた笑みをエリたんにぶつける。


    　エリたんが小刻みに震えている。


    　おそらく、エリたんの人生で味わったことのない屈辱に打ちのめされているのだ。


    　ルディは悔しがるエリたんの顔を見てやろうと思ったのだが……。


    　エリたんの目が怪あやしく輝いている。これは復讐に燃える目だ。


    「ただやらないってわけじゃないよ。ねえ、エリたんと二回戦しよーよ。もっと大きなもの賭かけてさー」


    　端正な顔をずいっとルディの前に突き出す。鼻と鼻がぶつかりそうな距離。


    　そうすれば男性が戸惑うことも計算済みでやっているのだろう。


    　そうは思うが、それでも戸惑ってしまう。それが売れっ子アイドル勇者である所以ゆえんなのだ。


    「な、なんだよ」


    　ルディは視線をそらすが、それに合わせてエリたんも顔を移動させる。


    「勇者なんだからさー。ダンジョンで勝負しようよー。エリたんとそっちのメンバーで。どっちが先にクリアできるか」


    　何度も視線を外すルディであるが、エリたんはそれを許さない。


    「なんだよ、それ……」


    「だって、勇者どうしでしょ。リモコンの取り合いなんかつまんない、ってエリたん思うなー。それに、もしそっちが勝ったら、すごいことあるかもって、エリたん思うぞ」


    「もし勝ったら？」


    「エリたんの事務所に入れてあげるよー。預かりだろうけど。エリたんが言ったら、それくらいは楽勝だよー」


    　もちろんエリたんは自分の人生最大級の屈辱を晴らすための提案。


    　よほどの自信があってのことだろう。


    　しかしルディにとって非常も魅惑的な提案だ。なんの進展もない倦うんだ日々に危機感を募つのらせていたルディにとっては千載一遇のチャンスといってもいい。トイレ掃そう除じをしてもらうよりも、はるかにメリットがある。


    　これこそ、ルディの心のなかに溜たまった危機感をぶつけるのにふさわしい勝負だと思える。


    「やってやろうじゃねーか！」


    　ルディはエリたんに目を合わせるとそう宣言する。


    「よーし、決まりだねー。そっちが負けたら、勇者引退だねー」


    「おい！　条件を足すな！」


    「なんでー？　勝ったらいいことあるだけじゃ、不公平じゃなーい？　エリたん、わかんなーい。死んだ目の人、腕には自信あるんじゃないのー」


    　またエリたんが顔をくっつけそうに近づけて、ルディを見つめる。


    「勝手にしろ！」


    　ルディは吐き捨てるように言う。たとえ売れっ子勇者だとしても、こんな小娘に挑発されて、引き下がるわけにはいかない。ルディとて勇者の端くれ。勇者のプライドを賭かけた戦いに〝逃げる〟のコマンドはない。それにエリたん相手に逃げても回り込まれる気がしてならないのだ。


    　こうしてルディとエリたんのリモコン争奪戦は、予想外の方向へと展開し、ルディの勇者活動を左右することとなった。ルディは実力では自分の方が上であると誇示するかのように、戦利品であるリモコンをテレビにかざすとチャンネルを変えるのであった。
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    　その後も相変わらずエリたんはカメラが回る数時間をのぞいて、徹底して働かなかった。


    　カメラが回ると途端に家事をしているフリ、そして女の子たちと好きな子はいるのか？　シェアハウスから恋に発展することはあるのか？　などと、いかにもなガールズトークを繰り広げる。そしてカメラが止まった瞬間にゴミを見るような目。


    　それぞれ相当のストレスを抱えた三日間だったようで、エリたんと撮影クルーが帰った瞬間、コーポ勇者はなんとも言えない開放感に包まれたのだった。


    　三日ぶりに訪れた平穏ないつも通りのコーポ勇者。


    　リビングには気の置けない仲間たち。


    「なんで勝手にそんな勝負受けちゃったの？」


    　エリたんに占領されていたソファーにルディは久しぶりに座り、気の置けない仲間たちから怒られていた。


    　いつもは優しいナディーネが珍しく怒っている。


    「いや、勇者として……」


    「負けたら引退って、私まだ引退したくないよ」


    「勝てば問題ないし」


    　ルディの言葉にため息をつくナディーネ。


    「相手は売れっ子勇者だよ。すごいパーティー組んでくるかもしれないよ。条件も相手の出したの、全部ＯＫしちゃったんでしょ」


    　ルディは勢いでエリたんの出した条件も丸のみしてしまっていた。


    　エリたんとの勝負は海辺の塔の頂上にどちらが先に到達するか競きそうというもの。両者とも装備、予算すべて自由。


    　以前、ルディたちがふかふか洞どう窟くつを探索したとき、お金がないために、勇者のみのパーティーを組んだが、本来勇者が冒険に出かけるときは、必要に応じて戦士、魔法使いなどを雇い入れる。


    　ナディーネの言う通り、この条件であれば、エリたんはお金に物を言わせて、腕利きのパーティーを編成してくることだろう。


    「決まったことはしょうがないよぉ。気持ちを切り替えるのさぁ」


    「ネネちゃんもだよ。なんでルディを止めなかったの」


    「だって、ルディが格好よかったのさぁ。リモコンをバシッて奪って、バッとチャンネルを変えたのさぁ！　すごかったのさぁ。７チャンネルだったのさぁ」


    「……リモコン？　７チャンネル？　それ格好いいの？」


    　ナディーネが不思議そうに小首を傾げている。


    　フォローしてくれるのはありがたいのだが、残念ながら語ご彙いが不足している！　その言い方では本当にただのテレビを見ている人だ。


    　案の定、ナディーネはどこが格好いいのか理解できず、小首をかしげながら怪け訝げんな表情を浮かべている。


    「とにかく、これは俺たちのプライドを守る戦いなんだ。勇者はプライドを失ったら、おしまいなんだよ」


    　ルディは強引にちょっと格好いいめのことを言ってみるが、残念ながら反応は薄い。


    　みんなの視線は完全に独ひとりよがりの迷惑な人を見る目である。


    「それはいいんだけど具体的にどうするかだよねー。僕もまだ引退したくないんだよなー」


    　クリストフはやれやれといった感じで言う。


    「僕だって、すっごくエリたんのプロダクションに入りたいけど、でも引退はやだよ。本当にどうするつもりなんだよ！」


    　賛成してくれるかと思われたヴォルフですら、頭を抱えてしまっている。


    　──具体的にどうしたものか……。


    　なにせ引退をかけた勝負である。どうにかしてエリたんのパーティーを出し抜く方法を考えなくてはならない。


    　しかしルディにはこれといった作戦はない。


    「どう思う？」


    　ルディは唯一の味方であるネネに話を振る。


    「すごい装備を買おう！　いい店知ってるのさぁ」


    　ネネは目を輝かせているが……。


    「「「「呪のろわれるから！」」」」


    　全員からいっせいに同じ指摘を受ける！


    　ネネの言ういい店で装備を整えたら、戦う前に敗北決定である。というか、勝負を認識できる理性があるかどうかすら怪あやしい。


    「だったら、どうするのさぁ。装備買わないと負けちゃうさぁ」


    　ネネはぷぅっと頬ほおを膨ふくらませて抗議の意を示す。


    　たしかにせめて装備くらい整えたいところではあるのだが……。


    　誰もが思いを共有しているものの、予算がないことも誰もが理解している。


    　重苦しい沈黙。


    　その沈黙は意外な方向から破られた。


    「ウホッ」


    　ネネが飼っているペットである正体不明のなにか。通称ノリオである。


    「オレ、飯めし、貰もらッテル、恩、返ス」　


    　ネネの背中をぽんぽんと叩たたく。その表情は人間には理解しきれるものではないが、なにか自信ありげに見える。


    「おおっ、ノリオー。さすがノリオだよ。いい子、いい子、本当に優しいなにかだよ」


    　だからなんなんだ……。


    　しかしネネはそんなことは一切気にならないようで、愛情たっぷりにノリオの頭をぐりぐりと撫なでまわす。


    　ノリオはその手をうっとうしそうにはねのける。


    　その姿はまったくネネに懐なついているようには見えないが、ノリオはノリオなりに感謝の念を抱いていたのだ。


    「任セロ。ノリオ、ココゾデ、役立ツ、ナニカ」


    　ノリオはもはや自分でもなにかだと言ってしまっている。のっぺりとした身体からだに申し訳程度についた手足。本当になんなんだ。


    「ノリオ、私ね、すごい盾たてがほしいのさぁ。モーニングスターはどうしても隙すきができちゃうから。盾買ってぇ」


    　ペットに装備をねだるネネ。そのことに恥ずかしいとかそういった感情はないようだ。


    　しかしノリオは首を大きく横に振る。


    「ノリオ、金無イ、ノーマネー、フィニッシュ」


    「えー、じゃあなんなのさぁ？」


    　ノリオはネネの問いに答えない。短い腕でぎりぎり腕組みをして、窓越しに流れる雲を眺めている。


    　なにかを思い出しているような、考えこんでいるような、ただ格好をつけているだけのようにも見える。


    「ノリオ、伝説、知ッテル、代々ノノリオノ先祖ガ守ル、伝説ノナニカ」


    　伝説のなんなんだよ！　 そこをはっきりさせてくれないと！


    　しかしノリオにはルディのそんな疑問に答えるほどの語ご彙いはない。


    　マイペースにぽつり、ぽつりと拙つたない言葉で伝説を語りはじめた。


    　それをまとめると以下のようになる。


    



    　──はるか昔、神話の時代の頃とも二年くらい前ともいわれる。古い伝説である。


    　神々と悪いっぽい奴やつらの闘いがあった。


    　長く激しい戦いが続き、世界は荒廃した。


    　そんな争いに終止符を打ったのが、かの英雄、誰かである。


    　誰かは神々により託されたなにかを振るい、すごく悪いっぽい奴らの主である誰かとの闘いに挑んだのである。


    　誰かと誰かの実力は伯はく仲ちゆうしていた。


    　死力を尽くした戦いが二時間弱続いた。


    　そしてついに雌し雄ゆうを決するときが訪れる。


    　誰かが一瞬の隙すきをつき、悪いっぽい誰かの弱点であるどこかを貫つらぬいたのである。もしくは殴ったとも、切ったとも、押したともさすったとも言われている。


    　無敵を誇る誰かであるが、どこかをどうこうされてはひとたまりもない。なにせどこかがブランブランになっているのである。


    「なんとか、かんとか、なんとかである。だが、なんとかはなんとか！　人間たちよ、なんとかするがいい！　ワハハハ！」


    　誰かはそう言い残し絶命した。


    　しかし勝った誰かも気力と体力となにかを使い果たしていた。


    　自みずからの死となにかを悟った誰かは、従者であるノリオの先祖、ノブユキに神々より授さずけられしなにかを託し、こう言った。


    「ウッ……なんとか、かんとか……はぁはぁ……なんとか、かんとか、ならば、なんとかはなんとかであろう。最後にノブユキよ。………………み、水……なんとかかんとか、ぐはっ」


    　ノブユキは託されたなにかをどこかしらに埋め、目印としてなにかを置いた。ノブユキの一族は伝説のなにかを受け継ぐに相応ふさわしい、次の英雄が現れるまで、代々なにかを守り続けているのである。


    



    「おい！　伝説とはいえ、ぼんやりしすぎだろ！　せめて英雄の最後の言葉ぐらい覚えといてやれよ！　あと水はどうしたんだよ。欲しかったんじゃないのか？」


    　ルディもこれにはつっこまざるを得ない。


    「ノリオ一族、記憶力ニ自信ナイ、ナニカ。水ヲ持チ歩カナイタイプノ、ナニカ」


    　ノリオはまったく悪びれることなく言う。


    　まったく曖あい昧まい模も糊ことしているが、とにかく、伝説のアイテムがどこかに眠っているらしいとの言い伝えだ。


    　神々より授けられしなにか。誰かを倒すことさえ可能ななにか。


    　それがなんなのかはわからないが、ここはそれにかけるしかない。こんなものに頼りたくないが、他に手立てもない。


    「それほしいのさぁ。ノリオ、どこにあるの？」


    　ネネはノリオのぷっくりと出たお腹を撫なでまわしてご機嫌を取る。


    　それをうっとうしそうにはねのけるノリオ。


    　まったくご機嫌取りに成功していない。そもそもノリオに機嫌の概念があるのかすら、わからない。感情の読めない小さな目で、コーポ勇者の住人たちの顔をひとりずつ確認して回る。


    「オマエト、オマエト、オマエ、ツイテ来イ」


    　ノリオは短い指でルディ、ナディーネ、ネネを指さす。


    　おそらく伝説のなにかを授さずけられる可能性のある勇者を選抜したのだろう。


    　……ただ適当に選んだだけかもしれないが。


    「よーし、なにかを手に入れて、エリたんなんか、なにかで頭をなにかして、一撃でどうにかしちゃうのさぁ！　やるぞぉ！」


    　ネネは高々と拳こぶしをあげ、みんなを鼓舞するが、こんなにぼんやりとした鼓舞では「おー」とは言いづらい。


    　とにかく、こうしてエリたんとの勝負の行方ゆくえはノリオの手にゆだねられたのだった。


    



    　ノリオについて歩くこと数分。


    　ルディたちはコーポ勇者から歩いて数分の小学校を訪れていた。


    　ノリオは校門をくぐると、校舎ではなく、グラウンドへと向かう。


    　すでに放課後なのか、子供たちが歓声をあげながら楽しそうに駆け回っている。とても伝説のアイテムが眠っているとは思えない。


    「おい、ノリオ。本当にここでいいのか？　タイムカプセルじゃねーんだから」


    　ノリオはルディの問いに答えない。現在地を確かめているのか、頻ひん繁ぱんにあたりをきょろきょろと見まわしたり、なにやら鉄棒の匂においを嗅かいだりと忙しそうだ。


    「ほら、きっと学校ができる前にここに隠したんだよ。古い時代にはこの辺りも荒野だったから……」


    　ナディーネがノリオの代わりに自分の推測を述べるが、言ってる本人も疑念たっぷりなのだろう、どこか不安げだ。


    　結局、ノリオはグラウンドを通り抜け、体育館の裏へと歩を進める。


    　ぽつんと置かれた百葉箱と、焼却炉。小学生の姿も見えず、ひっそりとはしているが、神々から授けられしアイテムが眠る場所としてはあまりにもタイムカプセルっぽさがすぎる。


    「伝説ノ、アレ、ココニ、眠ル」


    　ノリオが短い腕で指し示した先。百葉箱と焼却炉の間。


    　そこにはたしかにあった。


    　──伝説のなにかが。


    　大型のサーベルタイガーほどの大きさの岩、その形もどことなく、身体からだを丸めた獣けもののように見える。その背をひと突きして大地に串くし刺ざしにしたかのように金属製の棒が伸びている。


    　見えている部分は柄えで残りは岩の中に埋まってしまっている。おそらく柄になめした皮などを巻いて使っていたのであろうが、すでに風化してしまったのだろう。むき出しの鋼はがねが鈍い光を放っている。


    　柄だけではその全体像はつかめない。ロングソードだろうか、メイスだろうか、あるいは、ウォーハンマーだろうか……。


    　何年前からこの状態なのかわからないが、不思議なことに錆さびひとつ浮いていない。


    　やはりなにかしら人知を超えた力が秘められているのか……。


    「抜ク、パターン、選バレシ奴やつ、抜ク、パターン」


    　ノリオは岩に突き刺さったなにかを指さして言う。


    　間違いない。ノリオの言う通り、これは抜くパターンだ。


    　ノリオの守っていた武器などさほどほしいと思っていなかったルディだが、現物を目の前にして心変わりしていた。ルディのロングソードは広く流通しているマスプロダクト製品。やはり勇者たるもの普通の販売経路では手に入らない一品物を持っていたいものだ。格好いい武器でセルフプロデュース。その情熱がよみがえってくる。


    　やはりその気持ちはネネも同じであった。


    「私が一番っ！　ノリオは私のペットだから、私が一番なのさぁ」


    　ネネがまっすぐに手をあげて、懸命にアピールする。


    　おそらく先に抜かれて、取られたくないのだろうが……。


    　──おっちょこちょいさんめ。


    　ルディは思う。ネネは抜くパターンをわかっていない。抜くパターンではまず力自慢がチャレンジして、失敗し、その後、選ばれし者が抜くのだ。こんなことはネネも勇者専門学校の授業で習ったはずなのだが……。テンションがあがりすぎて忘れてしまっているのだろう。


    　──ならば力持ちの役割を演ずるがいい。


    　ルディは快くネネに先を譲ゆずる。


    　ルディのそんな思いを知ることもなく、ネネはぶんぶんと腕を振り回して、意い気き揚よう々ようと伝説のなにかの柄えを握る。


    「よーし、やってやるのさぁ」


    　ネネは足を岩にかけると力いっぱい、柄を引っ張る。


    　金属と岩がこすれ合う鈍い音。


    　岩に亀き裂れつが入りぱらぱらと石片がこぼれ落ちる。


    　ゆっくりとではあるが、柄が動いているように見える。


    　まさか……。一発目で抜けちゃうのか？


    　ネネは両手で柄をつかんで強引に左右に揺さぶり、足で岩の割れ目を蹴け飛ばしまくる。


    　なんともスマートじゃない抜き方。


    　抜くパターンではこういった野蛮なスタイルでは絶対に抜けない。選ばれし者がすっと抵抗もなく抜くはずなのだ。


    　そのはずなのだが……。


    　柄の先が岩の中から少しずつ姿を現している。


    　柄の部分よりも先、少し太さを増した金属が見えてきた。柄の先にも刃はついていない。メイスかハンマー、もしくはアックス系かもしれない。


    　ネネが選ばれし者なのか。やはりノリオとの出会いは運命に導かれた必然だったのか。


    　ネネは近くにあった小石を手に取り、ガシガシ岩を殴って亀き裂れつを大きくしている。


    　もはやまったく選ばれし者感はないが、かなり強引なスタイルで、岩から引き抜かれる伝説のなにか。


    　ルディはどうも納得がいかないが、しかし順番を譲ゆずったのも事実、ここは見守るしかない。


    　ゆっくりと引き抜かれ、その姿を現すなにか。


    　柄えの先は徐々に太くなり、そして緩ゆるやかにカーブしている。


    「ううんっ！　ぬぬぬぬっ！」


    　ネネが渾こん身しんの力を込め、さらに引っ張る。


    　さらに姿を現すなにか。柄から離れるにつれ、どんどん太さを増していたが今度は逆に細くなっていく。そしてさらにカーブは強くなり、もはやＵターンしている。巨大な「？」のような形状だ。


    「うぉおおおおお！」


    　ネネが全体重をかけ、ついに岩から完全に引き抜く。


    　ようやく伝説のなにかが全ぜん貌ぼうを露あらわにした！


    　それは……まさに……いわゆる……なんだ？　結局なんなんだ、これは？


    　ルディは引き抜かれたそれをじっくりと観察する。


    　太くなったり細くなったりを繰り返しながら湾わん曲きよくしている金属の棒。その先には変な紐ひもがついている。


    　大おお雑ざつ把ぱに表現すれば、太さがまちまちなクエスチョンマークの先に紐が垂れている、そんな形だ……。


    　──で、なに？


    　よくわからない伝説によって守られてきたなにか。それは直接見てもなんなのかさっぱりわからないのであった。


    「やったさぁ！　手に入れたよぉ」


    　誇らしげに高々と掲げるネネ。


    「ネネちゃん。それなに？」


    　やはりナディーネにもそれがなんなのか理解できないようだ。


    「伝説のなにかさぁ！」


    「なんに使うのかな？」


    「伝説のヤツなんだから、武器に決まっているのさぁ！　とうっ！」


    　ネネが伝説のなにかを振り回し、先ほどまで伝説のなにかを守っていた岩を打ちつける。


    　ビンヨヨーンとヘンテコな音を立てて跳ね返されてしまった。


    　岩には傷ひとつついてない。


    　神々の戦いに使用されたといわれるものだ。そのへんの岩など粉々に粉砕してしかるべきなのだが……。


    「ネネちゃん。使い方が違うんじゃないかな」


    　ナディーネはその様子を見ながら、不安そうに言う。


    「どりゃああ！」


    　ネネはなにかが槍やりの一種だと考えたのか、地面と平行に構えるとまっすぐに岩を突いた。


    　──ビンヨヨーン。


    　再び力が抜けるような音を立て、岩にはじき返される。相変わらず傷ひとつついていない。


    「なんなのさぁ、ビンヨヨーンって！　ノリオ、これどうやるの？」


    「チョット、貸シテミロ」


    　ノリオはネネから伝説のなにかを受け取る。


    　短い手でそれを握ると、静かに目を閉じる。


    「ノリオノ先祖、力貸セ、ノブユキ、フサオ、アキオ、キハチ、タダヒサ、ホイットニー、ケンイチ……」


    　祈りを捧げるように、それを天に向かって高々と掲げるノリオ。


    　かっと目を開くと、一気に岩に向かってまっすぐに振り下ろす！


    　──ビンヨヨヨーン。


    「ビンヨヨヨーンじゃん！　先祖が力貸してないのさぁ！」


    「ノリオト先祖、ドライナ関係」


    　ノリオはまったく悪びれた様子はない。


    　結局は自分たちで考えるしかなさそうだ。


    　まったくジャンル分けしようのない形状。捉とらえどころがないが、やはり先端にぶら下がっている紐ひもが気になる。


    「ネネ、もしかしたらその紐が持つ部分なんじゃないか？　握ってるところは柄えじゃなくて、紐を持って、鎖くさり鎌がま的に使うとかさ？」


    「ルディ、それなのさぁ。なんだぁ。反対に持ってたのかぁ」


    　ネネはぶら下がっている紐を握り、伝説のなにかを頭上で振り回しはじめる。


    　ぶんぶんと風を切り高速で回転するなにか。


    　その回転はさらに速度を増し、ようやく武器らしくなってくる。


    「おおっ、いい感じなのさぁ」


    　ネネがそう言ったときだった。


    　ネネの手を離れ、なにかが飛んでいってしまう。


    　体育館を越え、グラウンドの方へと消えていく。


    　──ビンヨヨヨーン。


    　遠くでなにかにあたったのか、例の音がする。


    「わああ！　大変っ！」


    　ネネが全力ダッシュでなにかを取りに駆け去っていく。


    　どうやら鎖くさり鎌がまとして使用するものでもないようだ。


    　いったいどうやって使うのか……。


    　ルディが考える間もなく、すぐにネネが戻ってきた。


    　息を切らしているが、手には例のなにかが握られている。


    「校務員さんの頭に当たってすごく怒られたのさぁ！　『こらー、学校でビンヨヨヨーンするんじゃない！』って。変なアドバイスしないでよぉ」


    「そんなこと言われても知らねえよ」


    　怒られただけですんでしまうとは……。


    　校務員さんに怪け我ががなくてよかったのだが、伝説の武器であることを考えると、それはそれで問題である。


    「ネネちゃん。直接攻撃する武器じゃないのかもしれないよ。魔法系のアイテムなんじゃないかな？　魔力が込められたロッドとか？」


    「それなのさぁ！」


    　ナディーネの言葉にぱちんと手を打つ。


    　両手でなにかを握りしめると、じっと睨にらみつける。


    「火の玉出ろ、稲いな妻ずまみたいのも出るのさぁ、えいっ！」


    　ネネは念じ終えると、伝説のなにかを振るう。


    　残念ながら火の玉も、稲妻も放出されない。


    　結局、何事も起こらないかと見えたが……。


    　よく見ると、伝説のなにかの先端からなにかが出ている。


    　紫と緑の中間のような色の粘液。


    　先端についている紐ひもをつたって、地面にぽとりぽとりと滴したたり落ちる。


    「なにかからなにかが出たのさぁ！」


    　もうやればやるほどなにがどうなっているのかわからなくなる。


    　この粘液はいったいなんの効果があるのか？


    　ルディは恐る恐る滴り落ちた粘液に顔を近づけてみるが……。


    「くさっ！」


    　謎なぞの粘液は大変な悪臭を放っていた。


    「おい、ネネ、回復するかもしれない。塗ってみたらどうだ？」


    「ルディ、なに言ってるのさぁ！　絶対やだよ！」


    「いける、いける。ネネならいける」


    「こんな気持ち悪い棒から出た液なんか、塗りたくないのさぁ！」


    　もう伝説のなにかを気持ち悪い棒呼ばわりだ。


    「おい、ノリオ、塗ってみろ」


    「ノリオノ肌、敏感！　イワユルヒトツノ赤チャン肌！」


    　ノリオはきっぱりと拒否。


    「お前の肌のコンディションは知ったこっちゃないが、せめてこれがなんなのか教えろ、お前が案内したんだろ。なにか伝説は残ってないのか」


    　そもそもノリオがこれを授さずけようとしたのだ、ルディとしては最後まで責任を取ってもらいたい。


    「ツイテ来イ」


    　ノリオはそう言うと、さらに体育館裏を進む。


    　歩くこと、数歩。ノリオの足はすぐに止まった。


    　先ほどの岩のすぐ近く。


    　羊よう皮ひ紙しの巻物が半分ほど小さな岩に埋まって顔を出している。


    「伝説ノ取トリ説セツ」


    「取説は岩に刺さなくてもいいだろ！」


    　ルディは思わずつっこむが、そもそも相手はノリオ。なにを言っても仕方ない。


    「抜クパターン」


    　ノリオはまったく気にする様子はない。


    　伝説のなにかを見事抜いたネネが再び、抜くパターンに挑む。


    「うおおおっ、私に伝説のなにかの取説を授けるのさぁ！」


    　気合いを入れるほどではなかった。


    　あっさりと抜ける取説。


    　さっそくネネは羊皮紙でできた巻物を広げる。


    　ルディとナディーネも顔を寄せて覗のぞき込む。


    



    　このたびは伝説のなにかをお引き抜きいただき、まことにありがとうございます。


    　以下のような状況での伝説のなにかのご使用は…………。


    



    　残念ながら、長年風雨にさらされたせいで、伝説の取説は文字がかすれ、ほとんど読むことができなかった。


    「おい、結局、なんだかわかんねーじゃねーか！」


    　ルディがノリオを睨にらみつけるが、ノリオののっぺりとした顔にはなんの変化もない。一切反省していないようだ。


    　残念ながら、これ以上、ノリオから伝説のなにかについての情報を得ることはできなさそうだ。結局は徒と労ろうに終わってしまったようだ。


    　しかしネネはまったく徒労とは思っていないようで……。


    「これがなんなのかなんて関係ないのさぁ。大事なのは伝説のヤツってことなんだよぉ。やっぱり勇者なら伝説のヤツでしょ。これでエリたんなんか一発なのさぁ」


    「なにが、どう一発なんだよ？」


    「これでビンヨヨヨーンってやって、油断したところを、グーパンチさぁ」


    　ネネは拳こぶしを力強く突き出し、実践して見せる。


    　──パンチで倒しちゃうのかよ！


    　ルディはそうつっこみたいところだが、ネネのなんとも嬉うれしそうな顔を見ているとそんな気もなくなってしまう。


    　おもちゃを買ってもらった子供のように目をキラキラさせて……。


    　たしかに勇者にとっては伝説のグッズを手に入れることは大変な名誉。しかも選ばれし者しか抜けないタイプのものであればなおさらだ。たとえそれがなんなのかわからなくても、岩からの抜き方も強引だったとしても。


    「よーし、私はやるさぁ。これを授さずけてくれた、伝説のなんか知らない奴やつのためにもぉ。やるぞぉ、おおっ！」


    　ネネは雄たけびとともになにかを高々と掲げる。


    　その瞬間、なにかの先端から再び粘液が飛び出す。


    　こうして活躍を誓ったと同時にネネは粘液まみれになったのであった。
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    　海辺の塔はルディたちが訪れた漁村、ヴェレドルフ村から海岸に沿うようにさらに半日ほど南下した位置にある。


    　先史時代の灯台であったとの伝説があるが、現在ではモンスターの住すみ処かとなっている。出現するモンスターがそこそこ手強いことから、初級から中級を目指す勇者たちの腕試しの場として人気である。


    　海から切り立った崖がけの上に孤独に屹きつ立りつする、石造りの塔。そのいかにも冒険したくなるフォルムも勇者たちに好評だ。


    　エリたんとコーポ勇者住人による、海辺の塔の頂上にどちらが早く到達するか競争。


    　売れない勇者と売れっ子アイドル勇者のプライドを賭けた戦い。であったが……。


    　競争開始と同時に揉めに揉めていた。


    「ちょっと、なにやってんの、あんたたちっ！」


    　塔の入り口からすぐ、一階から二階へと伸びる急こう配のスロープ。そのスロープのふもとでエリたんがカンカンに怒っていた。


    「別になにやっても自由なのさぁ」


    　そう言葉を返すネネ、そしてヴォルフ、クリストフの三人はスロープを上り切った先、スロープの一番上で行く手を阻むように完全に防御に特化した布陣を敷いている。


    　クリストフとヴォルフは木の盾たての両手装備。耳かき的についつい買っちゃった木の盾をフル装備で、バリケードを作っている。


    「なんでいきなり妨害工作してるの！　こんなのズルだからねー、エリたん認めないよ！」


    　エリたんはネネたちめがけて、急こう配のスロープを駆け上がろうとするが、足を滑すべらせ、転倒する。転倒する度たびにツルツルとスロープの一番下まで滑り落ちる。


    　エリたんが雇った戦士たちも、エリたんに続けと坂を駆け上がるが、結果は同じ。


    　一階と二階をつなぐ石いし畳だたみのスロープ。そのスロープはツルツルの坂と化していた。


    「わははははっ！　おもしろーいのさぁ！　こんなのバラエティ番組で観たことあるのさぁ」


    　スロープの上に陣取っているネネがはしゃいだ声を上げる。


    　その姿は木の盾に隠れ、エリたんからはほとんど見えないことだろう。


    　木の盾の上からかすかにのぞくネネの右手。


    　その手に握られているのはノリオに授さずけられし、伝説のなにかだ。


    　伝説のなにかは木の盾のバリケードの上から粘液を吐き出し続け、スロープに粘液がしたたり落ちる。


    　結果、急こう配のスロープは粘液の急流状態。


    　まさにバラエティで目にするツルツル滑る急坂そのものだ。


    　アイドル勇者からマルチタレントへと活躍の場を広げているエリたんではあるが、ツルツル坂は初体験のようで、何歩か石畳のスロープを上っては、すてーんっと綺き麗れいに尻しり餅もちをついて、脚を上にした状態で、スロープを滑すべり落ちる。


    「もうっ！　馬ば鹿かじゃないのっ！」


    　悔しまぎれに、エリたんは石を拾って投げつけるが、木の盾たてのバリケードがそれをはじき返す。エリたんのパーティーもそれにならって投石するが、やはりなんの効果もない。


    「邪魔し合うにしても、先を進みながらでしょ！　お互いにここから動けないんじゃ、いつまで経っても終わらないじゃん！」


    　エリたんの猛抗議にも涼すずしい顔のネネたち三人。


    　それも当然、そもそも三人の目的は最初から足止めなのだ。


    



    　対決の前日、つまりは昨日の夜。


    「こうなったら、ズルするしかないね」


    　そう言い出したのはアーニャだった。


    　アーニャが考えたズルはこうだ。まずメンバーを二班に分ける。


    　一班はネネ、クリストフ、ヴォルフの三人。二班はルディとナディーネである。一班は普通に海辺の塔に向かい、二班は別動隊として、乙女おとめ島へ。


    　一班がエリたんを足止めしている間に、二班がドラゴンを説得し、背に乗せてもらい、空から、一気に塔の頂上を目指す。そしてアーニャは自宅待機。


    「連絡要員が必要だから」


    　とのことだが、おそらくただのサボりである。


    　ズルに関して、アーニャの右に出る勇者はいない。たぶん左に出る勇者もいない。出たがる勇者すらいないのだ。


    



    　こうして、競争はいきなりの膠こう着ちやく状態。ネネはひたすら粘液を流し続け、クリストフとヴォルフは木の盾でひたすら防御。


    　もしエリたんのパーティーに上位レベルの魔法使いがいれば、木の盾ではとても防ぎきれなかったろう。しかし、アーニャはそれはないと予想していた。


    　エリたんはコーポ勇者の面々を舐めきっている。高いお金を払って、魔法使いなど雇うはずはない。比較的安い戦士を中心としたパーティーを組むと考えたのだ。


    　予想通りエリたんのパーティーは戦士、戦士、そして回復の専門である僧そう侶りよ。案の定、魔法使いはいない。


    　どうにかしてツルツルスロープを突破するしかないのだ。


    　エリたんは助走をつけて粘液のスロープを駆け上がるが、中腹ほどでステンと綺き麗れいに転び、頭から滑り落ちていく。


    「さすが、有名アイドル勇者、リアクションも最高にキレがあるねえ」


    　クリストフはその姿に惜おしみない賛辞を送る。


    「うるさい。エリたん、こういうの事務所ＮＧなんだからねー。そもそもあんたら、塔クリアする気ないでしょ！」


    「さあ、どうかな」


    　クリストフがとぼけた返答をするが、エリたんの指摘の通り、ネネたちは塔の頂上など目指していない。なんだったら、これ以上進む気すらない。


    「塔をクリアするスピードを競ってるんだから。邪魔だけしてクリア目指さないのはズル！」


    「そんなルールなかったさぁ。あとからそんなの言うのこそズルなのさぁ」


    　エリたんが自分のパーティーとネネたちとの間の実力差を過信して余裕を持ったことも、このツルツルバラエティ作戦に幸いした。


    　ネネたちの一班は海辺の塔の入り口に到着するなり、猛ダッシュを開始、エリたんはいつでも抜けると、それを余裕の表情で見送ったのだ。


    　おそらく、競争開始からずっとリードをしっぱなしではつまらないと思ったのだろう。苦戦するネネたちをしり目に、悠ゆう然ぜんと抜いていく姿を見せつけたかったのだ。


    　しかし、その目もく論ろ見みは大きく外れ、スタート地点で転び続けるエリたん。


    　ツルツル坂に打つ手なしである。


    「そもそも、あのルディとか言うヤツはどこにいったのよ。あいつと私の対決でしょ！」


    「そっちから見えないだけで、ちゃんといるのさぁ。ねえ、ルディ」


    「ウホッ、俺、イル」


    　ネネに促されて、木の盾たての隙間からちらりと顔を出す自称ルディ。のっぺりとした雑なデザイン。一応、ルディの普段着を着てはいるが、完全にノリオである。


    「別人じゃん！　って言うか、なにその生き物！」


    「ルディに扮ふんするなにかさぁ」


    　平然と答えるネネ。


    「自分で扮するって言ってるしっ！　どうせ、くだらない作戦を考えてるんでしょ！　でもエリたん、負けないんだからねっ、こんなツルツル坂、すぐに突破してやるんだから」
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    　その頃、本物のルディは乙女おとめ島に上陸したところだった。


    　一班と同時にコーポ勇者を出発して、すでに数時間が経過している。


    「無理して、怪け我がをしていないといいけど」


    「大丈夫だろ。あいつら、そもそも無理をしないタイプだし。ズルするだけだし」


    　ルディとナディーネは島の山頂にある乙女のほこらを目指す。


    　目的はドラゴンと再会することだ。


    　アーニャの推測ではあのドラゴンが島を訪れたのは乙女おとめのほこらに参るため。乙女じゃなくておばさんだったとしても、ドラゴンは自分に恋をした人間へ深い想いを持っているのではなかろうか？　ドラゴンの心の機微は人間に理解できるものではないが、とにかく弔ちよう意いに似た感情を持っているのではないか……。


    　ゆえに当分はあのほこらの周りで過ごしているであろうと考えたのだ。


    　そしてその推測通りドラゴンはいた。


    　ほこらにむかって長い首を垂れ、動かない。ドラゴンにそのような風習があるのかわからないが、まるで祈りを捧ささげているかのように見える。身を投げたのではなく、天寿をまっとうしたとはいえ、親しかった者のほこらには変わりはない。


    　ここまではアーニャの読み通りにことは運んでいる。


    　──問題はここからだ。


    　ルディとナディーネはドラゴンの背に乗せてもらうことを交渉しなければならない。


    　ドラゴンは一般的に非常に気難しい性格であるとされている。しかも意思を読み取るため一切の嘘うそやブラフは通用しない。そのことはつい先だって体験したばかりである。


    　だからこそドラゴンに乗って空を舞うことが可能なのは、一部の上級の勇者だけなのである。


    　ルディもドラゴンを駆って空を舞った勇者の伝説を耳にしたことはある。


    　いずれの伝説でも勇者はドラゴンとの闘いで自みずからの力が上であることを示していた。そしてドラゴンが力を貸す大義名分があった。


    　世界の秩序を守るためであるとか、そういった理由が……。


    　決して、リモコンの取り合いから発展した喧けん嘩かに勝ちたいからではなかった。


    　──厳しい交渉になる。


    　ルディとナディーネの勇者袋はドライタイプの猫用のエサ、いわゆる猫のカリカリで満たされている。それ以外に持っているアイテムはヴォルフの部屋からくすねてきたひのきのぼうが二本。


    　ドラゴンが猫のカリカリが好きかどうかはわからない。しかし、これがルディたちが用意できる精一杯の手て土産みやげなのだ。


    　静かにドラゴンに近づくふたり。黙とうの終了をひと言も発することなく、じっと待つ。


    　ルディは待ちながら作戦を考える。


    　──ひのきのぼうはここでは使わない。交渉の武器はカリカリだけだ。カリカリを出すタイミングで勝負するしかない。ここはもったいぶらずに最初に全部見せて、これが精一杯だと正直に言おう。食い物で釣ろうとしてるんじゃなくて、これは誠意の表れだと説明しないと……。あとは土下座しかない。ドラゴンにとって土下座に意味があるのかわかないが……。


    　数分後、ドラゴンは黙とうを終え、首をもたげる。


    　グルルルと小さく唸うなり声をあげると、ふたりを見下ろす。


    



    　──　また会ったな　　　若き者よ　　　前にも言ったが


    　我は　　人の　　　　　　　　　　　　　　意識を　　　　　　　　読む


    　　　　　　黙とうの間　　静かに　待ってくれたのは　　　殊勝なことだが


    　その間　　考えている　作戦が　　　　ダダ漏もれだ


    　　　　ドラゴンは　　　　　　カリカリを　　　　　　　　食べない──。


    



    　そうだった！　ルディはドラゴンが意識を読むことは十分に承知していたつもりなのだが、だからといって思考を停止することはできない。


    　しかも黙って待っているだけの時間になにも考えないことなど、高位の僧そう侶りよでもないかぎり不可能だ。


    「ということは、全部お見通しってことか……」


    　ルディはカリカリの詰まった袋の口を空け、ドラゴンに差し出す。


    「すみません、ドラゴンさん。勝手なお願いだとはわかっているのですが、私たちすごく困っているんです。どうかお願いします」


    　深々と頭を下げるナディーネ。


    　意識を読み取ることができないルディでも誠心誠意お願いしていることが伝わってくる。


    　その様子をじっと見つめるドラゴン。


    



    　　──　ルディとナディーネと言ったか　　　頭をあげて　　我を見よ──。


    



    　ドラゴンの意識が流れ込み、慌てて顔をあげるふたり。


    　じっとドラゴンの顔を見つめる。ドラゴンもまたふたりの顔を交互に見つめる。


    



    　──　ほほう　　　やはり　　　　そうか　　　珍しき者よ


    　　　　　　　　汝なんじらの願いとあらば　　　　　　　叶かなえねば──。


    



    　ルディにはドラゴンの伝えようとしたことの意味はわからない。しかしドラゴンが笑ったようにも見えた。


    　ドラゴンはゆっくりと顔を下し、ルディの差し出した袋ふくろに鼻先を突っ込む。


    　カリカリを食べた！


    　猫であれば、肥満で死ぬレベルの量だが、一気にひと飲みである。全然カリカリしていない！


    　結局、食うのかよ。最近の猫のエサはクオリティが高い。ルディが見ても、懐ふところが寂しいときなどは、これでもいいか、と思ってしまうほどだ。やはりドラゴンにすらそのクオリティは通用するのだ。


    



    　──　若き勇者よ　　　いま　　　結局　　カリカリ食べるんじゃん　と思ったな


    　　それは違う　　　これは契約の　　　成立を　　示したまでのこと


    　ドラゴンは　　差し出された供く物もつを　　　　受け取って　　　　契約する。


    　　　カリカリを　　　　食べたいからではない──。


    



    　またしても叱しかられてしまったルディ。


    　しかし重要なことはそこではない。ルディの脳のう裏りにたしかに響いた契約成立との言葉。


    　つまりは……、ははーん。


    「なるほど、では、乗せてくれるんですね。ありがとうございます！」


    　ドラゴンがルディの問いに大きくうなずく。


    



    　──　若き勇者よ　　　そんなこと言って　　本当はカリカリ食いたいんだろうな


    　　　　照れ隠しかな　　　とか　　　思うんじゃない！


    　　若き勇者よ　貴様　　態度と　　考えてることの　　　　　　差が　　　酷いぞ


    　　　本当に　　　ダメだぞ　　　　　　　ドラゴンじゃなくても　　　伝わるぞ


    　　マジで　　噛かんだろか！　──。


    



    　ルディに向かって威い嚇かくするように牙きばをむく。


    　鋭するどく巨大な牙。もし本気でひと噛みされたら、腕の一本くらいは簡単に持っていかれてしまうだろう。


    　ルディはなるべく余計なことを考えないように努める。こういうときはお母さんのことを考えるに限る。変なタイミングで勃ぼつ起きしちゃったときと同じスタイル。ひたすら母親の顔を思い浮かべるルディ。


    　ドラゴンはそんなルディをあきれたような表情で一いち瞥べつすると、身体からだをぐっとかがめ、畳たたんでいた巨大な翼を広げ地面へと下す。


    



    　──　急ぐのであろう　　　　乗るがいい　　　ズルき勇者たちよ──。


    



    　ルディとナディーネは翼に手をかけドラゴンの背によじ登る。


    　ふたりが乗ったことを確認するとゆっくりと立ち上がるドラゴン。


    　ルディはドラゴンの首に手を回し、ルディの背をナディーネが抱く。


    　ドラゴンは翼を大きく持ち上げると、勢いよく羽ばたく。嵐あらしのような風、舞い上がる砂すな埃ぼこりでルディの視界がゼロになる。


    　しかし、ルディの視界はすぐに開けた。ドラゴンが舞いあがり、砂埃を突き抜けたのだ。


    　風を切り、旋回しながら、上昇するドラゴン。


    　これまでに見たことのないパノラマが広がる。


    　眼下に広がるキラキラと輝く海。乙女おとめ島の全ぜん貌ぼうも一望できる。


    「すごい。綺き麗れいだね」


    　思わず感嘆の声をあげるナディーネ。


    「しっかり捕まってろ。落ちたら死ぬぞ」


    　ルディも本当はその光景に感動しているのだが、どうにも照れくさくて、こんな台詞せりふになってしまうのだった。
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    　エリたんは、いまだ一階と二階をつなぐスロープで転び続けていた。


    「いつまでこれやるのっ！　いい加減にしないと、エリたん本気で怒っちゃうんだからね！」


    「俺トノ戦イ、ソウ簡単ニハ、終ワラセナイ」


    　偽にせルディことノリオがキリッとした表情で答える。


    　さすがにノリオに反論する気が起きないのか、エリたんはそれを完全に無視。代わりにヴォルフに話しかける。


    「ちょっと、眼鏡のあんた。私推おしでしょ。この状況、かわいそうだと思わないの」


    「うっ……」


    　明らかに動揺したヴォルフにエリたんは活路を見み出いだしたようだった。


    　急に眼がキラキラと輝き、声も甘くかわいく変化する。


    「ねえ、眼鏡くーん。エリたん、助けてほしいなー。その馬ば鹿かの娘こから、変な棒取り上げてくれたら、エリたんすっごく嬉うれしいなー。もしかしたら嬉しさのあまり、眼鏡くんにチューしちゃうかもー」


    　粘液まみれになりながらも、エリたんのぶりっ子力はいささかも衰おとろえない。


    　唇くちびるでキスの形を作り、ヴォルフに向かって、〝きゅぴーん〟と効果音でも鳴りそうな、ウインクする。


    　いつものヴォルフであれば、確実に裏切っていたであろう。


    　ヴォルフはじっと身体からだを固くして、動かない。


    「どうしたの、眼鏡くーん。エリたん早く助けてほしいなー」


    「僕は………………」


    　眼鏡の奥の瞳ひとみがじっとネネの持つ伝説のなにかを見つめている。


    「まさか、ヴォルフくん」


    　もしものときに備えて、クリストフがヴォルフに向かって身構える。


    「大丈夫なのさ。私は、ヴォルフを信じているのさぁ。ヴォルフはそんな人じゃないよぉ。港でヴォルフが言ってたさぁ。人を見た目で判断しちゃいけないよぉって。あのとき、ヴォルフいっぱい喋しやべってて、格好いいこと言ってるなぁ、って思ったのさぁ。なんだったかな……そうそう、〝僕はエリたんを裏切らない〟って！」


    「じゃあ、ダメじゃないか！」


    　クリストフが目を丸くしている。


    「そっかぁ!?　でも、大丈夫さぁ。あんなに熱い気持ちがある人は、信じていいのさぁ」


    　ネネの言葉が胸に届いたのか、ヴォルフは小さく身を震わせる。


    「僕は……僕は……たったいま、他界した！」


    　他界とはエリたんファンの中では、ファンを辞めることを意味する。つまりヴォルフはエリたんのファンを辞めたことを宣言したのだ。


    「ちょっと、あんた、本人の前でなに言ってるの。エリたん、ショックなんだけど」


    　しかしエリたんの言葉はヴォルフの耳に届いていない。


    　ヴォルフは自問自答するように言葉を続ける。
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    「僕は現実のエリたんと接して、正直、自分の幻想のエリたんとのギャップに戸惑ってた。現実のエリたんは、僕の幻想のエリたんとは違う。これは仕方がないことなんだ。そして、僕が推おしていたのは幻想のエリたん。僕が裏切らないのは、幻想のエリたん。幻想のエリたんはこんなとき、仲間を守るべきだって言う。だから現実のエリたんを推すのをやめる！」


    　ヴォルフは力強くそう宣言した。


    「いいのかい？　他が見つからないと辞められないって言ってたのに」


    　クリストフの言葉に深くうなずくヴォルフ。


    「いいんだ。エリたんは僕の心の中で永遠に生き続ける。本物じゃなくて幻想のエリたんだけど。それに……見つけたよ。次に推す存在を」


    「え、いつの間に？」


    　クリストフに大きくうなずきかけるヴォルフ。


    「僕は……これからネネを推す！」


    　そう言うと、ネネに向かって、びしっと親指を立てて見せる。ヴォルフの顔に浮かぶ、迷いのない爽さわやかな笑顔。


    「ええっ、私ぃ？　アイドルじゃないよぉ」


    　いきなりの展開にネネが全力でびっくりする。びっくりした拍子で伝説のなにかの先っちょから、ちょっと多めに粘液が出たほどだ。


    「いいんだ。エリたんと会って、僕は気づいたんだ。僕がアイドルが好きだったのは、傷つくことを恐れたからなんだって。アイドルは現実に触れることがないから、嫌われもしないし、嫌いやなことも言われない。だから傷つくこともない。そういう逃げの部分もあったんだよ。でも僕は逃げない。堂々と自分のハートに正直に、ネネを推す」


    「よくわかんないけど、嬉うれしいし、ヴォルフは立派なのさぁ」


    　ヴォルフは一度大きくうなずくと言葉を続ける。


    「エリたんからすれば僕なんか気持ち悪いし、所詮は財さい布ふでしょ。でもネネは僕を気持ち悪いなんて言わない。それに僕を人間として見てくれているんだ。それにちょっと天然なところも、僕の好きなパターンだし、よくよく見るとお尻しりのラインもいい感じだっ！　もし水着グラビアを出したとしたら、いい感じにハミケツすることだろう。僕が言うんだから間違いない！　僕の予想は裏切らない！」


    　力強く、そして情熱的に語るヴォルフ。


    「……急に気持ち悪く思えてきたのさぁ」


    　しかし、その情熱は完全に裏目に出ていたのだ。


    「あれっ？」


    「友達なのはいいけど、その推すとかいうの？　やめてほしいのさぁ」


    「うわあああ」


    　ヴォルフは推おしを断られてしまった。


    　木製の盾たてのうち二枚がばたんと倒れる。ヴォルフがショックで落としてしまったのだ。


    　ヴォルフにとってアイドルを推すことは、恋愛よりも上位のピュアな概念。


    　それを断られることは失恋よりも辛つらいことなのだ。


    　ゆっくりと粘液の上を滑すべり落ちるふたつの盾。


    　それを見逃すエリたんではなかった。


    　軽やかに跳躍すると、ひとつ目の盾の上に着地、さらに跳躍してふたつ目の盾の上に着地、三段跳びの要領で一気に、スロープの上、二階へと到達する。


    「よくも、よくも、エリたんを馬ば鹿かにしてくれたね……。絶対に許さないんだぞ」


    　エリたんの目が殺意で燃えている。エリたんひとりとはいえ、この三人相手にその殺意をぶつけられたとしたら、ひとたまりもない。


    「やばいねー。本気だね。ネネちゃん、ヴォルフくん。逃げよっか」


    　クリストフはそう言うと、粘液まみれのスロープに飛び込む。


    「ヴォルフも早く。逃げるのさぁ」


    　まだ呆ぼう然ぜんとしているヴォルフの手を引き、ネネもスロープを滑り落ちる。


    　ひっくり返りながら、エリたんの前から急速に遠ざかる三人。


    　普段ならエリたんから逃げることすら難しいが、この方法であれば確実。もし追ったら、もう一度上るのは骨が折れる。しかも、本来のゴールは塔の頂上。どんどん遠ざかっている人間を追う必要すらない。


    「ばーか、馬鹿馬鹿馬鹿、ばーかっ！　お前らなんか、呪のろわれちゃえっ！　すっごいファンシーな小物買って呪われちゃえっ！　なるべく不潔なモンスターに噛かまれちゃえっ！　そして傷口からバイキンが入って、化か膿のうしろっ」


    　アイドルにふさわしくない罵ば詈り雑ぞう言ごんを残し、ネネたちの視界からエリたんの姿が消えていく。


    「甘いよ、呪われるのはとっくにやったのさぁ！」


    　ネネの反撃になっていない抗論は、おそらくもうエリたんの耳には届いていない。


    「まあ、こんなもんでしょ。あとはルディたちに任せるとしようか」


    　クリストフは爽さわやかな笑顔を浮かべてそう言うが、全身粘液まみれ、とても爽やかには見えないのであった。
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    　──ここでいいのだな。　降りるぞ──。


    



    　脳内に響き渡るドラゴンの声。


    　眼下には海辺の塔が見える。このあたりではもっとも高い塔のひとつだと言われているが、それでも頂上はルディたちのはるか下だ。


    　思考を読み取るドラゴンの問いに答える必要はない。


    　ルディの意識が塔の屋上部分の中央に向けられ、あそこに降りたい、と思った瞬間に、ドラゴンは一気に降下を開始する。


    　ルディは胃が浮き上がるような気持ちの悪い感触を覚える。


    　急速に接近する海辺の塔。近くで見ると、やはり立派な塔である。塔の屋上はドラゴンが着陸するに十分な広さを持っている。


    　何度か羽ばたき、降下の速度を殺すドラゴン、ルディが想定した着陸地点に寸分たがわず、強烈な地響きを立てて、太い後ろ足から着地する。


    　エリたんが塔の頂上に姿を現したのは、ルディがドラゴンの背から降りた直後、と言っていいタイミングだった。


    「遅かったな。寝ちゃうとこだったぞ」


    　ルディはギリギリだったことを毛ほども感じさせない態度。ワザとらしく、伸びをしてみせる。ルディは勝ったときはことさら格好をつけるタイプなのだ。


    「は、なんで？　なんなの……」


    　エリたんは口をぱくぱくとするが、次の言葉が出てこない。


    　なぜか先にいるルディとナディーネ。そして、その後ろにはドラゴン。


    　目の前に現れたこの光景がにわかに受け入れがたいのだろう。


    「あの、お久しぶりです」


    　エリたんに向かってぺこりと一礼するナディーネ。


    　このタイミングで？　との疑念は湧わくが、とにかく丁てい寧ねいな性格なのだ。


    　当然ながらエリたんから挨あい拶さつへの返答はない。


    　エリたんの大きな瞳ひとみがくるくると動き、改めて現状を確認する。


    　ルディ、ナディーネ、そしてドラゴン。


    　現状確認を終えたエリたんが絶叫する。


    「ズルだっ！　ドラゴンで飛んでくるのはズルだぞーっ！」


    　手足をバタバタさせて、まさに地じ団だん駄だを踏むエリたん。


    　これぞルディが見たかった光景である。


    「そんなルールあったっけ？　ドラゴンに乗らないなんて決めてないけど」


    　余裕たっぷりに答えるルディ。


    　抑えようにも、自然に吊つり上がる口角。ざまあみろが止まらないのである。


    「そんなの、いちいち決めなくても、ダンジョンのクリアの速さを競争してるんだから、当たり前でしょー。クリアしてないじゃん！　ズル、ズル、ズルーッ！」


    　ルディがエリたんの立場でもおそらく同じことを言ったであろう。


    　しかし、勝てない相手に、勝負の不成立を狙ねらうのが、このアーニャの考えたプランの狙い。


    　勝負をノーカンに持っていけば、それでＯＫなのである。


    「そんなのクリアの定義によるなあ。俺は全然ズルだと思わないけど」


    　ルディはとぼけた口調で言う。


    「勇者の〝いかのおすし〟知らないのー？　いかのおすしの〝お〟、横着しないに違反してるからっ！　勇者としての基本だぞー！」


    「そうかな。俺は横着してないと思うけどな」


    「こんなのノーカンだよー。エリたん認めないからね！　こんなんじゃ、プロダクションに入れてあげないよー」


    　ルディの挑発に乗って、自みずからノーカンを宣言するエリたん。


    　これで目的は達成である。


    「そ、そうですね。ここはノーカンという……」


    　ナディーネの決定的な言葉を止めるルディ。


    　アーニャの考えに従うのはここまで。


    　ルディはノーカンなんかでエリたんを許すつもりはなかった。


    　ルディにはルディの決着のつけ方がある。ルディの袋にはひのきのぼうが二本。ヴォルフからくすねた、エリたん印のひのきのぼうだ。


    　その一本をエリたんに投げて渡す。


    　エリたんはそれを受け取り怪け訝げんな表情。


    「これで決着つけるってどうだ？　プロダクションなんか、どうでもいい。……いや、ちょっとは入りたいけど、今回はそれは別として、お互いがお互いにイライラきてるんだからさ」


    「本気？　エリたんのひのきのぼうって、いろいろなマージンが入って、値段は高いけど、そこそこいいひのきを使ってるから、骨くらいは折れちゃうんだぞ」


    「俺はどっちでもいいけどな。ノーカンでも、決着つけても」


    「もしかして、リモコン競争で勝てたから、勝てるって思ってる？　エリたん、折っちゃうかもー。お前の頭ず蓋がい骨こつ折っちゃうかも」


    　エリたんはそう言うと、すでにひのきのぼうを構え、すっと一歩、右足を出す。


    　ルディはヒリヒリするような圧力を感じる。


    　たしかにリモコンの取り合いとは性質が違う。


    「ルディ。本気？　危ないよ。こんなこと」


    　後方から聞こえるナディーネの声。ルディはエリたんから視線を切らずに答える。


    「ズルだけで、ノーカンじゃ勇者じゃねーだろ。ここは勝負だ」


    「……じゃ、じゃあ、私も」


    「下がってろ、怪け我がするぞ」


    



    　──ここは死んだ目の勇者に任せるがいい。　　　　　この男は


    　　　　　　　　ほのかな　　　　　恋心を　　　　　　よせる　　　　　　　女性の前で


    　　いい格好が　　　　　　　　したいのだ──。


    



    「おい、ドラゴン、変な解説を響き渡らせるんじゃねー！　お前を棒で殴るぞ！」


    　ドラゴンの声というか、意識はその場にいる全員に等しく届いている。


    　──あー、そういうことね。　


    　そう言わんばかりのエリたんの表情。


    「ほら、なんか、変な空気になっちゃったろ！　違うし。そんなんじゃ、ないし！」


    　ルディは顔を真っ赤にしながら、必死に言い訳するが、相手はドラゴン。説得力が段違いである。


    



    　──これは　無ぶ粋すいであったかな　　　　我は　　　人間との　交流に不慣れ


    　　　　　　　　許せよ　　そんなに　　照れるとは　　　　　思わなかった　　


    　　夕陽の如ごとく　　　顔真っ赤な　　　勇者よ──。


    



    「嘘うそつけ、絶対、わかってやってるだろ！」


    　ルディは本当にドラゴンに殴りかかりたい衝動に襲おそわれるが、敵はドラゴンではなく、エリたんである。


    　本当は緊張感のあるギリギリのバトルになるはずだったのに……。


    　なんだか、ヘンテコムードになってしまった。


    「大丈夫だよ。エリたん、恋する男子の骨も折れるタイプのアイドルだから。一番、治りにくいところ折っちゃうねー」


    　エリたんがその弛し緩かんした空気を一変させる。


    　さらに一歩間合いを詰めるエリたん。もう少しでお互いの間合いに入る。


    　そう、照れている場合ではない。


    　エリたんはもろもろ頭にきている。その性悪な性格からしても、一切の手加減はないだろう。


    　このまま照れていては、本当に骨を折られる。


    　ルディはひと呼吸して、気持ちを整えようとした、その時だった。


    　エリたんが一気に間合いに入る。


    　さすがに売れっ子勇者。気持ちを整える隙すきなど与えてくれない。


    　先手を取られたまま、嵐あらしのような連撃を受ける。


    　頭上から、右から、左から、乱れ打ちされるひのきのぼう。どの一撃も殺意のこもった本気の一撃だ。


    　しかし、その攻撃はルディの身体からだには当たらない。


    　あるいは身をかがめ、あるいはバックステップし、あるいは払い落とす。


    　ルディは自分がこれまでにない喜びを感じていることに気づく。


    　実戦モードのエリたん。その攻撃は速く、強く、正確だ。さすが一流のプロダクションに所属できるだけのことはある。ルディにとってはじめて体験するレベルだ。


    　エリたんの攻撃に防戦一方。全神経を研ぎ澄まし、エリたんの攻撃をしのいでいる。


    　いま考えることは、どう防ぐか、それだけ。


    　これまで心に溜たまっていたモヤモヤは、いつの間にか消え去っている。


    　どうやれば、売れるか？　セルフプロデュースがどうだ？　アクセスアップがどうだ？


    　そんなことはどうでもいいことなのだ。


    　やはり勇者の戦いはこうでなければいけない。


    　自分の身体の限界まで、精神の限界まで、才能の限界まで、底の底まで自分を出しつくす喜び。この濃密な時間こそが、自分が勇者になった理由なのだ。


    「なに笑ってんの！　本当に生意気っ！」


    　エリたんの容よう赦しやのない突きがルディの首筋をかすめる。


    　──どうやら、俺は笑っていたらしい。


    　もちろんルディにはエリたんを侮辱するつもりはない。


    　むしろあれほど嫌いやな奴やつだと思っていたエリたんに尊敬の念すらいだいている。


    　あの小柄な体格から、これほどの攻撃を繰り出すためには、どれほどの修練が必要だろうか。


    　エリたんはぶりっ子をして、媚こびを売りながらも、人知れず努力をしてきたのだ。


    　いまルディとエリたんは、ひのきのぼうで打ち合いながら、魂たましいと魂の会話をしているのだ。


    　ひのきのぼうを通じて身体に伝わる衝撃のひとつひとつが濃密なメッセージだ。


    　どれほどの稽けい古こをしたか、どれほどのセンスを持っているのか、どれほどの情熱を持っているのか。これまですごしたすべての日々が一瞬のインパクトに変換されて、ルディの全身を駆け巡る。


    　ならば、次はルディがそのメッセージを伝えなければいけない。


    　売れずに悩む日々、才能を持て余した日々、そしてこの戦いを通じて、本当に大切なことを思い出したこと。それをぶつけるのだ。


    　ルディは攻撃を回避しながら考える。


    　──無呼吸で繰り出される連打。そろそろ限界が来るはずだ。


    　エリたんが呼吸をするタイミングで攻撃が止まる。その瞬間こそ、すべてをぶつけるチャンス。


    　とはいえ、それはエリたんとて承知しているだろう。それを読んで逆手に取られるかもしれない。無呼吸で動き続ける限界に到達するほんの少し前にあえて呼吸をする。そこに釣り出されたルディに一撃を加える。それくらいのことは考えていそうだ。


    　ひのきのぼうとはいえ、あの鍛きたえられた一流勇者の攻撃、一度でもまともに受けたら、本当に骨折しかねない。


    　いずれにせよ、決着のときは近い。


    　そして、ついにその瞬間はやってきた。


    　エリたんが大きく息を吐き、ひと呼吸する。一瞬止まる攻撃。


    　──いまこそすべてをぶつけるとき。


    　ルディは一気に間合いに入り、ひのきのぼうを一いつ閃せんする。


    　しかし、ルディの一撃は空を切る。


    　エリたんはやはり余力を残していた。大きく空いたルディの胴にエリたんのひのきのぼうが打ち据えられる。


    「ぐうっ」


    　ルディはよろよろと後ろに下がり、片かた膝ひざをつく。


    「ふふふ、やっぱり経験の差かなー」


    　エリたんはそう言うと、ひのきのぼうをぴたりとルディの首筋にあてる。勝負あり。誰もがそう思う光景のはずだった。


    　突如としてルディが立ち上がり、エリたんの胴へとひのきのぼうを打ち込む。


    　エリたんはなんとか、身をかわそうとするが、油断していために動きが遅れ、間に合わない。


    　ルディのひのきのぼうがエリたんの脇腹をとらえる。


    「うっ、ぐうう」


    　激痛でエリたんの端正な顔が歪む。今度はエリたんが膝をつき、ルディがそれを見下ろす。


    「油断したな」


    「……ど、どうして？」


    　エリたんに襲いかかる激痛、それは同じく攻撃を受けたルディにもあったはずだ。


    　ルディは無言で自分のシャツをめくってみせる。


    　腹部にはベルトに挟まれて、分厚い本が隠されていた。そう、ルディのコレクションのなかでは比較的ライトなエロ漫画〝イけない、アイドル〟だ。


    「……ズルじゃん……しかもなんでエッチなやつ……」


    　エリたんはそのからくりのくだらなさに気が抜けてしまったのか、そのまま倒れてしまう。


    　──いい戦いだった。


    　ルディの心は晴れ渡っていた。


    　心のなかの雲をエリたんの嵐あらしのような攻撃が吹き飛ばしてくれたのだ。


    　お互いに技術と体力、そして、気力の限りを出し尽くした。ほんの数分であったが、普通の人生では一生体験できない濃密な時間。


    「最高だった」


    　苦く悶もんの表情を浮かべるエリたんに、ルディは手を差し伸べる。


    　戦いを終えれば、友情が芽め生ばえる。


    　これまでルディはそんなことは嘘うそっぱちだと思っていた。


    　しかし、それはルディが本当の戦いを経験していなかったから、そう思えただけなのだ。


    　エリたんの想いはすべて伝わった。そしてルディの想いも伝わったはずだ。


    　ルディの差し出した手にエリたんの手が伸びる。


    　エリたんの手はルディの掌てのひらではなく、手首をつかんだ。


    「痛たたたっ！」


    　エリたんが手首をひねっている。


    「卑ひ怯きような手を使っておいて、なに爽さわやかな顔してんのっ！」


    「痛いって！　おい！　戦いを通して、わかりあったろ、いろいろ伝わったよな」


    「エリたん、知らない！　もし伝わったとしても、あんたの性格の悪さとエッチな本を持ってるってことだけだし」


    　エリたんはさらに力を込めて手首をひねる。


    「痛いてえ！　おい、やめろ、この馬ば鹿かっ！　ひのきのぼうで殴るぞ」


    「そんなことしたら、干すから！」


    「なんで干すんだよ、事務所預かりだろ！」


    「絶対紹介しない！　こんな反則ばっかの卑怯集団、大嫌い！」


    　戦いを終えての友情……、一切、芽生えていない！


    　エリたんの性格が悪いのか、ルディの性格が悪いのか、もしくはその両方なのか……。なんだったら、戦う前よりも険悪になっている。


    　エリたんはさんざんルディの手首をひねり、さらにありったけの侮ぶ蔑べつの言葉を投げかけ、最後は床に唾つばまで吐いて、塔屋上から立ち去っていった。


    「まったく、性格悪いなあいつ」


    　このまま終わってしまっては、勝利の後味が悪いものになってしまう。


    　ルディは気持ちを切り替える。


    　改めて爽やかな表情を浮かべると、その爽やかな笑顔を、この勝負を見守っていたナディーネに向ける。


    　胸に飛び込んできやすいように、そっと両手を広げるルディ。


    　友情は芽生えなかったが、戦いの勝利の後といえば、もうひとつ。胸に飛び込むヒロインである。


    「………………………………」


    　しかしナディーネはルディの胸に飛び込んでこない。ものすごく複雑な表情を浮かべて、じっとルディを見ている。


    　ちょっといい感じの関係の男と女がいる。


    　男の戦いを祈りながら、見守っている女。


    　そして、男が勝った。


    　当然、胸に飛び込んでくる。


    　これはもはや一種のマナーとさえ、言ってもいい。法律でそう定めてもいいくらいだ、とルディは考えている。


    　しかし、現実はそうはならなかった。


    



    　──本当はこの娘も　　　　　飛び込みたかったのだ　　　　　しかし　若き勇者よ


    　　　勝ち方が　　　　　　　少々　　　　　　　せこかったな


    　　　覚えておくがよい　　　　　せこき男の胸には　　　女は飛び込まぬ　　そして　


    　　　　　ドラゴンは　　　カリカリより　　　　　　ウエットなタイプが好き──。


    



    　ドラゴンはそう言い残すと、大きく羽ばたき、宙へと舞い上がると、勝利を祝福するかのように一度大きく塔の周りをぐるりと回ると、乙女おとめの島の方角へと飛び去っていく。


    　それを見送る、ルディとナディーネ。


    「ルディ、別に、そこまでせこいと思ってないよ。本当は、飛び込もうと思ってたんだよ。ちょっと、タイミング逃のがしちゃっただけで。本当だよっ！　本当に、本当」


    　ナディーネは必死にフォローしているが、その慌あわてっぷりが図星であったことを物語っている。


    「これはせこ観、もとい卑ひ怯きよう観の違いだ。本気の戦いにせこいもクソもない。むしろあらゆる手を尽くすことが、勇者の戦いのマナーだ。全力を出す、すべてを出し切るってことは、ありとあらゆる手を使うってことだ。俺は正々堂々戦い切ったと思っている」


    　改めて両手を広げるルディ。


    　しかし、ナディーネは困ったような目でルディを見つめるばかり、やはり胸に飛び込んではこないのであった。
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    　エリたんとの闘いを終え、コーポ勇者に帰ってきた直後。ルディは肉体、精神ともに限界に達し、勇者袋を床に投げ捨てると、ソファーの上に倒れ込んだ。


    　一方の足止め班は庭で、お風ふ呂ろを使用する順番について揉もめていた。


    「私が一番にしてよぉ！　すっごく頑張ったのさぁ」


    　話によると、ネネは大活躍だったらしい。伝説のなにかも引き抜くし、結局使いこなしたし。もしかしたらネネが一番勇者適性があるんじゃないのか……。


    　誰が一番に入るか、ジャンケンをする声。


    　クリストフが一番、ネネが二番、ヴォルフが三番になったらしい。


    「くそっ、ついてないな。このヌメヌメ気持ち悪いんだよ。変な臭においだし！」


    　ヴォルフの悔しがる声をぼんやりと聞きながら、ルディは自分のまぶたの重さを感じていた。


    　身体からだも一歩も動きたくないほどに重い。


    　まぶたの重さに負け、ルディは目を閉じる。


    　気持ちのよい眠気、悶もん々もんとして眠れなかった日々には味わえなかったものだ。やはり全力を出し切った者だけに与えられる充実感にも似た眠気である。


    　そう寝つきが悪いのも、むやみに焦っていたのも、すべてはやり切っていなかったことが原因だったのだ。本当に大切なのは自分をよく見せることじゃなく、自分を全部ぶつけること。セルフプロデュースよりも、ありのままの自分を信じることだ。


    　まぶたの裏によみがえる、エリたんとの闘い。


    　しかし、断片的なシーンが火花のように脳のう裏りに浮かぶだけで、詳しくは思い出せない。それほど夢中だったからか、それとも、もう眠くて……意識が……遠のいているからか…………………………………………………………………………………………………………………………。


    　ルディを眠りから呼び戻したのは、手に当たる水の感触だった。


    　ソファーから投げ出したルディの手はだらしなく床へと落ちていた。


    　その床をちょろちょろと小川のようにせせらぐ水の流れ。


    　激しいひのきのぼうの連撃を受け止め、火ほ照てったルディの掌てのひらを優しく包んで……。


    　──なぜリビングにせせらぎが！


    　跳ね起きるルディ。


    　その目に映るリビングはいつもの姿ではなかった。


    　びっちょびちょである。投げ捨てられた、ルディの勇者袋も悲ひ惨さんな状態。


    　ルディは水みず浸びたしの勇者袋を拾い上げ、棚の上に避難させると、この水害の発生源を探す。


    　水の流れを上流へとたどるルディ。


    　案の定、発生源はお風呂だった。


    「ふん、ふん♪　ふんふんふーん、トロールの鼻をふんふんふーん、ゴブリンの肘ひじをふんふんふーん♪」


    　扉の向こうで、気持ちよさげに鼻歌を歌うネネ。そしてドアの隙すき間まから、こんこんと湧わき出るように流れ出すお湯。


    「おいっ、出てこい！　なにやってんだ」


    　ルディは激しくお風ふ呂ろの扉を叩たたく。


    「ちょっと、女子がシャワー中なのさぁ！」


    　扉をちょこっと開けて、不満げな顔をのぞかせるネネ。


    　たしかに普段であれば、女子がシャワーを浴びているときに扉をドンドンやるなど、マナー違反である。しかしいまはそんなことを言っている場合ではない。


    「床、見ろよ！　水みず浸びたしだぞ！」


    「わぁ、大変なのさぁ！　詰まってるよぉ」


    　驚きで目をまん丸にするネネ。シャワーを止めると、髪を乾かす間もなく、バスタオルひとつで、お風呂から飛び出してきたのだが……。


    「ナディちゃん。大変なのさぁー」


    　すでに完全に手遅れであった。リビングの五割ほどが浸水し、キッチンにも水は到達。


    　被害は甚じん大だいである。


    　おそらく、原因はノリオのもたらした伝説のなにか。そのなにかの先端から出る粘液状のなにか、それがお風呂の排水管を詰まらせたのだ。


    　それは水に溶けにくいなにかであった。


    　英雄の誰かが言いたかったのは、おそらく「水に溶けないぞ」とのメッセージだろう。なにも死ぬ間際に伝えなくともいいと思うが……。


    　とにかく粘液によって、排水管が詰まり、一階が水浸しになったのだ。


    「雑ぞう巾きんもっとないのぉ？　大変なのさぁ！」


    「いいから、ネネちゃんは着替えてきて！」


    　ネネはバスタオルを巻いただけの姿で右往左往している。


    　すぐに自分の部屋へと直行させられてしまった。


    　こうしてルディは戦いの疲れを癒いやす間もなく、雑巾を手にすることになったのだった。


    　あの激闘の直後にまさか雑巾がけをさせられるとは……。


    　ルディとしてはもうこう一か月は家事免除くらい活躍したつもりだったのだが……。


    　言葉にならない不平を口の中でぶつぶつと転がしながら、床の水を拭ふきとっていく。


    　雑巾でどうにかなるのか不安になるほどの面積が水没している。


    　リビングを越えて、廊下も水浸し、そしてその先の……。


    　──俺の部屋も水浸しか？


    　ルディは慌あわてて自分の部屋へと走り、ドアを開ける。


    　目の前に広がる案の定な光景。びっちょびちょである。


    　脱いで床に投げ捨てたままになっていた部屋着も水みず浸びたし。濡ぬれていない場所がないほどの水浸しだ……。


    　──スプリット・エロティック・コミックが！


    　エリたんは予想以上に自分にしか興味がなく、ルディの部屋訪問などまったく行わなかった。


    　その結果、不発に終わったスプリット・エロティック・コミック。


    　元に戻すことをすっかり忘れていた。


    　恐る恐るベッドの下を覗のぞく、ルディ。


    　その直後、両手で顔を覆おおって、しゃがみこんでしまう。


    「なんてことだ……。嘘うそだろ」


    　ルディ秘蔵の作品を収納した段ボールが水浸し。おそらくコレクションの三割は使い物にならなくなっているだろう。やはり必殺技には代償がつきものなのだ。発動しなかったのに、代償だけ払わされることになるとは……。


    　ルディにとっては大切なコレクション。〝イけないアイドル〟を防御手段として使用するときも断腸の想いだった。それなのに……。


    　しかし、ルディは勇者である。勇者はいかなる光景を目にしようとも、冷静さを失ってはいけない。心のなかで涙をぐっとこらえて、ルディは立ち上がる。


    　泣いても、事態は進展しない。考えるべきは濡れてしまったコレクションの廃はい棄き方法だ。


    　こういった書籍は入手するときは一冊、二冊である。しかし廃棄するとしたら、一度に大量、見つかる可能性も高い。


    　そもそもこれだけの量がいままで誰にも見つかっていないのが奇跡のようなもの。


    　これをよい機会として、コレクションのすべてをどこかに移動させるべきだろう。


    　どうしたものか……。おそらくダメになってしまったものだけでも、五十～六十はある。


    　ルディがそんな思案をしながら、リビングへと戻ると、クリストフとさらにはノリオまでもが雑ぞう巾きんがけ要員として投入されていた。


    「せっかく、さっぱりしたところなのに、こんな作業したくないなあ」


    　クリストフもぶつくさ言いながらも、水の拭ふき取りに参加している。


    「クリストフはいいよ。僕なんて、僕なんて！」


    「お前は部屋に入ってくるな」


    　庭からリビングへと入ってこようとするヴォルフを押し戻す。


    　お風ふ呂ろの排水管がふたり目のネネで詰まったために、ヴォルフは依然、なにかまみれ。


    　かわいそうだが、リビングにあげるわけにはいかないのだ。


    　心を鬼にして、庭に置き去りにし、ルディ、ナディーネ、クリストフが拭き掃そう除じを行う。


    「あれ、ここ水が流れ込んでるね」


    　クリストフは水浸しになった場所と、難を逃のがれた場所の境界に立っている。


    　ルディもクリストフが指さす先を覗のぞき込む。


    　そこは二階へと続く螺ら旋せん階段の根元に当たる位置だった。床の石いし畳だたみにかすかに隙すき間まがあり、そこに水が流れ落ちている。このおかげで、ここから先は水みず浸びたしにならずにすんだようだ。


    「この下、水がすごく溜たまってるんじゃない。放っておくと、基礎が腐くさるかもよ。チェックした方が、いいんじゃない？」


    「なんで自分がやらないんだよ」


    　ルディはクリストフをひと睨にらみして、床の隙間に手をかける。


    　意外なほど簡単に床の一部がはがれる。


    　石造りの床。ほかの部分は漆しつ喰くいで石と石が接合されているが、この部分だけが浮いている。しかも石が薄く、いつでも取り外せるようになっている。


    　床にぽっかりと空いた穴。そこにルディは顔を突っ込む。


    　懸け念ねんされた水溜まりはなかった。


    　その代わりにルディが見たものは、広大な地下空間であった。


    　一階で終わりかと思っていた螺旋階段がさらに下へ下へと伸びている。部屋の灯あかりだけではその先がどこまで伸びているのか確認できない。


    「どうしたの？　ルディくん。やっぱり、水が溜まってる？」


    　床に顔を突っ込んだまま、ひと言も発しないルディを心配してか、クリストフが声をかける。


    　ようやく顔をあげたルディ。


    　ノリオも雑ぞう巾きんを握ったまま、ルディをじっと見つめている。


    「重要ナ空間、ヨクゾ、発見シタ」


    　ノリオはそう言うと、ルディの肩にぽんと手を乗せる。


    「いや、なんでもなかった」


    　ルディはその手を即座に払いのけ、床の穴を閉じる。


    　ノリオの言う通り、これは重要な空間だ。


    　そして重要であるからこそ、ルディは自分の見た光景を自分の胸のなかだけに留とどめた。


    　ルディは自分の頬ほおが緩ゆるんでいるのをクリストフに悟さとられまいと、なるべくクリストフから顔をそむける。


    　ルディの胸がときめいているのは、この地下空間に新たなる冒険を予感したためではない。


    　──最高の隠し場所発見。


    　ここならコレクションを何千冊でも保存しておける。そして、濡ぬれてしまったものをよけておけば乾かわいてまた使用可能になるかもしれない。非常に重要な空間である。


    　ルディは心の中で小さくガッツポーズしたのであった。

  


  
    　あとがき


    　ご無沙汰しております。川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよです。


    　今回はあとがきが二ページということで、少々ボリュームが少なくなっております。


    　あとがきは基本的に本文の分量との兼ね合いでページ数が決まりますので、多いときも少ないときもあるのです。今後もページ数が二ページ、さらには一ページ、もしかしたら三行、などというケースもあるかもしれません。


    　このような短いあとがきでは、謝辞を書いただけでほぼスペースの限界に達してしまいます。しかし、それだけではあまりにもそっけない。多少のエンターテイメント性を持たせたいところです。ではどうしたらいいか……。つらつら考えていたところ、チベット仏教の仏具、マニ車に思いが至りました。


    　マニ車は円筒形の仏具で、内部にロール状の経きよう典てんが収められており、マニ車を一回回せば、経典を一回読んだのと同じ功く徳どくがあるとされています。要するに、お経を読むのを省略する装置ですね。僕も今後はこのシステムを採用したいと思います。


    「◎」←これを一度書き入れると、最大級に丁寧な謝辞を一回行ったのと同様だとみなします。


    　最初は横着しているように見えるかと思いますが、これは川岸派のあとがきでは正式な謝辞、なんら、手抜き行為ではございません。むしろこれが礼儀正しいのです。


    　また、小粋なジョークを一発かます代わりに、「Ю」を採用したいと思います。「Ю」は最高級のジョークです。いまはただのマークにしか見えないかもしれませんが、慣れれば自然に爆笑できるようになるはずです。ちなみに、きっつい下ネタは「Ж」とします。


    　さて、謝辞に。


    　まずはいつも担当をしていただいている岩いわ浅あささま。


    「◎」


    　次に、最高にかわいいイラストを描いていただいているすまき俊しゆん悟ごさま。


    「◎」


    　とくに今回のカバーイラストは最高にかわいいです！　はじめて、ラフを見た瞬間なんて、


    「Ю」


    　そして、ガガガ文庫野の村むら編集長。


    「◎」「Ж」


    　ほかにもたくさんの方々に携たずさわっていただいて、この作品を世に出すことができました。そんな方々にも。


    「◎」


    　そして、もちろん、手に取っていただいたみなさまにもありったけの感謝を。


    「Ж」「Ж」「Ж」「Ж」「Ж」「Ж」「Ж」


    　では、また次巻のあとがきで！　たぶんこのシステムは廃止されてると思います。

  


  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    ここでキーワードの発表です。二巻のキーワードは「に」。最終巻までのキーワードを書いて、僕にメールかツイッターで送ってくれたら、プレゼントを！　賞品はキーワードそのもの。二巻で終了の際は「蟹」を送ります。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    勇者と勇者と勇者と勇者２
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